
《
資
　
　
料
》翻

刻
（
活
字
化
）
／
沼
田
稲
次
郎
「
労
働
協
約
理
論
史
の
一
齣
」 

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
月
八
日
擱
筆

石　
　

井　
　

保　
　

雄

解
題
―
―
「
沼
田
稲
次
郎
の
青
春
―
―
『
戦
後
労
働
法
学
』
以
前
―
―
」
の
補
遺

一

戦
後
の
わ
が
国
労
働
法
学
を
牽
引
し
た
沼
田
稲
次
郎
（
一
九
一
四
～
一
九
九
七
）
は
、
京
都
帝
国
大
学
に
進
学
し
た
年
（
一
九
三
四

〔
昭
和
九
〕
年
）
の
九
月
、
治
安
維
持
法
容
疑
の
た
め
に
、
警
察
に
一
ケ
月
間
拘
留
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
京
都
帝
国
大
学
か
ら
停
学
処

分
を
受
け
、
法
学
部
を
一
年
留
年
し
て
四
年
間
在
籍
し
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
、「
特
選
給
費
生
」
と
し
て
同
大
学
院
に

進
学
し
た
。
し
か
し
召
集
令
状
を
受
け
て
、
翌
年
一
月
一
〇
日
に
陸
軍
富
山
三
五
連
隊
に
応
召
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
研
究
生
活
は
、
わ
ず
か
一
年
に
も
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
沼
田
稲
次
郎
の
青
春
―
―
『
戦
後
労
働
法
学
』
以
前
」

獨
協
法
学
一
一
三
号
〔
二
〇
二
〇
〕
六
五
―
六
九
頁
）。
沼
田
は
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
刊
行
し
た
著
書
『
労
働
協
約
の
締
結

と
運
用
』（
総
合
労
働
研
究
所
／
労
働
法
実
務
大
系
七
）
の
「
は
し
が
き
」
の
な
か
で
入
営
す
る
直
前
ま
で
「
労
働
協
約
理
論
史
の
一
齣
」
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と
題
す
る
論
稿
―
―
後
述
す
る
よ
う
に
、
公
に
発
表
す
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
―
―
を
書
き
綴
っ
た
と
の
べ
て
い

た
。
こ
こ
に
翻
刻
し
た
の
が
、
沼
田
の
い
う
「
労
働
協
約
理
論
史
の
一
齣
」
全
文
で
あ
る
（
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
）。

同
稿
は
左
下
隅
に
「
10
×
20　

三
省
堂
原
稿
用
紙　

Ｃ
」
と
印
刷
さ
れ
た
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
を
利
用
し
、
細
字
の
万
年
筆
を
用

い
て
本
文
二
一
八
枚
・
注
記
四
三
枚
、
計
二
六
一
枚
に
わ
た
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
私
は
前
掲
・
拙
稿
六
六
頁
〔
注
133
〕
で
、

「
43
頁
」
と
記
し
た
が
、
そ
れ
は
注
記
部
分
の
み
を
さ
し
て
い
る
こ
と
を
原
物
〔
た
だ
し
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
〕
を
見
て
、
わ
か
っ
た
の
で

訂
正
し
た
い
）。
同
稿
の
本
文
は
縦
書
き
・
漢
字
（
旧
字
体
）
平
仮
名
混
じ
り
文
で
あ
る
が
、
注
記
に
つ
い
て
は
、
本
文
と
区
別
す
る

た
め
で
あ
ろ
う
か
、
横
書
き
・
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
で
記
述
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
翻
刻
に
あ
た
り
、
本
文
と
同
じ
く
縦
書
き
の
体

裁
と
し
た
）。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
本
文
執
筆
と
同
時
並
行
し
て
、
注
記
作
業
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
沼
田
が
本
稿
を
脱

稿
し
た
の
は
、
入
営
（
一
九
三
九
〔
昭
和
一
四
〕
年
一
月
一
〇
日
）
の
前
（
々
）
日
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
自
身
で
何
度
も
繰
り
返
し
の

べ
て
い
る
（
本
稿
末
尾
に
は
、「
一
九
三
九
、一
、八
、
夜
更
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）。
沼
田
は
戦
後
、
雪
深
い
実
家
の
離
れ
屋
に
こ
も
っ

て
応
召
の
前
日
朝
ま
で
執
筆
を
続
け
、
書
き
上
げ
た
原
稿
を
読
み
返
す
こ
と
も
な
く
、
家
族
に
大
学
院
指
導
教
官
で
あ
る
石
田
文
次
郎

に
送
る
よ
う
託
し
て
入
営
し
た
と
回
顧
し
て
い
た
（
前
掲
・
拙
稿
六
八
―
六
九
頁
）。
そ
れ
で
は
、
沼
田
は
同
稿
を
い
っ
た
い
い
つ
ご

ろ
か
ら
執
筆
し
始
め
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
沼
田
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
（
同
『
著
作
集
』
第
六
巻
労
働
協
約
論
〔
労

働
旬
報
社
・
一
九
七
六
〕〔
著
者
解
題
〕
三
六
八
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）。

「『
日
支
事
変
』
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
た
時
期
だ
か
ら
兵
隊
に
と
ら
れ
れ
ば
生
き
て
帰
え
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
と
も
か
く
も
〔
自
ら
の
社
会
法
研
究
の
成
果
を
―
引
用
者
、
以
下
同
じ
〕
一
応
ま
と
め
る
べ
く
三
八
年
の
暮
頃
か
ら
急
速

に
論
文
を
書
き
、
入
営
の
前
日
徹
夜
の
朝
に
か
き
あ
げ
」
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
労
働
協
約
理
論
史
の
一
齣
」
は
お
そ
ら
く
一
ケ
月
も
満
た
な
い
時
間
で
執
筆
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
原
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型
稿
の
表
紙
に
は
「
昭
和
十
三
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
執
筆
、
十
四
年
一
月
脱
稿
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
に
は
、

こ
の
部
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
確
な
日
に
ち
は
わ
か
ら
な
い
が
、
上
記
文
章
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く

晩
秋
期
以
降
に
起
筆
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
年
の
夏
、
中
国
・
北
京
郊
外
の
盧
溝
橋
付
近
で
の
夜
間
野
外
演
習
の
際
の
偶
発
的

軍
事
衝
突
か
ら
は
じ
ま
っ
た
日
中
両
正
規
軍
の
戦
闘
は
急
速
に
拡
大
し
て
本
格
的
な
戦
争
状
態
と
な
り
、
日
本
陸
軍
は
逐
次
大
陸
へ
の

派
遣
を
増
加
さ
せ
て
い
た
。
当
時
、
召
集
令
状
が
本
人
な
い
し
家
族
に
手
渡
さ
れ
て
か
ら
応
召
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
ど
の
ぐ
ら
い
の

時
間
的
猶
予
が
あ
っ
た
の
か
は
知
ら
な
い
。お
そ
ら
く
最
後
は
、慌
た
だ
し
く
書
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。原
稿
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー

の
更
な
る
コ
ピ
ー
―
―
そ
の
理
由
は
後
述
―
―
の
束
を
見
た
と
き
、
文
字
通
り
書
き
急
い
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
た
。

す
な
わ
ち
漢
字
お
よ
び
筆
記
体
で
の
ド
イ
ツ
語
表
記
や
用
語
の
用
い
方
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
ぎ
カ
ッ
コ
を
も
っ
て
示

さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
原
文
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
文
章
の
生
硬
さ
や
、
必
要
以
上
の
読
点
を
多
用
し
た
長
い
文
章
か
ら
判
断
し
て
、
ド
イ
ツ
語

文
献
を
邦
訳
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
係
わ
る
検
討
を
し
て
、
書
き
記
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
あ
ら
か
じ

め
出
来
上
が
っ
た
手
稿
を
清
書
し
た
も
の
で
は
な
く
、
既
述
の
よ
う
に
、
本
人
い
わ
く
完
成
し
た
原
稿
を
「
読
み
な
お
す
暇
な
く
、
指

導
教
授
で
あ
っ
た
石
田
博
士
宛
に
送
っ
」
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ほ
ど
目
立
っ
た
訂
正
箇
所
も
な
く
、

一
気
呵
成
に
書
き
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
筆
力
に
は
、
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
沼
田
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

膨
大
な
著
書
・
論
稿
を
残
せ
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
（
沼
田
の
著
作
目
録
は
複
数
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ

れ
て
い
る「
沼
田
稲
次
郎
著
作
目
録
―
―
わ
が
口
舌
筆
硯
の
記
録
」e-yodo.sakura.ne.jp/num

ata/tyosakum
okuroku.htm

l

が
も
っ

と
も
詳
細
で
あ
る
）。

な
お
左
記
の
沼
田
稿
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
文
中
＊
〔
ア
ス
テ
リ
ス
ク
〕
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
が
沼
田
の
く
ず
し
文

字
を
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
＊
一
個
が
文
字
一
字
分
に
相
当
す
る
）。
ま
た
本
稿
は
「
第
一
篇
」
で
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あ
り
、
沼
田
は
当
初
の
予
定
で
は
第
二
篇
と
併
せ
た
二
部
構
成
を
構
想
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
本
「
一
齣
」
稿
の
末
尾
を
参
照
）。

し
か
し
現
実
は
、
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
関
す
る
沼
田
の
心
中
は
最
終
末
に
ふ
さ
れ
た
「
結
語
」
の
「（
ミ
ネ
ル
バ
の

梟
戦
場
の
白
昼
に
と
び
こ
む
の
前
夜
。）」
と
い
う
表
記
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

沼
田
は
自
ら
の
著
作
集
全
一
〇
巻
（
労
働
旬
報
社
刊
・
一
九
七
六
年
）
の
う
ち
労
働
協
約
を
テ
ー
マ
と
し
て
ま
と
め
た
、
第
六
巻
々

末
に
ふ
さ
れ
た
〔
著
者
解
題
〕
の
冒
頭
、
先
述
し
た
よ
う
な
事
情
か
ら
留
年
し
て
大
学
生
活
四
年
目
に
は
、「
社
会
的
自
主
法
の
生
成

に
よ
る
市
民
法
理
の
反
省
と
で
も
い
う
べ
き
課
題
意
識
か
ら
労
働
協
約
へ
と
傾
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
三
六
七
頁
）と
の
べ
て
い
た
。

で
は
沼
田
の
本
稿
執
筆
意
図
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
的
に
第
一
章
の
ロ
ト
マ
ー
ルPhilip Lotm

ar

（
一
八
五
〇
～
一
九
二
二
）
に
関
わ
る
こ
と
し
か
の
べ
て
い
な
い
「
序
」
で
、
沼
田
は
遅
れ
た
資
本
主
義
社
会
と
し
て
の
ド
イ
ツ
で
は
、

一
九
世
紀
後
半
以
降
の
労
働
運
動
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
か
え
っ
て
労
使
関
係
に
係
わ
る
先
進
的
な
事
象
に
対
す
る
法
的
検
討
・
考
察

が
現
わ
れ
た
と
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
労
働
協
約
が
労
使
の
あ
い
だ
で
締
結
さ
れ
る
例
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
労
働
者
・
労
働
組
合

に
と
っ
て
は
、
よ
り
良
き
労
働
条
件
・
待
遇
の
獲
得
・
実
現
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
片
や
使
用
者
側
に
お
い
て
も
、
沼
田
の
言
を
借
り
れ

ば
、
一
方
で
は
「
労
働
者
団
体
に
対
抗
」
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
「
資
本
家
相
互
の
間
に
於
て
労
働
諸
条
件
を
一
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
競
争
の
苦
痛
を
相
対
的
に
減
少
せ
し
め
ん
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
労
使
関
係
の
な
か
か
ら
現
わ
れ
た
労
働
協
約

と
い
う
事
象
を
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
は
あ
く
ま
で
も
個
人
の
自
由
な
合
意
に
委
ね
ら
れ
る
と
す
る
近
代
市
民
法
は
、
ど
の
よ
う
に

説
明
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
労
使
の
集
団
的
合
意
と
し
て
締
結
さ
れ
た
協
約
が
個
別
の
労
働
契
約
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
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の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
沼
田
は
「
一
齣
」
稿
の
「
序
」
の
な
か
で
「
こ
の
小
論
の
課
題
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
『
労
働
契
約
論
』
の

中
に
述
べ
ら
れ
て
居
る
労
働
協
約
理
論
か
ら
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
『
集
団
的
労
働
協
約
論
』
の
中
に
展
開
さ
れ
た
協
約
理
論
へ
の
移

り
行
き
の
中
に
於
て
、
却
て
、
理
論
的
に
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
反
省
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
同
じ
こ
と
を

沼
田
は
、
本
稿
の
最
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
三
Ｂ
（
ⅱ
）「
労
働
協
約
の
債
権
的
機
能
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の

べ
て
い
る
。

「
私
の
テ
ー
マ
〔
は
〕
労
働
協
約
が
強
行
的
規
範
性
を
有
し
得
る
や
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

察
し
社
会
法
研
究
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
。

こ
こ
で
の
記
述
は
、
当
初
の
も
の
よ
り
は
少
し
具
体
的
に
沼
田
の
意
図
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
沼
田
が
本
稿
で
行
な
っ
て

い
る
の
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
のD

er A
rbeitsvertrag nach dem

 Privatrecht des D
eutschen Reiches, 1 Bd

（1902

）
とH

ugo 

Sinzheim
er 

（
一
八
七
五
～
一
九
四
五
）
のD

ie K
orporative A

rbeitsnorm
envertrag, 1 Bd,（1907

） und 2 Bd.（1908

）
の
二

著
を
、
比
較
し
な
が
ら
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
記
の
課
題
に
応
え
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
執
筆
項
目
の
柱
建

て
を
抜
き
書
き
し
て
、
こ
れ
を
目
次
と
し
て
み
る
か
ぎ
り
、
ロ
ト
マ
ー
ル
と
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
労
働
協
約
法
理
に
つ
い
て
、
同
様
の

論
点
に
関
す
る
両
者
の
見
解
を
相
互
に
検
討
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ロ
ト
マ
ー
ル
の
名
は
、
わ
が
国
で
ド
イ
ツ
の
労
働
協
約
法
理
、
と
く
に
そ
の
歴
史
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
大
著
で
あ
る
前
掲
『
労

働
契
約
論
』
第
一
巻
（
一
九
〇
二
）
お
よ
び
第
二
巻
（
一
九
〇
八
）
と
と
も
に
、
必
ず
言
及
さ
れ
る
。
同
人
は
、
久
保
敬
治
『
フ
ー
ゴ
・

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
ド
イ
ツ
労
働
法
』（
信
山
社
・
一
九
九
八
）
六
〇
―
七
一
頁
、
二
一
九
―
二
二
〇
頁
お
よ
び
小
野
秀
誠
『
法
学
上

の
発
見
と
民
法
』（
信
山
社
・
二
〇
一
六
）
一
四
二
―
一
四
五
頁
に
よ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
い
う
出
自
と
一
八
七
八
乃
至
七
九

年
以
来
、
社
会
民
主
党
員
で
あ
っ
た
―
―
久
保
・
同
前
所
は
「
大
学
関
係
者
が
…
…
入
党
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
同
党
寄
り
の
行
動
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を
と
る
こ
と
す
ら
想
像
を
こ
え
る
こ
と
で
あ
り
、
異
常
な
事
件
で
あ
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
―
―
が
ゆ
え
に
、
ド
イ
ツ
の
大
学
教
授
に

な
る
こ
と
へ
の
途
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
八
八
八
年
に
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
大
学
の
ロ
ー
マ
法
担
当
教
授
と
し
て
赴
任
し
、

以
後
三
四
年
間
在
籍
し
た
。
そ
れ
は
彼
が
市
民
国
家
で
あ
る
ス
イ
ス
を
気
に
入
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（
小
野
・
同
前
所
）。
戦
前

ロ
ト
マ
ー
ル
と
接
触
し
た
日
本
人
法
学
者
と
し
て
は
、野
村
平
爾（
一
九
〇
二
～
一
九
七
九
）の
指
導
教
授
で
あ
る
中
村
萬
吉（
一
八
八
三

～
一
九
三
八
）
が
い
た
。
同
人
は
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
で
の
滞
在
を
へ
て
一
九
一
四
（
大
正
五
）
年
か
ら
一
年
二
か
月
ベ
ル
ン
に
滞
在
し
、

帰
国
後
、
早
稲
田
法
学
二
、四
お
よ
び
五
の
各
巻
（
一
九
二
三
―
一
九
二
五
）
に
連
載
し
、
こ
れ
を
書
籍
化
し
て
『
労
働
協
約
の
法
学

的
構
成
』（
厳
松
堂
・
一
九
二
六
）
を
刊
行
し
て
い
る
（
拙
著
『
わ
が
国
労
働
法
学
の
史
的
展
開
』〔
信
山
社
・
二
〇
一
八
〕
二
四
―

二
五
頁
〔
注
３
〕・
三
九
―
四
〇
頁
〔
注
60
〕）。
ま
た
検
察
官
で
あ
る
と
同
時
に
母
校
で
あ
る
明
治
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
森
山

武
市
郎
（
一
八
九
一
～
一
九
四
八
）
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
三
月
か
ら
ド
イ
ツ
に
赴
く
ま
で
の
六
か
月
間
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
謦

咳
に
接
し
た
と
回
顧
し
て
い
る
（
拙
著
・
同
前
書
三
〇
頁
〔
注
26
〕
お
よ
び
三
九
―
四
〇
頁
参
照
）。
な
お
ロ
ト
マ
ー
ル
の
旧
蔵
書
は
、

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
以
来
、
わ
が
国
の
九
州
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
同
前
所
）。

一
方
、
同
じ
く
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
お
い
て
は
、
と
く
に
同
人
の
従
属
労
働
法
論
は
、
わ
が
国
戦
後
労

働
法
学
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
（
そ
の
評
伝
が
、
久
保
敬
治
『
あ
る
法
学
者
の
人
生
：
フ
ー
ゴ
・
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
』〔
三

省
堂
・
一
九
八
六
〕
で
あ
る
）。
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
主
著
で
あ
るGrundzüge des A

rbeitsrechts, 2. A
ufl.,1927

は
、
楢
崎
二
郎
・

蓼
沼
謙
一
〔
共
訳
〕『
労
働
法
原
理
』〔
第
二
版
〕（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
五
五
）
と
し
て
、
邦
訳
さ
れ
た
（
の
ち
に
蓼
沼
『
著
作
集
』

別
巻
〔
信
山
社
・
二
〇
〇
八
〕
に
収
録
）。
同
書
に
つ
い
て
は
、
久
保
に
よ
り
、
わ
が
国
の
一
九
五
〇
年
代
、「
誇
張
し
て
い
え
ば
労
働

法
学
に
お
け
る
聖
書
、
仏
典
と
い
っ
た
」
扱
い
が
見
ら
れ
た
（「
フ
ー
ゴ
・
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
日
本
の
労
働
法
学
」
季
刊
労
働
法

一
七
八
号
〔
一
九
九
六
〕
一
一
〇
頁
）
と
の
同
人
特
有
の
シ
ニ
カ
ル
な
評
言
が
な
さ
れ
る
ほ
ど
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
た
だ
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し
沼
田
の
本
稿
が
示
す
よ
う
に
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
対
す
る
関
心
や
影
響
は
、
わ
が
国
で
は
戦
前
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
。
先
に
言
及

し
た
森
山
は
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
か
ら
も
教
え
を
受
け
、「
純
学
者
的
な
」
ロ
ト
マ
ー
ル
に
対
し
、
同
人
は
「
常
識
の
発
達
し
た
円
満
な

紳
士
」
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
た
（
拙
著
・
前
掲
書
四
一
頁
〔
注
62
〕）。
同
時
代
に
欧
米
に
留
学
し
、
戦
前
・
戦
中
期
、
治
安
維
持

法
違
反
事
件
の
弁
護
を
多
く
手
掛
け
、
戦
後
は
社
会
党
（
右
派
）
国
会
議
員
と
し
て
活
動
し
、
最
近
で
は
日
本
国
憲
法
二
五
条
制
定
に

重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
と
さ
れ
る
鈴
木
義
男
（
一
八
九
四
～
一
九
六
三
）
も
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
か
ら
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
に
、
個
人

的
に
研
究
指
導
を
受
け
た
と
の
べ
て
い
た
（
同
前
書
四
〇
―
四
一
頁
お
よ
び
四
六
―
四
七
頁
〔
注
72
〕）。
ま
た
と
く
に
沼
田
が
本
「
一

齣
」
稿
で
論
じ
た
、
労
働
協
約
論
の
基
本
理
解
に
関
す
る
ロ
ト
マ
ー
ル
（
代
理
説
）
と
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
（
団
体
説
）
の
対
立
に
つ
い

て
は
、
戦
前
す
で
に
後
藤
清
『
労
働
協
約
理
論
史
』（
有
斐
閣
・
一
九
三
五
）
に
よ
り
、
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
戦
後
の
作

品
と
し
て
、
下
井
隆
史
「
Ｈ
・
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
労
働
協
約
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
協
約
規
範
の
効
力
に
つ
い
て
の
理
論
の
発

展
を
め
ぐ
っ
て
」
六
甲
台
論
集
四
巻
四
号
（
一
九
五
七
）
八
〇
―
九
一
頁
が
あ
る
。
な
お
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
労
働
協
約
論
に
つ
い

て
は
、
西
谷
敏
『
ド
イ
ツ
労
働
法
思
想
史
論
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
八
七
）
二
一
三
頁
以
下
の
説
明
が
明
解
で
、
わ
か
り
や
す
い
。

敗
戦
後
、
沼
田
が
復
員
し
た
明
く
る
年
の
五
月
に
夕
刊
京
都
新
聞
に
就
職
し
、
論
説
委
員
と
な
る
と
と
も
に
、
同
労
組
の
組
合
長
と

し
て
組
合
活
動
に
従
事
す
る
な
か
、
執
筆
・
刊
行
し
た
『
日
本
労
働
法
論
』
上
・
中
（
日
本
科
学
社
・
一
九
四
八
）
の
ち
に
同
『
著
作

集
』
第
一
巻
（
労
働
旬
報
社
・
一
九
七
六
）
に
収
録
さ
れ
た
（
以
下
、
引
用
は
同
書
に
よ
る
）
は
、
旧
労
組
法
時
代
の
集
団
的
労
使
関

係
法
に
関
す
る
体
系
書
で
あ
っ
た
（
執
筆
か
ら
公
刊
に
い
た
る
経
緯
等
は
、
同
前
書
四
六
三
頁
以
下
の
〔
著
者
解
題
〕
／
「『
日
本
労

働
法
論
』
執
筆
の
頃
」
を
参
照
）。
沼
田
は
同
書
（
中
巻
）
の
な
か
で
「
労
働
協
約
の
当
事
者
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
（
二
三
三
頁
、
文
中
の
丸
カ
ッ
コ
の
数
字
と
挿
入
句
は
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）。

「
団
体
協
約
は
労
働
者
側
か
ら
み
れ
ば
自
己
の
団
結
力
を
以
っ
て
交
渉
し
た
成
果
で
あ
り
、
経
営
者
側
か
ら
み
れ
ば
団
結
し
た
労
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働
者
を
相
手
と
す
る
契
約
で
あ
る
。
…
…
（
一
）
労
働
協
約
締
結
の
当
事
者
の
問
題
も
経
営
者
側
の
当
事
者
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
問
題
が
な
い
の
に
対
し
て
、
労
働
組
合
の
当
事
者
資
格
に
つ
い
て
は
議
論
せ
ら
れ
て
き
た
。（
二
）
議
論
の
焦
点
は
、
現
実
に

規
範
的
拘
束
を
個
々
の
労
働
者
に
対
し
て
、
及
ぼ
し
て
い
る
協
約
の
根
拠
を
如
何
な
る
意
思
に
求
む
べ
き
か
に
存
し
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
と
に
国
家
法
に
お
い
て
、
協
約
の
規
範
的
拘
束
力
を
明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
場
合
―
―
こ
こ
で
は
、
一
九
一
八
年
労
働

協
約
令
以
前
の
ド
イ
ツ
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
（
引
用
者
）
―
―
に
つ
い
て
、
議
論
が
紛
糾
し
た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
協
約
の
拘

束
力
が
単
に
社
会
規
範
と
し
て
の
そ
れ
で
な
く
て
法
規
範
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
立
論
の

苦
心
が
存
し
て
い
た
」。

こ
の
あ
と
、
沼
田
は
「
組
合
員
個
人
が
協
約
当
事
者
で
あ
り
組
合
は
そ
れ
を
代
理
す
る
と
い
う
代
理
説
に
固
執
し
た
」
ロ
ト
マ
ー
ル

の
苦
心
に
言
及
し
、
わ
が
国
で
は
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
が
旧
労
組
法
二
二
条
（
現
行
法
一
六
条
）
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
ロ
ー

ト
マ
ー
ル
に
始
ま
る
先
学
の
苦
心
は
日
本
の
労
働
法
に
よ
っ
て
一
応
解
決
せ
ら
れ
て
い
る
」（
同
前
書
二
三
三
―
二
三
四
頁
）
と
の
べ

て
い
る
。
こ
れ
を
本
『
一
齣
』
と
読
み
く
ら
べ
た
と
き
、『
日
本
労
働
法
論
』
中
巻
の
引
用
箇
所
は
内
容
的
に
『
一
齣
』
の
目
次
の
柱

建
て
お
よ
び
本
文
と
一
致
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
沼
田
は
「
一
齣
」
稿
で
著
わ
そ
う
と
し
た
の
は
、「
私
人
間
の
結
び

つ
き
は
自
由
な
る
契
約
に
よ
っ
て
作
ら
れ

0

0

0

法
秩
序
は
す
べ
て
国
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
と
い
う
近
代
的
法
思
惟
」（
沼
田
「
協
約
規
範

の
法
的
性
格
」
労
働
法
律
旬
報
一
四
四
号
〔
一
九
五
三
〕
の
ち
に
同
『
著
作
集
』
第
六
巻
労
働
協
約
法
論
〔
労
働
旬
報
社
・

一
九
七
六
〕
一
九
八
頁
）
に
基
づ
い
た
ロ
ト
マ
ー
ル
と
、
労
働
者
の
置
か
れ
た
立
場
に
関
す
る
社
会
学
的
な
考
察
に
依
拠
し
な
が
ら
、

立
法
論
を
念
頭
に
お
い
た
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
議
論
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
解
釈
論
と
し
て
、
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
の
存

立
根
拠
を
見
出
そ
う
と
試
み
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
の
中
心
的
な
論
点
は
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
労

働
協
約
に
規
定
さ
れ
た
労
働
条
件
を
下
ま
わ
る
労
働
契
約
中
の
該
当
部
分
を
無
効
と
し
、
無
効
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
協
約
上
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の
労
働
条
件
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
い
う
大
陸
法
系
の
労
働
協
約
法
制
の
最
大
の
特
徴
を
な
し
（
西
谷
・
前
掲
書
二
三
一
頁
）、
通
常

は
「
不
可
変
的
効
力
」
と
邦
訳
さ
れ
、
後
藤
清
が
「
強
行
的
規
範
的
効
力
」
と
し
、
沼
田
が
こ
れ
に
示
唆
を
受
け
て
「
強
行
的
規
範
性
」

と
訳
し
た
（「
一
齣
」
二
Ｂ
〔
註
７
〕
参
照
）“Unabdigbarkeit

”を
、
法
的
に
い
か
に
説
明
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

沼
田
は
ま
た
、
本
「
一
齣
」
稿
の
最
終
段
に
お
い
て
、
使
用
者
に
よ
る
労
働
組
合
に
対
す
る
労
働
協
約
上
の
平
和
義
務
違
反
を
理
由

と
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
は
異
な
り
、
立
法
論
で
は
な
く
、
解
釈
論
と
し
て
否
定
せ
ん
と
し
て
い
る
。
沼
田
は
そ

の
よ
う
な
試
み
は
「
労
働
者
団
体
の
破
滅
は
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
労
働
者
達
そ
の
も
の
ゝ
破
滅
へ
の
道
で
あ
ら
う
。
か
ゝ
る
事
態
は
、

労
働
者
団
体
の
損
害
賠
償
責
任
の
限
界
に
つ
い
て
法
的
確
信
を
生
ぜ
し
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

所
の
物
的
基
礎
を
な
す
」（
傍
点
は
引
用
者
）
と
の
べ
て

い
る
。

戦
後
、
沼
田
の
労
働
協
約
に
関
す
る
理
解
は
、
戦
前
の
末
弘
厳
太
郎
の
「
社
会
的
自
主
法
」（「
労
働
協
約
と
法
律
」
同
『
労
働
法
研

究
』〔
改
造
社
・
一
九
二
六
〕
二
九
五
頁
以
下
に
収
録
）
の
系
譜
に
連
な
る
「
法
的
確
信
説
」
だ
と
い
わ
れ
る
（
西
谷
敏
「
労
働
協
約
論
」

籾
井
常
喜
〔
編
〕『
戦
後
労
働
法
学
学
説
史
』〔
労
働
旬
報
社
・
一
九
九
六
〕
四
一
〇
―
四
一
二
頁
参
照
）。
す
な
わ
ち
「
協
約
規
範
は

国
家
の
作
ら
ざ
る

0

0

0

0

法
で
あ
る
。
そ
れ
は
、〔
労
働
組
合
と
い
う
〕
私
的
団
体
が
一
方
の
当
事
者
と
な
っ
て
締
結
す
る
協
定
に
よ
っ
て
作

ら
れ
る
」。
し
か
し
「
そ
れ
は
当
事
者
の
自
由
意
思
の
合
致
と
い
う
よ
り
も
、
労
使
の
関
係
を
規
定
し
て
い
る
社
会
的
諸
条
件
の
意
思

を
通
し
た
…
…
表
現
（
生
成
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
が
、
社
会
規
範
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
実
態
を

0

0

0

直
視
し
て
国
家

は
法
的
効
力
を
承
認
す
る
」（
沼
田
・
前
掲
「
法
的
性
格
」
二
〇
一
頁
）。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
協
約
規
範
が
契
約
で
は
な
く
、
規
範

と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
と
き
、そ
の
よ
う
な
意
識
を
支
え
る
の
が「
団
結
権（
社
会
正
義
な
い
し
生
存
権
の
思
想
を
裏
づ
け
と
す
る
）」

と
い
う
「
正
義
あ
る
い
は
権
利
の
確
信
」
だ
と
説
明
す
る
（
沼
田
・
同
前
稿
二
〇
六
頁
）。
そ
の
よ
う
な
「
団
結
権
は
孤
立
的
個
人
の

権
利
で
は
な
く
、
社
会
的
人
間
の
権
利
で
あ
り
、
そ
の
場
合
〝
社
会
的
〟
と
い
う
の
は
市
民
社
会
一
般
で
は
な
く
、
ま
さ
に
特
殊
的
部
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分
社
会
（
国
家
と
個
人
と
の
中
間
の
生
け
る
社
会
）
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
社
会
人
の
団
結
権
の
実
現
の
形
態
は
労
働
組
合
で
あ
る
。

…
…
協
約
規
範
が
そ
の
労
働
組
合
が
自
主
的
に
参
加
形
成
し
た
社
会
規
範
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
正
義
あ
る
い
は
権
利
に
根

を
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
協
約
規
範
が
法
規
範
性
の
契
機
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
前
所
）。

沼
田
は
本
「
一
齣
」
稿
の
な
か
で
「
法
的
確
信
は
単
に
か
ゝ
る
階
級
に
の
み
妥
当
す
る
の
で
は
な
く
、
普
遍
性
を
も
も
つ
も
の
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
最
終
末
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
生
存
権
は
、
人
間
存
在
に
根
源
的
な
そ
し
て
確
実
な
る
も
の
に
根
底
す
る
が
故
に
、
人
間
で
あ
る
と
言
う
事
を
肯
定
す
る
限
り

認
め
ざ
る
を
得
な
い
根
本
的
要
請
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
正
当
性
に
対
し
て
優
越
的
で
あ
り
、
よ
り
根
源
的
で
あ
る
」。

こ
う
し
て
敗
戦
後
復
員
し
て
間
も
な
い
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
、
ま
た
そ
の
五
年
後
の
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
論
述
さ

れ
、
そ
の
後
豊
穣
た
る
拡
が
り
を
見
せ
た
沼
田
の
思
惟
は
、
そ
れ
ら
に
先
立
つ
一
〇
年
ほ
ど
前
の
戦
時
期
の
大
学
院
々
生
時
（
二
四
歳
）

の
習
作
た
る
本
「
一
齣
」
稿
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
提
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

最
後
に
、
ド
イ
ツ
語
に
も
、
ド
イ
ツ
法
に
も
堪
能
で
な
い
私
が
、
本
「
一
齣
」
稿
の
翻
刻
を
す
る
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
、
説
明

し
た
い
。

本
稿
は
沼
田
本
人
が
生
前
、「
も
と
よ
り
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
し
、
今
後
も
印
刷
に
付
す
る
気
は
な
い
」（
沼
田
・
前
掲
『
著
作
集
』

第
六
巻
〔
著
者
解
題
〕
三
六
八
頁
）
と
ま
で
の
べ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
い
い
な
が
ら
も
、
沼
田
に
と
っ
て
、
本
稿
は
愛

着
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
前
、
何
度
か
言
及
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
存
在
は
一
部
の
人
び
と
の
あ
い
だ
に
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知
ら
れ
、
関
心
を
よ
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
、
沼
田
と
東
京
都
立
大
学
の
同
僚
と
し
て
長
年
過
ご
し
た
籾
井
常
喜
（
一
九
三
一
～

二
〇
一
九
）
は
、
沼
田
の
葬
儀
に
際
し
、
そ
の
略
歴
を
紹
介
す
る
な
か
で
本
「
一
齣
」
稿
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
（「
沼
田
稲
次
郎

先
生
の
足
跡
」
労
働
法
律
旬
報
一
四
一
三
号
〔
一
九
九
七
〕
四
―
五
頁
）。
私
は
先
述
し
た
よ
う
に
「
沼
田
稲
次
郎
の
青
春
―
―
『
戦

後
労
働
法
学
』
以
前
」
と
題
す
る
論
稿
を
本
誌
、
獨
協
法
学
一
一
三
号
に
発
表
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
私
は
「
一
齣
」
稿
の
フ
ォ
ト
コ

ピ
ー
が
首
都
大
学
東
京
（
現
・
東
京
都
立
大
学
）
法
学
部
資
料
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
の
べ
た
。
し
か
し
同
図
書

館
を
通
じ
て
同
稿
を
管
理
す
る
同
法
学
部
教
授
会
の
見
解
と
し
て
、
部
外
者
は
そ
の
複
写
は
も
ち
ろ
ん
、
閲
覧
す
ら
も
で
き
な
い
と
の

応
答
を
え
た
こ
と
や
、
そ
れ
に
対
す
る
私
自
身
の
所
感
を
示
し
た
（
同
前
稿
六
六
―
六
八
頁
〔
注
〕
133
）。
本
年
初
め
、
同
前
稿
の
抜

刷
り
を
沼
田
の
高
弟
で
あ
る
浅
倉
む
つ
子
教
授
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
に
お
送
り
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
に
読
後
感
を
記
し
た
書
簡

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
な
か
で
浅
倉
教
授
か
ら
、
沼
田
の
配
偶
者
で
あ
る
文ふ

み

子こ

氏
は
昨
年
（
二
〇
二
〇
〔
令
和
二
〕
年
）
九
月
、
九
八

歳
で
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
が
、
同
夫
妻
の
次
女
で
あ
る
葛
西
朱
実
氏
が
沼
田
旧
居
の
整
理
の
た
め
に
、
本
年
春
ま
で
滞
在
さ
れ
て
お
り
、

「
一
齣
」
稿
の
原
本
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
同
前
稿
の
所
在
を
た
ず
ね
て
み
て
は
ど
う
か
と
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

沼
田
の
死
後
、
文
子
氏
が
沼
田
の
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
ま
と
め
た
沼
田
遺
文
集
で
あ
る
『
人
間
ま
ん
だ
ら
：
沼
田
稲
次
郎
拾
遺
』（
非

公
刊
・
一
九
九
九
）
の
な
か
で
、「
一
齣
」
稿
に
触
れ
て
、
長
年
行
方
不
明
で
、「
門
下
の
諸
氏
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
私

は
勝
手
に
〝
幻
の
論
文
〟
と
名
付
け
て
さ
が
し
て
」
い
た
（
一
四
〇
頁
）
と
の
べ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
沼
田
の
死
後
、
そ
の
蔵
書
整
理

の
一
環
と
し
て
長
野
県
蓼
科
に
あ
っ
た
別
荘
に
赴
い
た
と
き
、「
本
棚
の
一
番
奥
に
あ
っ
た
」
本
稿
を
見
出
し
た
こ
と
や
、
同
稿
を
東

京
に
持
ち
帰
り
、
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
を
と
っ
た
こ
と
（
都
立
大
学
法
学
部
資
料
室
に
あ
る
も
の
と
一
致
し
よ
う
）
に
ふ
れ
て
、「
私
が
こ

の
世
を
さ
っ
た
後
、
い
つ
の
日
か
陽
の
目
を
見
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
の
べ
て
い
た
（
同
前
所
）。
私
は
先
述

し
た
よ
う
な
経
緯
か
ら
本
「
一
齣
」
稿
を
閲
読
す
る
こ
と
を
諦
め
て
い
た
が
、
浅
倉
教
授
の
お
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
葛
西
氏
に
連
絡
を
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と
る
べ
く
、
沼
田
の
旧
居
宛
に
て
手
紙
に
拙
稿
の
抜
き
刷
り
を
付
し
て
、
お
送
り
し
た
。
す
る
と
、
思
い
が
け
ず
数
日
も
お
か
ず
、
同

氏
か
ら
ご
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
、
い
た
だ
い
た
返
信
（
電
子
メ
ー
ル
）
に
は
「
一
齣
」
稿
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
な

い
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
沼
田
の
「
一
齣
」
稿
の
原
物
は
こ
の
世
に
存
在
せ
ず
、
そ
の
複
写
物
の
み
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
前
『
人
間
ま
ん
だ
ら
』
の
末
尾
に
は
、
同
書
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
沼
田
の
手
に
な
る
文
書
類
の
リ
ス
ト

が
ふ
さ
れ
て
い
る
（
同
前
書
四
〇
九
―
四
一
四
頁
）。
お
そ
ら
く
、
同
書
刊
行
後
、
文
子
氏
は
そ
の
ほ
か
の
沼
田
遺
文
と
と
も
に
「
一
齣
」

稿
も
処
分
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
私
に
と
っ
て
も
、
同
稿
は
文
字
通
り
の
幻
と
な
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

葛
西
氏
は
沼
田
の
遺
族
と
し
て
東
京
都
立
大
学
図
書
館
に
「
一
齣
」
稿
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
を
見
た
い
旨
の
連
絡
を
と
ら
れ
、
一
〇
日
間
ほ

ど
の
時
間
を
要
し
て
同
稿
（
更
な
る
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
）
を
取
り
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
私
に
ご
恵
与
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で

浅
倉
教
授
と
ご
一
緒
し
て
、
本
年
三
月
初
め
同
氏
と
お
会
い
す
る
約
束
を
し
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前
に
沼
田
旧
居
を
（
外
観

だ
け
で
も
）
見
に
行
く
と
い
っ
た
私
に
、
興
味
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
内
部
を
案
内
す
る
と
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
私
は
本
年
二
月
中

旬
の
日
曜
日
の
午
後
に
高
円
寺
北
に
赴
い
た
。
そ
の
日
は
、
幸
い
に
も
、
晴
天
の
暖
か
な
日
で
あ
っ
た
。
沼
田
旧
宅
は
中
央
線
（
東
京
）

高
円
寺
駅
北
口
か
ら
、「
高
円
寺
純
情
商
店
街
」
―
―
作
家
・
ね
じ
め
正
一
が
直
木
賞
を
受
賞
し
た
（
一
九
八
九
〔
平
成
元
〕
年
）
同

名
の
小
説
の
表
題
に
由
来
す
る
（「
時
代
の
栞
／
『
高
円
寺
純
情
商
店
街
』」
朝
日
新
聞
二
〇
二
一
年
六
月
三
〇
日
夕
刊
三
頁
参
照
）

―
と
い
う
様
ざ
ま
な
商
品
を
扱
う
、
今
で
は
珍
し
い
個
人
商
店
が
立
ち
並
ぶ
街
路
を
抜
け
た
早
稲
田
通
り
近
く
の
住
宅
街
に
位
置
し

て
い
た
。
建
物
は
、
あ
と
か
ら
増
築
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
白
い
壁
に
こ
げ
茶
色
の
柱
や
筋
違
が
外
に
現
わ
れ
て
い
る
ハ
ー
フ
・
テ
ィ

ン
バ
ー
風
の
外
観
が
目
立
つ
も
の
で
、
母
屋
（
木
造
二
階
建
て
・
白
い
モ
ル
タ
ル
壁
）
の
東
側
や
北
側
は
夏
に
は
蔓
が
青
く
壁
を
覆
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
訪
れ
た
と
き
は
冬
の
た
め
か
、
葉
を
落
と
し
て
い
た
。
家
具
類
も
ほ
と
ん
ど
片
付
け
ら
れ
た
状
態
で
あ
っ
た

が
、
か
つ
て
は
家
中
所
狭
し
と
書
籍
が
お
か
れ
て
い
た
と
い
う
家
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
（
屋
内
に
置
く
べ
き
場
所
が
な
く
な
っ

オ
リ
ジ
ナ
ル
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た
こ
と
か
ら
、
庭
に
新
た
に
書
庫
も
建
て
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
）。
沼
田
の
書
斎
は
、
前
掲
『
人
間
ま
ん
だ
ら
』
の
な
か
ば
あ

た
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
の
う
ち
、
沼
田
が
白
い
つ
る
バ
ラ
の
咲
く
―
―
同
人
の
誕
生
日
で
あ
る
五
月
下
旬
に
は
、
毎
年
多
く
の

花
を
つ
け
て
い
た
と
い
う
―
―
窓
辺
に
立
っ
て
、
庭
に
向
く
上
半
身
が
写
る
部
屋
の
真
上
に
位
置
し
、
居
間
脇
の
急
な
階
段
を
上
が
っ

た
、
南
側
に
窓
が
大
き
く
開
け
た
八
畳
ほ
ど
の
床
は
板
張
り
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
沼
田
は
そ
こ
で
、
椅
子
と
机
で
は
な
く
、
文
机
の
前

に
座
り
、
旧
制
高
校
時
代
か
ら
続
く
習
慣
で
あ
ろ
う
か
、
多
く
の
場
合
深
夜
、
家
人
が
寝
静
ま
っ
た
な
か
原
稿
を
書
い
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
机
上
に
置
か
れ
た
灰
皿
に
は
山
の
よ
う
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
あ
っ
た
と
い
う
。
相
当
の
ヘ
ビ
ー
（
＝
チ
ェ
ー
ン
）
ス

モ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

葛
西
氏
は
、
家
族
か
ら
見
た
沼
田
の
育
っ
た
家
庭
環
境
と
父
親
と
し
て
の
あ
り
様
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
。
す
な
わ

ち
沼
田
は
、
弁
護
士
で
あ
っ
た
父
・
勇
三
郎
に
よ
り
小
学
生
の
頃
か
ら
毎
朝
漢
字
や
漢
詩
を
教
え
ら
れ
る
〝
朝
飯
教
育
〟
を
受
け
、
一

方
母
・
す
い
か
ら
は
〝
海
の
如
き
愛
情
〟
を
注
が
れ
、
親
子
の
情
愛
の
面
で
も
経
済
的
な
面
で
も
、
何
不
自
由
な
く
豊
か
に
成
長
し
た
。

ま
た
戦
後
沼
田
自
身
が
家
庭
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
家
事
は
妻
に
任
せ
、
仕
事
の
合
間
に
読
書
と
詩
作
に
ふ
け
り
、
美
術
鑑

賞
や
囲
碁
を
楽
し
み
、
家
族
に
は
温
顔
を
も
っ
て
接
し
、
声
を
荒
げ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
庭
の
樹
々
や
文
子
夫
人
が
育
て
た
で
あ
ろ

う
草
花
を
愛
し
、
植
木
職
人
が
庭
の
手
入
れ
（
樹
木
の
剪
定
等
）
の
た
め
に
訪
れ
た
日
は
、
一
木
一
草
を
慈
し
む
心
情
か
ら
か
、
必
ず

し
も
そ
れ
を
こ
こ
ろ
よ
く
思
う
わ
け
で
は
な
い
様
子
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
沼
田
が
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
一
二
月
一
五

日
（
七
四
歳
）、
脳
梗
塞
を
発
症
し
、
そ
の
後
遺
症
に
よ
り
言
語
と
右
手
（
右
半
身
）
の
自
由
を
失
っ
た
あ
と
で
も
、
そ
の
穏
や
か
な

性
格
と
豊
か
な
感
情
は
失
わ
れ
ず
、
ま
た
不
自
由
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
機
能
し
た
左
手
で
好
き
な
漢
詩
を
毛
筆
で
書
い
た
り
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
な
お
、
私
は
、
前
掲
・
拙
稿
で
沼
田
の
身
長
に
つ
い
て
、
一
八
〇
セ
ン
チ
を
超
え
る
と
書
い
た
が
、
実
際
は

一
七
二
、三
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
姿
勢
の
よ
さ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
実
際
よ
り
も
長
身
に
見
え
た
そ
う
で
あ
る
）。
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そ
の
よ
う
な
沼
田
理
論
が
紡
が
れ
た
舞
台
裏
と
も
い
う
べ
き
場
所
を
、
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
る
前
に
訪
れ
、
家
庭
人
と
し
て
の
沼
田

に
つ
い
て
も
、
話
を
う
か
が
え
た
こ
と
を
幸
い
と
し
た
い
。
本
「
一
齣
」
稿
の
翻
刻
・
公
表
に
つ
い
て
は
、
葛
西
氏
か
ら
、
沼
田
長
女
・

竹
内
由
紀
子
氏
と
と
も
に
、
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
た
。

労
働
協
約
理
論
史
の
一
齣

沼
田
稲
次
郎

一　

序
言

二　

ロ
ト
マ
ー
ル
の
労
働
協
約
理
論

Ａ　

労
働
協
約
の
法
律
的
類
型
、
特
に
協
約
の
当
事
者
に
つ
い
て

Ｂ　

労
働
協
約
の
効
果
に
つ
い
て
。
特
に
、U

nabdingbarkeit

の
問
題

（
ⅰ
）
労
働
協
約
は
法
的
効
果
を
有
す
る
か

（
ⅱ
）
如
何
な
る
法
律
効
果
を
有
す
る
か

三　

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
労
働
協
約
理
論

Ａ　

労
働
協
約
の
法
律
的
類
型
、
協
約
の
内
容
と
そ
の
当
事
者
と
に
つ
い
て

（
ⅰ
）
労
働
協
約
の
内
容

（
一
）

（
二
）
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（
ⅱ
）
労
働
協
約
の
当
事
者

（
ⅲ
）
労
働
協
約
の
定
義

Ｂ　

労
働
協
約
の
法
律
効
果

（
ⅰ
）
労
働
協
約
の
規
範
的
機
能
はU

nabdingbarkeit

を
持
つ
か

（
ⅱ
）
労
働
協
約
の
債
権
的
機
能
に
つ
い
て

（
未
完
）

一　

序
言

ナ
チ
ス
政
権
以
前
に
於
て
、
労
働
協
約
に
関
す
る
法
的
理
論
意
識
の
最
も
発
展
せ
る
国
は
独
逸
で
あ
つ
た
。
勿
論
、
労
働
組
合
に
よ

る
団
体
交
渉
と
、
そ
の
結
果
締
結
せ
ら
る
ゝ
労
働
協
約
と
は
、
独
逸
よ
り
数
十
年
前
に
資
本
主
義
的
経
済
組
織
を
確
立
せ
る
英
国
に
於

て
は
、
既
に
早
く
よ
り
存
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
独
逸
に
於
て
は
、
か
ゝ
る
立
遅
れ
た
資
本
主
義
の
故
に
、
却
て
そ
の
出
発
点
に
於

て
遥
に
深
刻
に
労
働
問
題
を
負
は
さ
れ
て
居
り
、
然
も
そ
れ
は
政
治
的
色
彩
を
濃
厚
に
帯
有
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
こ
と
に
照
応
し

て
、
労
働
協
約
の
問
題
も
、
社
会
的
諸
勢
力
を
即
自
的
に
そ
の
担
ひ
手
と
す
る
社
会
規
範
の
妥
当
領
域
内
に
於
て
の
み
関
は
る
ゝ
こ
と

な
く
、
更
に
国
家
的
法
秩
序
の
次
元
に
於
て
も
亦
問
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

独
逸
に
於
け
る
組
織
的
労
働
運
動
は
、
一
八
四
八
年
の
擾
乱
に
端
を
発
し
、
一
八
六
三
年
に
は
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
派
〔
全
ド
イ
ツ
労
働

者
協
会
〕
の
結
成
と
な
り
、
一
八
六
九
年
に
は
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
派
（
マ
ル
ク
ス
主
義
者
達
）
が
団
結
し
、
一
八
七
五
年
に
至
つ
て
ゴ
ー

タ
大
会
に
於
け
る
両
派
の
合
同
成
り
、
独
逸
社
会
民
主
党
は
有
力
な
る
政
党
と
し
て
登
場
し
、
之
に
対
し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
は
有
名
な
る

「
飴
と
鞭
」
と
の
政
策
を
以
て
臨
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
労
働
運
動
は
そ
の
前
に
崩
壊
せ
ず
、
地
下
運
動
化
し
つ
ゝ
も
執
拗
に
強
化
さ
れ

（
1
）

（
三
）

（
2
）
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一
八
九
〇
年
ビ
ス
マ
ル
ク
の
失
脚
後
は
社
会
党
〔
主
義
者
〕
鎮
圧
法
〔
は
〕
廃
棄
さ
れ
、
労
働
運
動
は
燃
え
上
つ
た
の
で
あ
る
。
労
働

協
約
の
正
史
が
、
労
働
運
動
の
正
史
と
共
に
消
長
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
一
八
七
三
年
に
総
罷
業
及
総
解
雇
の
結
果
成

立
せ
る
、
全
印
刷
業
を
包
含
す
る
所
のD

eutscher Buchdruckertarif〔
ド
イ
ツ
印
刷
業
労
働
協
約
〕
が
労
働
協
約
の
端
緒
を
な
す

も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
労
働
協
約
へ
の
傾
向
は
、
被
傭
者
自
身
の
消
極
的
態
度
に
も
拘
ら
ず
拡
大
に
向
ひ
、

一
八
九
九
年
第
三
四
回
労
働
組
合
会
議
に
於
け
る
、D

öblin

の
提
議
の
承
認
に
よ
つ
て
、
増
々
普
通
化
さ
れ
て
、
二
十
世
紀
に
入
る
や

そ
の
動
向
は
著
る
し
く
、
強
め
ら
れ
た
。

然
る
に
、
一
九
世
紀
末
葉
以
後
に
於
て
は
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
は
既
に
独
占
的
資
本
主
義
に
急
速
に
再
編
成
せ
ら
れ
、
世
界
市
場
に

於
け
る
制
覇
の
道
が
宿
命
的
な
方
向
と
な
つ
た
。
そ
の
後
に
は
、
国
内
的
な
産
業
平
和
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
独
逸
資
本
主
義
の
後

進
性
の
故
に
低
賃
銀
や
改
良
施
設
の
節
約
な
ど
の
生
産
費
低
下
を
必
要
と
し
て
居
た
の
で
あ
り
、
二
つ
の
必
要
は
互
に
背
反
せ
ざ
る
を

得
な
か
つ
た
。
蓋
し
、
産
業
平
和
は
利
潤
の
一
部
を
労
働
者
の
側
に
投
資
す
る
こ
と
な
し
に
は
達
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
ま
で
に
労
働
者

の
勢
力
は
侮
り
難
い
も
の
に
成
長
し
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
低
廉
な
る
労
働
力
を
得
ん
と
す
れ
ば
温
和
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得

ず
、
温
和
を
得
ん
と
す
れ
ば
何
等
か
労
働
者
に
対
し
て
譲
歩
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
か
ゝ
る
労
働
者
の
勢
力
は
孤
立
的
個
人
と
し
て
の
労
働
者
に
戻
す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
さ

れ
た
る
労
働
者
の
団
体
こ
そ
が
そ
の
担
ひ
手
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
資
本
主
義
社
会
の
基
礎
的
弁
証
法
に
於
て
、
資
本
と
賃
労
働
と
の

矛
盾
的
対
立
が
歴
史
的
現
実
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
か
ゝ
る
労
働
者
団
体
こ
そ
賃
労
働
の
優
越
な
る
主
体
的
存
在
者
と
し
て
、
歴
史

の
現
実
的
主
体
た
り
得
る
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
て
、
か
か
る
勢
力
の
み
が
主
体
的
勢
力
と
死
せ
る
労
働
か
ら
生
け
る

労
働
力
を
擁
護
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
そ
の
中
に
自
己
を
組
織
す
る
事
が
、
個
々
の
労
働
者
を
し
て
彼
自
身
を
資
本

の
威
圧
か
ら
保
護
す
る
盾
を
得
し
め
る
唯
一
の
途
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
か
ゝ
る
組
織
内
に
於
け
る
彼
の
活
動
の
み
が
、
優

（
四
）

（
3
）

（
4
）

〔
マ
マ
〕
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れ
て
歴
史
的
主
体
的
活
動
と
し
て
の
意
義
を
担
い
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
、
独
逸
の
労
働
者
は
そ
の
途
を
進
ん
だ
。
か
く
て
、

労
働
者
団
体
は
増
加
し
且
つ
強
化
し
つ
ゝ
あ
つ
た
。
然
る
に
、
労
働
者
の
組
織
の
発
展
は
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ
き
資
本
家
団
体
の
結
成

を
促
進
せ
し
め
る
。
且
つ
、
一
方
に
於
て
は
、
か
ゝ
る
労
働
者
団
体
に
対
抗
す
る
目
的
の
外
に
、
資
本
家
相
互
の
間
に
於
て
労
働
諸
条

件
を
一
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
の
苦
痛
を
相
対
的
に
減
少
せ
し
め
ん
と
す
る
要
求
が
、
労
働
協
約
の
当
事
者
と
し
て
の
資
本
家
団

体
の
結
成
を
刺
激
し
た
こ
と
を
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
如
く
、
ユ
ン
カ
ー
的
、
ビ
ス
マ
ル
ク
的
政
策
の
衰
退
後
、
独
逸
に
於
て
は
労
資
の
対
立
が
顕
著
な
る
現
象
と
な
り
、
政
治
的

に
は
政
党
の
対
立
、
そ
れ
と
密
接
な
る
聯
関
を
持
ち
つ
ゝ
も
一
応
は
経
済
的
な
分
野
に
於
け
る
資
本
家
及
そ
の
団
体
と
労
働
組
合
と
の

対
立
が
、
世
界
市
場
に
於
け
る
独
逸
資
本
主
義
の
経
済
的
地
位
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
複
雑
な
、
然
も
深
刻
な
諸
問
題
を
投
げ
か
け
て
居

た
。
そ
の
、
重
要
な
る
も
の
の
一
つ
は
、
労
働
組
合
の
団
結
権
と
団
体
交
渉
権
の
問
題
で
あ
つ
た
。
か
く
て
、
労
働
協
約
理
論
の
構
成

は
、
歴
史
的
主
体
の
実
践
的
活
動
の
中
か
ら
、
そ
の
解
決
を
迫
ら
れ
た
る
生
け
る
課
題
で
あ
り
、
法
学
者
に
於
て
は
、
特
に
、
そ
の
法

的
契
機
が
彼
の
関
心
を
そ
ゝ
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
然
も
、
こ
の
問
題
は
、
や
が
て
法
の
在
り
方
に
迄
深
め
ら
れ
る
べ
き
必
然
性
を
含
む

も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
小
論
の
課
題
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
「
労
働
契
約
論
」
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
居
る
労
働
協
約
理

論
か
ら
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
「
集
団
的
労
働
協
約
論
」
の
中
に
展
開
さ
れ
た
協
約
理
論
へ
の
移
り
行
き
の
中
に
於
て
、
却
て
、
理
論

的
に
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
反
省
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

労
働
協
約
の
法
律
理
論
に
関
心
を
向
け
、
精
し
く
吟
味
せ
る
恐
ら
く
最
初
の
法
律
学
者
はPhilipp Lotm

ar

で
あ
つ
た
。
彼
は
、

一
九
〇
二
年
に
彼
の
主
著
た
るD

er A
rbeitsvertrag nach dem

 Privatrecht des D
eutschen Reiches

第
一
巻
を
世
に
問
ひ
、

労
働
協
約
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
な
考
察
を
、
瑞
西
〔
ス
イ
ス
〕
の
困
難
に
も
拘
わ
ら
ず
、
可
成
り
成
功
的
に
為
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
成
の
市
民
法
的
秩
序
に
即
自
的
に
立
つ
学
者
に
と
つ
て
、
労
働
協
約
の
現
象
は
驚
く
べ
き
こ
と
だ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
学
者
は
、
先

（
5
）

（
6
）

（
五
）
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ず
そ
れ
を
現
行
法
秩
序
の
中
に
何
処
か
安
住
の
位
置
を
考
え
ね
ば
気
が
済
ま
な
い
。
然
し
、
未
だ
そ
の
現
象
が
却
て
既
成
の
市
民
法
的

意
識
の
反
省
を
要
求
す
る
も
の
た
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
未
だ
自
覚
的
た
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
社

会
的
現
象
の
発
展
の
方
向
は
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
、
法
学
者
ら
し
い
理
想
主
義
的
性
格
か
ら
、
彼
は
好
意
的
に
之
を
眺
め
る
。
ロ
ト

マ
ー
ル
は
実
に
か
ゝ
る
学
者
で
あ
つ
た
。

（
１
）　

英
国
の
労
働
組
合
が
自
立
的
成
長
を
な
せ
る
に
反
し
、
独
逸
の
そ
れ
は
主
と
し
て
計
画
的
に
な
さ
れ
た
。
労
働
組
合
が
独
逸
で
本
格
的
に

な
つ
た
の
は
一
九
世
紀
後
半
社
会
民
主
主
義
者
が
組
合
の
組
織
に
着
手
し
て
か
ら
で
あ
る
。
独
逸
の
労
働
組
合
は
社
会
民
主
党
と
離
れ
て
は

考
へ
ら
れ
な
い
。（〔
波
多
野
鼎
・
山
村
僑
・
山
川
均
〕
経
済
学
全
集
第
十
八
巻
〔『
社
会
政
策
』
改
造
社
・
一
九
二
九
〕
山
川
均
「
労
働
組
合
」

参
照
）。

（
２
）　

忠
誠
な
る
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保
険
法
は
、
社
会
民
主
党
に
対
す
る
社
会
党
鎮
圧
法
と
を
指
す
。

（
３
）　D

öblin

の
提
議
に
曰
く
、「
一
定
期
間
賃
銀
そ
の
他
の
労
働
条
件
を
規
制
す
る
と
こ
ろ
の
労
働
協
約
は
、
労
働
条
件
確
定
に
当
り
労
働
者
が

企
業
家
と
同
等
の
地
位
を
有
す
る
事
〔
こ
と
―
原
文
、
以
下
同
〕
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
事
〔
こ
と
〕
が
出
来
〔
で
き
〕
る
。
そ
し

て
労
働
協
約
は
、
そ
の
内
容
の
確
保
と
実
行
と
を
保
障
す
る
強
大
な
る
団
体
が
企
業
者
側
に
於
て
も
労
働
者
側
に
於
て
も
存
す
る
如
き
職
業

に
於
〔
お
い
〕
て
追
求
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
…
…
」（
後
藤
清
『
労
働
協
約
理
論
史
』〔
有
斐
閣
・
一
九
三
五
〕
三
頁
〔
註
一
〕
よ
り
）

（
４
）　

ヴ
ァ
ル
ガ
総
監
修
『
世
界
経
済
恐
慌
史
』
第
一
巻
第
二
部
（
永
住
道
雄
〔
訳
〕〔
慶
應
書
房
・
一
九
三
五
〕）
一
五
三
頁
以
下
、
一
九
七
頁

以
下
、
二
三
四
頁
以
下
参
照
。
及
大
河
内
一
男
『
独
逸
社
会
政
策
思
想
史
』〔
日
本
評
論
社
・
一
九
三
六
〕
八
頁
以
下
、
特
に
第
五
編
第
四

章
世
界
市
場
と
社
会
政
策
参
照
。

（
５
）　
「
労
働
協
約
は
、
対
立
者
と
の
闘
争
を
回
避
す
る
為
の
み
な
ら
ず
、
競
争
者
に
対
し
て
出
来
る
だ
け
同
様
な
る
生
産
諸
条
件
を
※
〔
施
？
〕

す
為
に
も
亦
賃
銀
条
件
及
労
働
条
件
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
。」（Sinzheim

er, 

“Rechtfragen des A
rbeitstarifvertrags ［. Brrauchen 

w
ir ein A

rbeitstarifgesetz? Jena

］（1913

）S.17.

）

（
６
）　Lotm

ar

は
一
九
〇
〇
年
に
“Die T

arifverträge zw
ischen A

rbeitgebern und A
rbeitnehm

ern

”と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
て
ゐ
る
。

48

獨協法学第115号（2021年８月）

― ―



二　

ロ
ト
マ
ー
ル
の
労
働
協
約
理
論

Ａ　

労
働
協
約
の
法
律
的
類
型
、
特
に
協
約
の
当
事
者
に
つ
い
て

ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
労
働
協
約
の
類
型
（T

hatbestand des T
arifvertrags

）
を
、「
内
容
と
形
式
と
に
よ
っ
て
」
規
定
す
る
。
内
容

は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
一
時
的
必
要
の
為
に
置
か
る
ゝ
所
の
一
時
的
規
定
や
、
労
働
協
約
そ
の
も
の
に
関
す

る
規
定
は
労
働
協
約
に
と
つ
て
本
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
労
働
関
係
に
関
す
る
規
定
、
即
ち
個
別
的
な
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
て
、

そ
の
内
容
た
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
規
定
こ
そ
、
そ
の
本
質
的
規
定
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。

労
働
協
約
の
形
式
に
於
て
は
、
そ
れ
が
一
の
無
名
契
約
で
あ
る
と
な
し
、
論
点
を
、
か
ゝ
る
契
約
の
両
＊
〔
端
？
〕
を
な
す
当
事
者

―
―
法
的
人
格
者
が
誰
で
あ
る
か
、
特
に
労
働
者
側
に
於
て
個
々
の
労
働
者
と
労
働
者
団
体
と
が
如
何
な
る
法
的
資
格
に
於
て
労
働
協

約
に
参
与
す
る
か
〔
―
―
〕、
の
問
題
に
集
中
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
ロ
ト
マ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
は
先
ず
、「
雇
傭
者
及
被
傭
者

と
し
て
対
立
す
べ
き
者
」
た
る
こ
と
を
要
し
、
か
ゝ
る
者
こ
そ
「
労
働
協
約
の
本
来
的
主
体
（ursprünglichen Subjekts

）」
た
り

得
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
か
ゝ
る
当
事
者
は
、
雇
傭
者
の
側
に
於
て
は
、
自
然
人
又
は
法
人
で
あ
る
所
の
個
人
で
あ
る
場
合
も
、
多
数

体
（M

ehrkeit

）
で
あ
る
場
合
も
あ
り
得
る
け
れ
ど
も
、
被
傭
者
側
で
は
多
数
体
の
み
が
当
事
者
た
り
得
る
の
で
あ
る
。
多
数
体
と

し
て
、
彼
の
表
象
す
る
所
の
も
の
は
、
個
別
者
の
集
積
で
あ
り
、
未
だ
、
独
自
の
組
織
体
と
し
て
の
労
働
者
団
体
の
如
き
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
彼
に
於
て
は
、
そ
れ
故
、
未
だ
、
団
体
が
当
事
者
た
る
の
で
は
な
い
。
勿
論
、
団
体
が
協
約
の
締
結
に
関
与
す
る
場
合

を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
か
ゝ
場
合
に
於
て
は
、
団
体
は
、
そ
の
構
成
員
を
代
理
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
事
者
は
構
成
員
自
身
で
あ

る
と
な
す
、
所
謂
代
理
説
の
立
場
に
立
つ
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
、
か
ゝ
る
個
人
主
義
的
代
理
〔
理
〕
論
に
立
脚
し
つ
ゝ
、
労
働
協
約

の
大
量
的
現
象
を
解
釈
せ
ん
と
し
て
、
追
認
の
理
論
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
展
開
の
行
程
は
や
が
て
、「
代
理
権
の
授
与
又
は

追
認
の
＊
＊
〔
際
に
？
〕
現
存
し
て
ゐ
た
多
数
者
の
中
、
訴
が
現
実
に
か
ゝ
る
授
権
又
は
追
認
の
意
思
表
示
〔
を
〕
し
た
か
〔
否
か
〕

（
六
）

（
1
）

（
2
）
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を
、
労
働
協
約
締
結
の
後
に
於
て
確
め
る
に
つ
い
て
の
実
際
的
困
難
」
に
直
面
し
、
こ
ゝ
に
却
て
団
体
の
独
自
な
統
一
性
を
認
め
ざ
る

を
得
ざ
る
に
至
つ
て
居
る
。
即
ち
、「
労
働
協
約
が
、
か
ゝ
る
団
体
（V

erband

）
の
名
に
於
て
締
結
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
総
て
の

構
成
員
は
単
に
事
実
上
代
理
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
た
と
ひ
総
て
の
者
に
因
り
代
理
権
の
授
与
又
は
追
認
が
な
さ
れ
な
く
と
も
、
総

て
労
働
協
約
の
効
果
を
う
け
る
、
即
ち
多
数
者
に
よ
つ
て
授
与
さ
れ
た
代
理
権
は
凡
ゆ
る
者
の
為
に
妥
当
す
る
。」
と
言
つ
て
居
る
の

で
あ
る
。
然
し
、
依
然
と
し
て
彼
は
代
理
説
を
捨
て
な
い
。
労
働
協
約
の
効
果
た
る
権
利
義
務
の
帰
属
す
る
法
的
人
格
者
は
、
団
体
が
、

た
と
ひ
独
自
的
存
在
を
持
ち
自
己
の
名
に
於
て
協
約
を
締
結
し
た
に
し
て
も
尚
そ
れ
は
構
成
員
を
代
理
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
彼

の
原
子
論
的
法
律
観
を
貫
か
ん
と
す
る
。
更
に
、
協
約
の
効
力
が
、
協
約
の
締
結
当
事
者
に
現
存
し
て
ゐ
な
か
つ
た
被
傭
者
や
、
現
存

し
て
ゐ
て
も
代
理
権
授
与
又
は
追
認
を
な
さ
な
か
つ
た
被
傭
者
に
対
し
て
、
妥
当
領
域
を
拡
張
す
る
場
合
に
は
、
後
の
追
認

（nachträgliche Genehm
igung

）
又
は
参
加
（Beitritt

）
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
と
な
し
、
然
も
、「
団
体
協
約
（V

erbandstarif

）

の
存
す
る
時
に
は
、
参
加
は
そ
の
団
体
へ
の
加
入
（Eintritt

）
に
よ
り
黙
示
的
に
行
は
れ
る
。」
と
議
論
を
進
め
な
が
ら
も
、
そ
こ

に
生
ず
る
関
係
は
、
代
理
の
概
念
の
中
に
吸
収
し
て
了
う
の
で
あ
る
。
彼
の
心
臓
は
、
か
く
て
、
団
体
説
と
共
に
食
卓
に
着
い
て
居
り

な
が
ら
も
、
彼
の
悟
性
は
依
然
と
し
て
扉
の
外
に
立
つ
て
居
る
。

以
上
の
如
き
内
容
と
形
式
を
も
つ
〔
て
〕
労
働
協
約
を
他
の
類
似
の
諸
類
型
、
即
ち
労
働
契
約
（A

rbeitvertag

）、
従
業
規
則

（A
rbeitsordnung

）〔
、〕
和
解
（V

ergleich

）〔
、〕
団
結
（K

oalition

）〔
、〕
慣
習
（U

sance

）
か
ら
区
別
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
述
の
煩
を
敢
て
採
る
程
に
重
要
性
を
認
め
な
い
。
唯
、
然
し
、
工
業
法
第
百
五
十
二
条
に
所
謂
団
結
（K

oakition

）

と
、
労
働
協
約
と
の
差
異
に
つ
い
て
彼
の
言
を
聴
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
彼
も
言
へ
る
如
く
、
か
ゝ
る
区
別
に
よ
つ
て
、
工
業
法

第
百
五
十
二
条
第
二
項
及
第
百
五
十
三
条
の
適
用
が
排
除
さ
れ
、
か
く
て
労
働
協
約
の
実
効
性
（W

ilksam
keit

）
に
対
す
る
障
害
を

除
く
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
然
も
、
当
初
の
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
〔Reichsgericht

ド
イ
ツ
帝
国
最
高
裁
判
所
〕
の
態
度
は
こ

（
3
）

（
七
）

（
4
）

（
5
）

〔
マ
マ
〕

（
八
）

（
九
）
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れ
を
同
視
せ
ん
と
す
る
傾
向
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
両
者
を
識
別
し
て
曰
く
、「
労
働
協
約
は
『
ヨ
リ
良
キ
賃
銀

条
件
及
労
働
条
件
ノ
獲
得
ノ
為
ニ
ス
ル
約
定
又
ハ
統
合
』（Gew

. O
§

152

）
で
は
な
く
、
却
て
そ
れ
自
体
が
労
働
契
約
の
双
方
の
当

事
者
に
つ
い
て
、
賃
銀
及
労
働
条
件
を
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、K

oalition

で
は
な
い
。」
と
。

（
１
）　Lotm

ar; D
er A

rbeitsvertrag. I Bd S 760 ff.
Sinzheim

er
も
、Lotm

ar

の
協
約
内
容
の
分
類
は
正
し
い
も
の
と
＊
て
ゐ
る
、
と
言
う
（Siz

〔heim
er

〕, 『
集
団
的
労
働
協
約
論
』
Ⅰ
巻

九
七
頁
）。

（
２
）　Lotm

ar;　

a.a. O
.S. 765.

（
３
）　Lotm

ar;　

a.a. O
.S. 798.

（
４
）　Lotm

ar;　

a.a. O
.S. 798-799.

（
５
）　Lotm

ar

が
代
理
説
を
固
持
し
た
事
に
つ
い
て
、
後
藤
氏
は
「
ド
イ
ツ
工
業
条
例
第
一
五
二
条
第
一
五
三
条
の
規
定
の
存
在
並
び
に
当
時
に

於
〔
お
い
―
原
文
、
以
下
同
〕
て
は
団
体
は
未
だ
そ
の
抱
擁
力
と
統
制
力
と
に
於
〔
お
い
〕
て
弱
か
り
し
事
〔
こ
と
〕
に
由
る
も
の
で
あ
る
」

と
な
し
て
居
た
（
後
藤
、
前
掲
書
六
〇
頁
参
照
）。

（
６
）　Lotm

ar;　

a.a. O
.S. 771.

Ｂ　

労
働
協
約
の
効
果
に
つ
い
て
。
特
に
、U

nabdingbarkeit
の
問
題

（
ⅰ
）
労
働
協
約
は
法
的
効
果
を
有
す
る
か

ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
労
働
協
約
が
、
実
定
法
上
の
法
的
意
味
を
も
つ
存
在
で
あ
る
と
し
て
次
の
如
き
理
由
を
挙
げ
る
。
即
ち
、

（
イ
）「
労
働
協
約
は
、
そ
の
も
の
と
し
て
は
善
良
の
風
俗
（guten Sitten

）
に
反
せ
ず
、
労
働
協
約
に
よ
つ
て
反
さ
る
ゝ
が
如
き
、

（
賃
銀
条
件
及
労
働
条
件
の
）
一
般
的
規
制
、（
例
へ
ば
、
労
働
時
間
或
は
徒
弟
者
数
）
は
、
国
家
に
よ
つ
て
も
亦
反
さ
る
ゝ
所
で
あ

（
6
）

（
十
）
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る
か
ら
、
同
様
な
私
人
の
行
為
は
反
道
徳
的
で
は
あ
り
得
な
い
」。

（
ロ
）「
道
徳
が
、
労
働
協
約
の
法
的
効
力
に
対
し
て
、
何
等
の
抗
議
を
も
著
せ
な
い
な
ら
ば
、
同
様
に
、
か
ゝ
る
法
的
効
力
は
法

律
に
よ
つ
て
も
又
否
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
工
業
法
百
五
十
二
条
が
、
団
結
か
ら
訴
も
抗
弁
も
取
り
上
げ
て
了
う
と
言
う
こ

と
は
、
団
結
せ
る
被
傭
者
が
一
人
の
雇
傭
者
又
は
多
数
の
個
々
の
雇
傭
者
或
は
又
雇
傭
者
の
団
結
と
法
的
効
力
を
も
つ
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
」。

（
ハ
）「
更
に
、
一
方
的
処
置
に
よ
り
、
又
労
働
契
約
の
一
方
の
当
事
者
と
＊
＊
と
の
契
約
に
よ
つ
て
、
賃
銀
条
件
及
労
働
条
件
の

一
般
的
規
制
が
定
説
的
に
法
的
に
有
効
な
り
と
な
さ
れ
て
〔
い
〕
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
同
様
の
事
が
義
務
的
な
従
業
規
則
に
よ
つ
て
労

働
義
務
の
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て
行
は
れ
て
〔
い
〕
る
な
ら
ば
、
将
来
の
労
働
協
約
に
対
し
て
も
亦
法
的
効
力
を
要
求
す
べ
き

充
分
の
理
由
を
も
つ
て
居
る
の
で
あ
る
」。

以
上
の
如
く
、ロ
ト
マ
ー
ル
は
先
ず
、労
働
協
約
が
果
し
て
法
的
効
果
を
有
す
る
か
否
か
、か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
が
、こ
の
事
は
、

個
々
の
企
業
や
一
産
業
内
の
如
き
部
分
的
経
済
社
会
に
於
け
る
労
資
の
階
級
的
対
立
を
基
底
と
し
て
締
結
せ
ら
れ
る
労
働
協
約
に
対
し

て
、
更
な
る
社
会
規
範
を
保
障
す
る
社
会
的
強
制
の
外
に
、
全
体
的
国
民
経
済
の
集
中
的
表
現
た
る
国
家
的
、
政
治
的
強
制
に
よ
つ
て

も
亦
実
効
性
を
保
証
さ
れ
る
法
的
効
果
を
是
認
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
労
働
協
約
の
社
会
的
意
味
を
肯
定
せ
ん
と
す
る
彼
の
社
会
政
策

的
志
向
に
強
く
裏
付
け
ら
れ
て
〔
い
〕
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
又
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
一
派
の

講
壇
社
会
主
義
左
派
の
流
れ
を
汲
み
と
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
ⅱ
）
如
何
な
る
法
律
効
果
を
有
す
る
か

〔
ロ
ト
マ
ー
ル
は
〕
労
働
協
約
が
如
何
な
る
法
律
効
果
を
も
つ
か
は
、
当
事
者
が
契
約
締
結
に
よ
つ
て
達
せ
ん
と
す
る
事
実
的
効
果

（
1
）

（
2
）

（
十
一
）
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（faktish W
ilkungen

）
に
よ
つ
て
、
先
ず
、
規
定
さ
れ
る
と
な
し
、
か
ゝ
る
事
実
的
効
果
を
探
究
す
る
。
即
ち
、
ロ
ト
マ
ー
ル
に

よ
れ
ば
、（
イ
）、
労
働
協
約
に
よ
つ
て
予
め
労
働
諸
条
件
を
確
定
し
て
置
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
労
働
契
約
に
於
て
、
之
を
確
定
す
る
〔
た

め
〕
の
労
力
と
時
間
と
を
節
約
し
、
そ
れ
と
共
に
、
労
働
諸
条
件
を
一
般
的
に
同
一
に
定
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
労
働
契
約
の
当
事
者

と
し
て
、
格
別
の
努
力
を
要
せ
ず
し
て
彼
の
仲
間
（Berufsgenissen

）
全
体
の
利
益
と
一
致
す
る
が
如
き
労
働
関
係
の
規
制
の
下
に

立
つ
こ
と
を
得
せ
し
め
る
目
的
を
も
つ
。
即
ち
労
働
契
約
の
締
結
を
容
易
な
ら
し
め
る
と
云
う
技
術
的
目
的
で
あ
る
。（
ロ
）、
意
＊
の

不
利
益
を
防
止
す
る
目
的
を
持
つ
。（
ハ
）、
労
働
関
係
に
あ
る
程
度
の
国
家
性
を
備
え
る
目
的
を
持
つ
。

彼
の
挙
げ
る
三
つ
の
事
実
的
効
果
は
、
勿
論
一
つ
の
重
要
な
る
も
の
を
見
逃
し
た
残
り
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、〔
そ
れ
は
〕
ジ
ン

ツ
ハ
イ
マ
ー
の
強
調
し
て
居
る
所
の
、
労
働
平
和
の
効
果
、
換
言
す
れ
ば
闘
争
回
避
の
効
果
に
外
な
ら
な
い
。
況
や
、
当
時
盛
ん
に
産

業
平
和
が
叫
ば
れ
て
居
た
こ
と
を
思
へ
ば
、
彼
の
見
解
は
む
し
ろ
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
然
し
、
か
ゝ
る
事
実
的
効
果
を
探
究
せ
ん

と
し
た
意
図
は
、
契
約
意
思
の
内
容
を
客
観
的
に
取
り
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
ゝ
る
仕
方
は
、
彼
の
如
く
、
意
思
あ
れ
ば
そ

こ
に
法
〔
的
〕
効
果
あ
り
と
す
る
見
地
に
立
た
ず
し
て
、
何
等
か
の
意
思
表
示
を
法
秩
序
の
論
理
的
意
味
構
造
の
中
に
包
摂
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
そ
の
効
果
を
理
解
せ
ん
と
す
る
立
場
に
於
て
も
、
優
れ
た
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
能
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
上
述
の
事
実
的
効
果
を
基
礎
と
し
て
法
律
効
果
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
先
ず
第
一
の
目
的
を
達
せ
ん
が
為

に
は
、
当
事
者
は
、「
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
、
労
働
協
約
の
規
定
に
つ
き
、
何
等
言
及
さ
れ
る
所
な
き
場
合
に
於
て
も
、
労
働
契

約
は
労
働
協
約
所
定
の
条
件
を
内
容
と
し
て
、
締
結
さ
れ
た
も
の
と
し
て
看
做
す
べ
き
こ
と
を
相
互
に
約
定
す
る
」。
こ
ゝ
に
於
て
、

労
働
協
約
に
予
定
さ
れ
た
る
結
果
に
「
補
充
的
な
る
効
果
」（ergänzende Rechtsw

irkung

）
と
な
る
。
又
、
第
二
及
び
第
三
の
目

的
の
為
に
、
当
事
者
は
、「
労
働
協
約
所
定
の
条
件
を
内
容
と
し
て
の
み
、
労
働
契
約
を
締
結
す
べ
き
事
を
労
働
協
定
に
於
て
約
定
す
る
。」

こ
ゝ
に
於
て
、
労
働
協
約
の
規
準
的
（m

assgebende

）
な
る
法
律
効
果
が
発
生
す
る
。
か
ゝ
る
効
果
は
「
法
に
よ
つ
て
与
へ
ら
れ
る
」

（
3
）

（
4
）
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と
彼
の
言
う
場
合
は
、
そ
の
法
に
於
て
既
成
の
市
民
法
秩
序
が
意
味
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
留
意
さ
る
べ
き
は
、
ロ

ト
マ
ー
ル
に
於
て
は
、
当
事
者
の
意
思
は
、
そ
の
ま
ゝ
の
内
容
に
於
て
法
的
効
果
を
持
つ
べ
き
こ
と
が
―
―
良
俗
に
反
せ
ざ
る
限
り

―
市
民
法
上
難
無
き
も
の
と
な
さ
れ
て
〔
い
〕
る
こ
と
で
あ
る
。

（
イ
）
補
充
的
効
果

ロ
ト
マ
ー
ル
の
所
謂
補
充
的
効
果
は
、
労
働
協
約
の
規
定
は
、
労
働
契
約
の
当
事
者
の
意
思
表
示
を
要
す
る
事
な
し
に
当
然
に
労
働

契
約
の
内
容
と
な
り
、否
、む
し
ろ
労
働
協
約
に
よ
つ
て
規
制
せ
ら
れ
て
居
た
る
点
に
つ
い
て
は〔
、〕意
思
表
示
は
無
用（überflüssig

）

で
あ
る
と
言
う
事
の
中
に
先
ず
現
れ
、
次
に
、
任
意
規
定
は
、
そ
れ
に
異
〔
な
〕
る
規
定
が
労
働
協
約
の
中
に
存
す
る
限
り
、
労
働
契

約
の
中
に
定
め
る
ま
で
も
な
く
、
そ
の
適
用
を
見
な
い
と
言
う
事
の
中
に
見
ら
れ
る
。

か
ゝ
る
補
完
的
効
果
は
、
後
藤
教
授
も
指
摘
せ
ら
れ
る
が
如
く
、
彼
の
当
事
者
に
つ
い
て
の
所
論
、
即
ち
、
労
働
協
約
の
当
事
者
と

労
働
契
約
の
当
事
者
と
を
同
じ
き
個
々
の
被
傭
者
に
見
る
代
理
説
の
論
理
的
な
帰
結
に
外
な
ら
な
い
こ
と
は
看
取
す
る
に
難
か
ら
ぬ
所

で
あ
る
。

（
ロ
）
規
準
的
効
果

ロ
ト
マ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
労
働
協
約
は
、
こ
れ
に
反
す
る
労
働
契
約
の
締
結
を
許
さ
ゞ
る
目
的
と
、
又
、
こ
の
目
的
に
従
ひ
て
な

さ
れ
る
約
定
の
下
に
締
結
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
附
せ
ん
と
す
る
法
律
効
果
は
、
そ
の
妥
当
範
囲
内
で
締
結
せ
ら
れ
る
総

て
の
労
働
契
約
に
対
し
て
規
準
的
（m

aßgebend

）
た
る
事
で
あ
る
。
か
ゝ
る
効
果
は
、
労
働
契
約
が
、
た
と
ひ
当
事
者
が
こ
れ
に

対
し
て
労
働
協
約
に
反
す
る
内
容
を
与
へ
た
場
合
に
於
て
も
尚
労
働
協
約
の
規
定
を
内
容
と
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
と
し
て
法
律
上
、

取
扱
は
れ
る
事
に
よ
つ
て
の
み
達
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
労
働
協
約
に
於
て
確
定
せ
ら
れ
た
集
団
的
意
思
に
対
し
て
、

労
働
契
約
の
中
に
表
示
せ
ら
れ
た
個
人
的
意
思
は
単
に
無
用
た
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
又
無
力
な
（ohnm

ächtig

）
も
の
で
あ
る
。」

（
5
）
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然
も
、
こ
の
無
力
は
単
に
無
効
で
は
な
く
、
存
在
の
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、「
寧
ろ
、
一
般
的
協
定
の
達
す
る
限
り
は
、
個

人
的
協
定
は
存
在
の
余
地
を
見
出
し
得
ず
、
従
て
そ
の
妥
当
性
（Gültigkeit

）
を
問
う
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
。」
以
上
の
如
き
効
果

を
労
働
協
約
のU

nabdingbarkeit

と
言
ひ
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
か
ゝ
る
効
果
を
現
行
法
上
承
認
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
為
に
彼
は
、
か
ゝ

る
効
果
を
認
め
る
こ
と
が
市
民
法
の
原
則
に
反
す
る
も
の
に
非
る
こ
と
の
論
証
か
ら
出
発
し
て
、
詳
細
に
、
解
釈
論
上
の
根
拠
を
展
開

す
る
。

先
ず
、
工
業
法
第
一
〇
五
条
に
、「
独
立
ノ
工
業
主
ト
工
業
的
労
働
者
ト
ノ
間
ノ
労
働
関
係
ノ
確
定
ハ
、
帝
国
法
ニ
基
ク
制
限
ヲ
除

キ
自
由
ナ
ル
合
意
ノ
対
象
デ
ア
ル
。」
と
規
定
せ
ら
る
ゝ
に
対
し
て
、「
そ
れ
自
身
合
意
に
基
く
所
の
契
約
自
由
の
制
限
は
、
こ
れ
に
よ

つ
て
排
除
せ
ら
る
ゝ
も
の
で
〔
は
〕
な
い
。」
と
し
て
、
協
約
の
規
準
的
効
力
を
認
め
る
上
に
障
害
と
な
ら
ざ
る
も
の
と
主
張
す
る
。

次
に
、
か
ゝ
る
規
準
的
効
果
は
、「
各
人
は
、
自
己
の
設
定
し
た
る
法
律
を
度
＊
〔
罷
？
〕
す
る
の
自
由
を
有
す
。」
と
す
る
市
民
法
の

根
本
原
則
に
矛
盾
し
な
い
。「
蓋
し
先
ず
か
ゝ
る
原
則
は
神
聖
不
可
侵
な
も
の
で
な
く
、
他
の
原
則
と
同
様
例
外
を
も
つ
原
則
を
な
す

に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
そ
し
て
、
例
外
を
も
つ
と
言
う
事
は
独
叫
で
は
な
く
て
、
も
し
、
か
く
の
如
く
見
な
い
な
ら
ば
、
撤
回

許
さ
ゞ
る
一
方
的
行
為
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
又
、
代
理
権
の
撤
回
を
為
さ
ゞ
る
旨
の
拘
束
的
意
思
表
示
が
問
題
と
な
り

え
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
、
現
行
法
上
例
外
は
暗
示
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
独
民
三
九
九
条
の
如
き
は
債
権
の
譲
渡
禁
止
契
約

を
規
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
債
権
者
は
自
己
の
債
権
処
分
の
自
由
を
抛
棄
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
そ
の
原
則
は

例
外
を
許
す
も
の
で
あ
る
と
云
う
事
の
外
に
、
更
に
、
労
働
協
約
が
そ
の
原
則
に
衝
突
せ
ざ
る
他
の
理
由
を
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
次
の
点

に
求
め
る
。
即
ち
、「
労
働
契
約
の
当
事
者
は
、
労
働
協
約
の
規
定
に
反
す
る
条
件
を
そ
の
内
容
と
し
て
収
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
単

に
自
ら
が
自
己
に
対
し
て
課
し
た
制
限
を
変
更
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
事
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
労
働
契
約
の
当
事
者

と
労
働
協
約
の
当
事
者
と
は
同
一
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
労
働
契
約
は
単
に
一
人
の
被
傭
者
と
の
間
に
締
結
せ
ら
る
の
に
反
し
、

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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労
働
協
約
は
被
傭
者
の
多
数
体
と
の
間
に
締
結
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」「
労
働
協
約
が
設
置
す
る
契
約
自
由
の
制
限
は
、
多
数
体
に
よ

り
共
同
的
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
て
、
か
ゝ
る
多
数
体
の
中
の
個
別
者
の
同
意
が
、
こ
の
制
限
を
破
壊
し
て
契
約
自
由
を
回

復
す
る
と
言
う
が
如
き
は
矛
盾
で
あ
ろ
う
。」
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
彼
が
協
約
当
事
者
論
に
就
て
代
理
説
を
と
る
限
り
、
甚
だ
奇
異
な

感
を
抱
か
せ
る
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
代
理
説
に
於
て
は
、
労
働
協
約
の
当
事
者
は
、
労
働
契
約
の
当
事
者
と
同
一
人
た
ら
ざ
る

を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
、
彼
は
同
一
で
は
な
い
と
し
て
居
る
。
こ
れ
は
抽
象
的
に
は
明
ら
か
に
背
理
た
ら
ざ
る
を
得
ま
い
。

抽
象
的
な
市
民
法
上
の
法
的
人
格
者
が
即
自
的
に
予
想
せ
ら
れ
て
居
る
限
り
、
―
―
然
も
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
市
民
法
的
悟
性
は
そ
の
概

念
に
固
着
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
―
―
彼
の
如
く
「
同
一
で
は
な
い
。」
と
す
る
こ
と
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
我
々
は
、

ロ
ト
マ
ー
ル
は
こ
ゝ
で
は
労
働
協
約
関
係
の
対
立
項
を
成
す
法
的
人
格
者
に
つ
い
て
何
等
か
具
体
的
な
考
察
を
な
さ
ん
と
し
て
居
る
も

の
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
未
だ
明
瞭
な
形
で
階
級
的
人
間
と
し
て
表
象
せ
ら
れ
て
居
る
と
は
言
へ
な
い
ま
で
も
、

多
数
体
の
中
に
於
て
共
同
的
に
活
動
す
る
所
の
被
傭
者
と
し
て
の
具
体
的
な
個
人
が
看
眼
せ
ら
れ
て
居
る
と
考
へ
ら
れ
や
う
。更
に
又
、

彼
の
、
個
人
意
義
に
対
し
て
、
多
数
体
の
意
思
の
優
越
を
肯
定
せ
ん
と
す
る
強
い
熱
情
が
こ
ゝ
で
は
観
取
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

然
し
、
未
だ
何
故
に
多
数
体
が
個
々
の
構
成
者
に
対
し
て
優
越
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
反
省
を
加
へ
て
居
な
い
、
唯
、
そ
こ
に
は
鋭
い

パ
ト
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
直
観
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
ス
コ
ラ
的
煩
瑣
と
独
断
と
に
つ
き
ま
と
わ
れ
た
彼
の
代
理
説
を
、

労
働
協
約
へ
の
展
望
的
な
要
請
に
よ
つ
て
打
ち
越
へ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
彼
は
、
未
だ
労
働
協
約
が
市
民
法
そ
の

も
の
に
自
己
反
省
を
迫
る
新
ら
し
き
形
態
の
法
秩
序
に
於
け
る
一
類
型
で
あ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
思
ひ
至
つ
て
居
な
い
。

第
三
に
、
労
働
協
約
のU

nabdingbarkeit

を
認
め
た
が
故
に
彼
は
工
業
法
第
一
三
四
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
居
る
所
の
義
務
的
従

業
規
則
（obligatorische A

rbeitsordnung

）
を
挙
げ
る
。
即
ち
、
同
法
第
一
三
四
条
ａ
の
第
二
項
に
よ
る
と
、「
従
業
規
則
ノ
内

容
ノ
変
更
ハ
、
追
加
規
則
（N

achträge

）
ノ
発
布
ノ
方
法
ニ
ヨ
リ
テ
ノ
ミ
、
之
を
為
ス
事
ヲ
得
」
と
あ
り
、
第
一
三
四
条
と
、
第
一

（
十
二
）

（
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）

（
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）
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項
に
は
、「
従
業
規
則
ノ
内
容
ハ
、
法
律
ニ
反
セ
ザ
ル
限
リ
、
雇
傭
者
及
労
働
者
ヲ
拘
束
ス
」
と
定
め
る
。
彼
の
解
釈
に
従
へ
ば
、
か
ゝ

る
従
業
規
則
の
拘
束
力
は
、「
従
業
規
則
の
内
容
に
反
す
る
が
如
き
労
働
契
約
は
成
立
の
余
地
な
く
、
た
と
ひ
従
業
規
則
の
内
容
に
反

す
る
合
意
の
行
は
れ
た
と
き
と
雖
も
労
働
契
約
は
従
業
規
則
の
規
定
せ
る
内
容
を
う
け
と
る
と
言
う
意
味
を
も
つ
」
も
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
拘
束
力
は
、
従
業
規
則
と
同
様
に
労
働
協
約
も
亦
そ
の
下
に
立
つ
て
ゐ
る
所
の
「
一
つ
の
原
則
の
流
露
」
で
あ
る
。
従
て
、
労
働

協
約
は
必
然
的
類
推
に
よ
つ
て
従
業
規
則
と
同
じ
程
度
に
於
て
労
働
契
約
を
支
配
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
原
則
と
言
う
の
は
、

「
弱
き
契
約
当
事
者
の
利
益
の
為
に
、
彼
等
の
結
ぶ
べ
き
契
約
に
対
し
て
、
同
一
且
つ
予
め
確
定
せ
ら
れ
た
る
内
容
を
予
告
す
る
旨
を

目
的
と
す
る
一
般
規
定
は
、
各
個
の
場
合
に
個
別
的
契
約
に
よ
つ
て
そ
の
効
力
を
奪
は
る
ゝ
に
於
て
は
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
を

得
な
い
と
い
う
原
則
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
必
然
的
に
類
推
さ
る
べ
き
理
由
は
「
一
方
性
と
双
方
性
と
の
差
異
」
に
あ
る
、
蓋
し
、「
一

方
的
な
一
般
規
範
の
創
設
者
す
ら
も
特
別
の
約
定
に
よ
り
て
之
を
破
る
こ
と
が
出
来
な
い
な
ら
ば
、
一
方
的
に
制
定
せ
ら
れ
ず
し
て
、

多
数
の
第
三
者
と
の
協
定
に
よ
つ
て
創
設
さ
れ
た
る
一
般
的
規
制
を
破
る
事
は
、
よ
り
一
層
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。」
か
ゝ
る
見
解

に
も
拘
ら
ず
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
労
働
協
約
に
反
す
る
従
業
規
則
の
制
定
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
、
従
業
規
則
に
優
位
を
認
め
且
つ
、

労
働
協
約
違
反
の
従
業
規
則
を
制
定
す
る
雇
傭
者
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
従
業
規
則
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
て
か
ゝ
る
従
業

規
則
は
無
効
と
す
るK

oehne

の
見
解
を
単
な
る
道
徳
的
見
解
な
り
と
し
て
退
け
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
ご
と
き
彼
の
議
論
は
多
少
不

徹
底
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
後
述
の
如
き
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
解
釈
に
反
し
、
従
業
規
則
に

U
nabdingbarkeit

を
承
認
せ
ん
と
す
る
美
香
を
探
り
、
且
つ
か
ゝ
る
約
定
は
市
民
法
上
例
外
的
な
も
の
と
し
て
類
推
を
ゆ
る
さ
ゞ
る

も
の
で
は
な
く
て
、
よ
り
強
い
理
由
を
持
つ
労
働
協
約
に
は
＊
＊
〔
必
然
？
〕
的
に
類
推
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
な
が
ら
も
、
然
も
、

よ
り
弱
き
理
由
を
し
か
持
た
ざ
る
従
業
規
則
に
優
位
を
承
認
す
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
、
類
推
を
許
さ
ゞ
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
格
別
、

類
推
を
許
し
な
が
ら
、
よ
り
強
き
理
由
を
も
つ
労
働
協
約
に
対
し
て
、
よ
り
弱
き
理
由
の
上
に
立
つ
従
業
規
則
が
優
位
す
る
と
観
る
こ

（
12
）

（
13
）

（
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）
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と
は
、
彼
の
見
解
に
於
け
る
内
在
的
批
判
に
対
し
て
弱
き
側
面
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
又
、
グ
ー
テ
ン
ジ
ツ
テ
ン
〔gute 

Sitten　

善
良
の
風
俗
〕
は
道
徳
と
法
と
の
間
の
広
き
通
路
で
あ
り
、
道
徳
的
許
諾
と
法
的
許
可
と
が
最
も
密
接
に
重
り
合
う
所
で
あ

る
が
故
に
、
協
約
違
反
の
従
業
規
則
を
良
俗
に
反
す
る
の
故
を
以
て
無
効
な
り
と
す
る
見
解
も
単
に
道
徳
的
見
解
な
り
と
し
て
、
直
ち

に
拒
否
し
難
い
事
情
に
あ
る
。
我
々
は
、
類
推
に
於
け
る
、
よ
り
強
き
理
由
を
、
一
方
性
と
双
方
性
と
の
差
異
に
従
て
、
労
働
協
約
に

認
め
ん
と
す
る
彼
の
観
点
か
ら
は
、
多
数
体
の
意
識
の
中
に
、
労
働
協
約
の
優
越
を
正
当
な
り
と
す
る
法
的
意
識
が
見
出
さ
れ
る
限
り

は
、
協
約
違
反
の
従
業
規
則
を
良
俗
に
反
す
る
と
見
る
こ
と
は
、
却
て
そ
の
当
然
の
帰
結
で
は
な
い
か
と
問
題
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

最
後
に
、
彼
は
、
労
働
協
約
のU

nabdingbarkeit

を
論
ぜ
ん
が
故
に
、
そ
れ
が
工
業
裁
判
所
に
よ
つ
て
徐
徐
に
認
め
ら
れ
つ
ゝ
あ

る
事
、
及
、
協
約
当
事
者
、
殊
に
雇
傭
者
が
、
そ
の
締
結
を
回
避
せ
ん
と
し
て
〔
い
〕
る
事
実
を
あ
げ
る
。
然
し
、
当
時
の
判
例
の
傾

向
は
、
彼
の
あ
げ
る
一
例
を
除
け
ば
全
く
反
対
の
態
度
を
と
つ
て
居
た
も
の
ゝ
如
く
で
あ
る
。
彼
は
、
雇
傭
者
が
協
約
締
結
を
回
避
す

る
の
を
、
一
の
法
的
感
情
で
あ
る
と
し
、「
若
し
、
彼
等
が
労
働
契
約
を
以
て
労
働
協
約
を
破
り
得
る
と
信
じ
て
居
る
な
ら
ば
、
か
く

の
如
く
労
働
協
約
の
締
結
を
躊
躇
す
る
筈
は
な
い
。
こ
の
拘
束
の
感
情
、
多
数
者
に
対
す
る
拘
束
の
感
情
は
、
一
の
正
当
な
る
法
的
感

情
（Rechtsgefühl

）
で
あ
る
。」
と
喝
破
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
我
々
は
二
つ
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
つ
は
、
果
し
て
、
彼
の
言
へ
る
如
く
、「
正
当
な
る
法
的
感
情
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
ゝ
る
法
的
感
情
を
支
持
せ
ら
れ
た

る
労
働
協
約
に
違
反
す
る
従
業
規
則
が
、
正
当
な
る
法
的
感
情
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
能
は
な
い
で
あ
ら
う
と
言
う
事
、
従
て
、
か
ゝ
る

従
業
規
則
を
無
効
と
す
る
見
解
は
単
に
道
徳
的
見
解
に
過
ぎ
ず
、
と
は
言
へ
な
い
で
は
な
い
か
、
と
疑
は
れ
ざ
る
を
得
な
い
所
の
、
彼

の
議
論
内
部
の
撞
着
に
つ
い
て
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
果
し
て
彼
の
述
べ
る
が
如
き
拘
束
感
情
を
法
的
感
情
な
り
、
と
言
ひ
得
る
や

否
や
、
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
凡
そ
、
社
会
規
範
は
、
そ
の
も
の
と
し
て
一
般
に
拘
束
感
情
を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
協

（
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約
も
亦
、
そ
れ
が
約
束
と
し
て
遵
守
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
事
や
、
そ
の
約
束
が
多
数
体
に
よ
つ
て
締
結
せ
ら
れ
、
多
数
体
の
利
害

に
関
す
る
が
故
に
、
一
人
の
利
害
は
多
数
者
の
利
害
に
道
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
事
な
ど
が
社
会
的
感
情
に
よ
つ
て
肯
定
さ
れ

て
ゐ
る
限
り
、
社
会
規
範
と
し
て
拘
束
感
情
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。
況
や
、
労
働
者
団
体
に
よ
る
経
済

闘
争
の
可
能
性
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
て
居
る
限
り
は
、
頗
る
強
い
拘
束
感
情
を
雇
傭
者
に
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
従
て
、
た
と
ひ
、

終
局
的
に
国
家
的
権
力
に
よ
つ
て
そ
の
実
効
性
が
保
障
さ
れ
て
居
な
い
場
合
に
於
て
も
、
充
分
彼
等
を
し
て
協
約
締
結
に
対
し
て
臆
病

た
ら
し
め
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
、
か
ゝ
る
拘
束
感
情
は
直
ち
に
法
的
感
情
で
あ
る
か
、
果
し
て
法
的
感
情
と
は
何
か
、

は
尚
残
る
疑
問
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
形
式
的
に
妥
当
根
拠
を
有
せ
ざ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
法
的
感
情
に
よ
つ
て
支
持
せ
ら
る
ゝ
が

故
に
法
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
べ
き
か
、
否
か
、（
或
は
、
裏
か
ら
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
如
く
、
法
的
感
情
が
存
す
る
が
故
に
、
そ
こ

に
法
の
存
す
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
る
と
見
る
べ
き
か
否
か
、
と
言
つ
て
も
い
ゝ
。）
が
根
源
的
に
問
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

ロ
ト
マ
ー
ル
が
、
彼
の
法
的
現
実
に
志
向
付
け
ら
れ
た
全
体
的
法
秩
序
を
構
想
す
る
と
き
、
か
ゝ
る
法
秩
序
は
、
単
に
法
典
の
中
に
の

み
な
ら
ず
、
か
ゝ
る
法
律
感
情
と
言
う
が
如
き
、
＊
＊
意
思
の
側
に
於
け
る
観
念
的
存
在
の
中
に
も
亦
、
そ
の
外
的
表
現
を
も
つ
て
居

る
も
の
と
考
え
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
態
度
は
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー

に
移
り
行
き
て
、
再
び
こ
の
問
題
に
帰
り
来
る
筈
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
に
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
労
働
協
約
がU

nabdingbarkeit
を
有
す
る
こ
と
を
論
証
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
貫
流
す

る
赤
い
血
は
、
彼
の
脳
漿
か
ら
の
み
で
は
な
く
、
却
て
彼
の
心
臓
か
ら
送
り
だ
さ
れ
、
脳
の
貯
水
池
で
浄
化
さ
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
。
さ
れ

ば
我
々
は
、
彼
の
心
臓
の
鼓
動
を
聴
こ
う
。

「
労
働
協
約
に
よ
つ
て
、
多
数
者
に
対
し
て
約
束
を
な
せ
る
者
は
、
労
働
契
約
に
よ
つ
て
之
を
破
る
な
ら
ば
、
た
と
ひ
こ
れ
ら
の
多

数
者
中
の
個
別
者
と
の
間
に
於
て
は
了
解
し
得
る
事
が
出
来
る
と
は
言
え
、
そ
の
他
の
総
て
の
も
の
に
対
し
て
は
、
こ
の
約
束
を
破
つ

〔
マ
マ
〕
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た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
彼
自
身
が
、
多
数
体
（
そ
れ
ら
の
者
の
間
に
於
て
共
通
な
る
規
則
を
設
定
し
た
る
多
数
体
）
に
属
す
る
な
ら

ば
、
個
別
的
＊
＊
〔
意
思
？
〕
に
よ
つ
て
、
共
同
的
に
創
造
さ
れ
た
秩
序
を
破
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
己
の
仲
間
に
対
し
て
も
亦
約
束

を
破
る
の
で
あ
る
。
協
約
違
反
の
労
働
契
約
は
単
に
連
帯
（Solidarität

）
を
犯
す
の
み
な
ら
ず
、
＊
〔
投
？
〕
売
的
競
争
や
孤
立
者

の
被
圧
迫
状
態
に
対
し
て
、
労
働
協
約
が
閉
し
た
所
の
、
そ
し
て
閉
す
べ
き
任
務
を
も
つ
所
の
扉
を
開
け
放
つ
も
の
で
あ
る
。」
と
。

（
1
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 773 f.

（
2
）　Sinzheim

er
に
於
て
は
、
労
働
協
約
が
法
律
関
係
で
あ
り
、
法
律
効
果
を
も
つ
と
云
う
事
は
最
早
や
議
論
を
要
せ
ざ
る
事
実
で
あ
る
か
の

如
く
取
り
扱
は
れ
て
居
る
。

（
3
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 776.

（
4
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 776 f.

（
5
）　

後
藤
〔
・
〕
前
掲
書
三
五
頁
註
19
参
照
。

（
6
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 780-781.f.

（
7
）　U

nabdingbarkeit

の
語
は
、
我
国
に
於
て
は
、
不
可
変
性
と
通
常
訳
さ
れ
て
い
る
（
安
井
『
労
働
協
約
法
論
』〔
清
水
書
店
・
一
九
二
五
〕

一
九
三
頁
、
八
木
清
信
『
労
働
契
約
の
研
究
』〔
政
経
書
院
・
一
九
三
四
〕
三
二
頁
以
下
な
ど
）
後
藤
氏
は
之
を
「
直
律
的
強
行
性
」
と
訳

し
て
居
ら
れ
る
。（〔『
協
約
理
論
史
』〕
を
見
よ
） Sinzheim

er

はU
nabdingbarkeit

と
同
様
の
内
容
を
別
の
言
葉
に
於
て
表
し
てzw

igende 
norm

ative Rechtsw
irkung 

（od. Funktion

）
と
言
つ
て
ゐ
る
。（
例
へ
ば
、der K

orporative A
rbeitsnorm

envertrag П
 Bd. S67

を
見
よ
）
私
は
本
語
釈
と
し
て
は
、Sinzheim

er

が
別
の
言
葉
で
表
は
し
て
い
る
所
の
「
強
行
的
規
範
的
効
力
」
か
ら
暗
示
さ
れ
て
、「
強

行
的
規
範
性
」
と
訳
し
た
方
が
い
ゝ
と
思
ふ
。
そ
の
方
が
内
容
を
最
も
巧
妙
に
あ
ら
は
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
こ
ゝ
で
は
原
語
を
そ

の
ま
ゝ
用
ひ
た
。
学
界
の
用
語
と
し
て
は
、
こ
の
ま
ゝ
で
よ
い
と
思
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
8
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 781.bis. A

nm
. 2.

（
9
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 781-782.

（
17
）
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（
10
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 782.

（
11
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Sinzheim

er

も
指
摘
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、「
多
数
体
の
規
定
せ
る
も
の
は
個
々
人
の
処
分
の
圏
外
に
あ
る
」
と

す
るLotm

ar

は
、
協
議
に
よ
り
生
ず
る
権
利
の
主
体
を
個
々
人
で
は
な
く
総
体
（Gesam

tkeit

）
で
あ
る
と
な
せ
る
も
の
に
外
な
ら
ず
と
し

て
、「
そ
れ
故
に
代
理
説
は
…
…
抛
棄
せ
ら
れ
て
居
る
」
と
言
つ
て
ゐ
る
。（Sinzheim

er

、K
orporative　

A
rbeitsnorm

envertrag П
 

Bd. S75
）

（
12
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 78

2-78 3.

（
13
）（
14
）　Lotm

a; a.a. O
.S. 785.

（
15
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 786.

（
16
）　Sinzheim

er

が
実
定
法
を
見
る
態
度
は
法
典
を
恰
も
実
定
法
の
唯
一
の
法
源
で
あ
る
か
の
如
く
に
、
云
は
ゞ
立
法
意
思
の
見
地
か
ら
見
て

居
る
も
の
で
あ
る
。Lotm

ar
は
そ
れ
に
反
し
て
、
従
法
意
思
の
立
場
を
も
深
く
考
察
し
て
居
る
の
を
見
る
。
法
＊
の
中
に
一
定
の
自
然
法
的

＊
〔
微
？
〕
香
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
我
々
は
、
法
的
感
情
或
は
法
的
確
信
を
全
体
的
法
秩
序
―
―
実
定
的
な
―
―
と
の
連
関
に
於
て
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
立
法
意
思
と
従
法
意
思
と
の
問
題
は
根
源
的
に
は
、
両
者
の
主
体
の
社
会
関
係
の
問
題
で
あ
ら
う
。（
こ
れ
は
、
第
二
篇
に

於
て
論
ず
る
筈
で
あ
る
。
第
二
篇
は
然
し
終
に
書
く
暇
が
な
い
。
他
日
を
期
す
。）

（
17
）　Lotm

ar; a.a. O
.S. 787.

三　

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
労
働
協
約
理
論

一
九
〇
四
年
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
〔Reichsgericht

帝
国
最
高
裁
判
所
の
〕
判
決
が
、
協
約
協
同
体
を
工
業
法
第
一
五
二
条
に

所
謂
団
結
で
あ
る
と
宣
言
す
る
や
、ロ
ト
マ
ー
ル
以
後
＊
つ
ゝ
あ
つ
た
学
界
の
労
働
協
約
に
対
す
る
関
心
は
、強
く
刺
激
さ
れ
た
。こ
ゝ

に
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
見
解
は
、
学
説
の
出
発
点
で
も
あ
り
、
温
醸
地
で
も
あ
つ
た
と
同
時
に
、
越
さ
る
べ
き
峠
で
も
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

か
つ
た
。
法
的
理
論
意
識
も
亦
弁
証
法
的
対
立
を
媒
介
と
し
て
の
み
発
展
す
べ
き
も
の
で
も
あ
ら
う
か
ら
。
か
く
て
、Rundstein

、

Baum

、Schall

、O
ertm

ann

、Preuner

等
が
輩
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
、
学
界
の
支
配
的
理
論
と
な
り
、
協
約
立
法
に
も
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影
響
す
る
所
の
多
か
ら
ん
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
著
作
に
つ
い
て
、
如
何
に
ロ
ト
マ
ー
ル
が
批
判
さ
れ
て
居
り
、
そ
し
て
彼
の
理
論
が
如

何
に
展
開
さ
れ
て
居
る
か
を
、
今
特
にD

ie K
orporative A

rbeitsnorm
envertrag I Bd u.Ⅱ

Bd

を
中
心
と
し
て
研
究
し
よ
う
と

思
う
。
蓋
し
、
そ
れ
は
恣
意
的
な
選
択
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
か
ゝ
る
支
配
的
理
論
に
於
て
こ
そ
、
そ
の
時
代
の
実
践
的
課
題
に

答
へ
る
理
論
を
読
み
取
り
得
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
一
九
〇
七
年
に
上
掲
書
の
第
一
巻
を
公
に
し
、
一
九
〇
八
年
に
そ
の
第
二
巻
を
世
に
問
う
て
居
る
。
彼
に
於

て
も
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
如
く
、
労
働
協
約
は
、
そ
の
類
型
と
法
律
効
果
と
に
つ
い
て
考
察
せ
ら
れ
、
前
者
の
為
に
第
一
巻
が
、
後
者
の

為
に
第
二
巻
が
書
か
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

Ａ　

労
働
協
約
の
法
律
的
類
型
。
協
約
の
内
容
と
そ
の
当
事
者
と
に
つ
い
て

ロ
ト
マ
ー
ル
が
、
労
働
者
の
多
数
体
と
資
本
家
と
の
間
に
締
結
せ
ら
る
ゝ
協
約
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
含
み
得
る
や
う
な
、
抽
象
的
な
、

そ
れ
故
に
内
包
的
に
は
貧
弱
な
る
労
働
協
約
概
念
を
構
成
し
た
る
に
反
し
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
労
働
者
団
体
が
当
事
者
と
し
て
、

資
本
家
と
の
間
に
締
結
す
る
典
型
的
な
労
働
協
約
か
ら
、
そ
の
概
念
を
導
い
た
。
然
も
、
ロ
ト
マ
ー
ル
が
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
協
約
に
共

通
的
な
も
の
を
求
め
て
、
然
も
、
そ
れ
を
市
民
法
的
類
型
の
中
に
吸
収
せ
ん
と
し
た
が
故
に
、
却
て
協
約
の
歴
史
的
性
格
を
見
失
ひ
勝

ち
で
あ
つ
た
の
に
対
し
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
典
型
的
な
労
働
協
約
の
分
析
に
よ
つ
て
、
市
民
法
そ
の
も
の
の
反
省
を
追
つ
て
居
る

所
の
労
働
協
約
の
歴
史
的
性
格
を
顕
は
に
す
る
こ
と
を
得
た
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
理
論
は
次
の
如
く
始
る
。「
労
働
契
約
の
内
容
を
支
配
す
る
形
成
原
理
は
、
単
に
法
律
規
定
の
類
型
か
ら
は
獲

ら
れ
能
は
な
い
、
却
て
、
か
ゝ
る
類
型
が
そ
れ
を
汲
盡
さ
な
い
が
故
に
こ
そ
、
労
働
関
係
そ
の
も
の
、
現
実
的
な
現
象
を
認
識
す
べ
く

努
力
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
然
る
に
、「
労
働
関
係
に
於
け
る
労
働
者
の
生
活
状
態
は
、
特
に
我
々
の
時
代
に
と
つ
て
特
徴
的
な

〔
マ
マ
〕

〔
マ
マ
〕

（
1
）

（
2
）

62

獨協法学第115号（2021年８月）

― ―



る
大
経
営
に
於
て
は
、
二
重
の
仕
方
で
規
制
せ
ら
れ
得
る
。
即
ち
、
或
は
彼
の
受
取
る
賃
銀
や
彼
が
労
働
す
べ
き
義
務
の
あ
る
時
間
や

…
…
な
ど
の
如
く
、
労
働
者
を
個
人
と
し
て
雇
傭
者
と
結
び
つ
け
る
所
の
関
係
に
よ
つ
て
、
而
し
て
又
、
全
部
又
は
大
部
分
に
於
け
る

総
て
の
労
働
者
に
共
同
な
る
所
の
、
そ
れ
故
に
労
働
者
を
共
同
体
の
構
成
員
と
し
て
把
へ
る
所
の
、
関
係
に
よ
つ
て
。」「
労
働
関
係

の
内
容
は
、そ
れ
故
に
、元
来
、関
係
の
二
つ
の
グ
ル
ツ
ペ〔Gruppe

〕に
解
消
す
る
。即
ち
一
つ
は
個
人
的
関
係（Individualverhältis

）

他
は
、
連
帯
的
関
係
（Solidarverhältnis

）
と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
両
形
式
は
、
凡
ゆ
る
労
働
関
係
に
於
て
、
見
出
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
て
、
多
く
の
労
働
者
が
一
雇
傭
者
に
対
し
て
、
同
時
に
労
働
関
係
の
立
つ
場
合
に
は
唯
〔
、〕
常
に
存
し
得
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
個
々
の
場
合
に
か
ゝ
る
関
係
の
存
す
る
や
否
や
は
、
事
実
問
題
で
あ
る
。
通
常
、
こ
の
関
係
は
、
所
謂
、
大
工
業

労
働
の
労
働
関
係
に
於
て
存
在
す
る
。」
所
で
、「
個
人
的
関
係
の
み
が
法
律
に
よ
つ
て
規
制
せ
ら
れ
る
。
連
帯
的
関
係
は
規
制
せ
ら
れ

な
い
。
…
…
経
営
に
於
け
る
労
働
者
の
共
同
利
益
（Gesam

tinteresse

）
は
…
…
私
法
に
と
つ
て
現
存
し
な
い
の
で
あ
る
。」
成
程
、

現
在
は
労
働
者
委
員
会
を
知
つ
て
居
る
、
然
し
、
そ
れ
も
連
帯
的
利
益
に
つ
い
て
労
働
者
全
体
の
為
に
雇
傭
者
と
法
律
関
係
に
入
る
機

能
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。「
結
局
、
連
帯
的
関
係
の
内
容
が
、
そ
れ
に
従
て
規
定
さ
れ
る
所
の
原
理
は
、
雇
傭
者
に
よ
る
独
占
規
定

（A
lleinbestim

m
ung

）
で
あ
る
と
言
う
事
に
な
る
。」
一
方
、
個
人
的
関
係
は
今
日
の
私
法
秩
序
に
よ
る
と
、
多
く
の
関
係
を
内

在
し
て
居
る
。
そ
れ
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
、
交
換
関
係
（A

ustauschenhältnis

）〔
、〕
上
下
秩
序
の
関
係
（Ein

 

hältnis
der Ü

ber und U
nterordung

）〔
お
よ
び
〕
労
働
者
に
対
す
る
人
格
的
配
慮
の
関
係
（V

. der persônlichen Fürsorge
  

für die A
rbeiter

）
で
あ
る
。
所
が
、「
連
帯
的
関
係
の
共
通
的
関
係
と
同
様
に
、
個
人
的
関
係
の
個
別
的
関
係
も
亦
、
雇
傭
者
の
独

占
規
定
に
よ
つ
て
そ
の
内
容
を
受
け
取
る
と
言
う
事
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
労
働
の
共
同
的
条
件
を
確
立
す
る
所
の
か
ゝ
る
独
占
規

定
は
、
自
由
な
る
経
営
形
成
の
権
利
の
中
に
表
現
さ
れ
る
。
又
、
か
ゝ
る
権
利
は
特
殊
的
に
は
、
交
換
関
係
に
そ
の
具
体
的
内
容
を
与

へ
る
所
の
規
定
権
（Bestim

m
ungrecht

）、
労
働
の
遂
行
や
労
働
者
の
態
度
を
〔
、〕
時
に
は
懲
戒
的
方
法
を
以
て
経
営
内
に
於
て
規

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

〔
マ
マ
〕
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制
す
る
所
の
支
配
権
（D

irektionrecht

）、
そ
し
て
最
後
に
労
働
者
の
人
格
（Persönlichkeit

）
を
保
護
せ
ん
が
為
に
雇
傭
者
の
行

う
べ
き
配
慮
（Fürsorge

）
の
中
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…
我
々
は
、
労
働
契
約
に
よ
つ
て
雇
傭
者
に
流
れ
込
む
こ
れ
ら
の

一
切
の
権
利
を
、
そ
の
内
容
の
形
成
に
は
、
そ
れ
に
関
係
あ
る
者
の
如
何
な
る
共
同
作
用
に
も
結
び
つ
い
て
居
な
い
が
故
に
、
労
働
関

係
の
絶
対
権
（die absoluten Rechte

）
と
よ
ぶ
。
そ
れ
が
…
…
工
業
的
労
働
契
約
的
形
成
原
理
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」
か
く

て
、「
労
働
契
約
は
、
単
に
相
互
の
契
約
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
て
、
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
つ
て
一
人
の
者
が
、
彼
の
人
格
的
労
働
に

於
て
他
人
の
指
令
権
力
の
中
に
入
る
所
の
支
配
契
約
（H

errschaftsvertrag

）
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。」
こ
ゝ
に
於
て
、
か
ゝ
る
権

利
の
特
定
の
場
合
に
於
け
る
行
使
を
規
制
し
、
そ
の
濫
用
の
危
険
に
対
し
て
保
護
を
確
立
す
る
為
に
労
働
立
法
が
あ
ら
は
れ
る
。
従
業

規
則
も
亦
そ
の
さ
ゝ
や
か
な
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
工
業
的
労
働
契
約
の
形
成
過
程
を
洞
察
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
労
働
協
約
に
特
有
な
る
形
成
原
理
を
取
り
出
す
こ
と

が
出
来
る
。
即
ち
、「
工
業
的
労
働
契
約
の
絶
対
的
形
成
原
理
の
代
り
に
、
内
容
に
於
て
も
亦
、
契
約
に
適
合
す
る
形
成
原
理
を
定
立

す
る
事
、
絶
対
権
の
代
り
に
、
契
約
に
適
合
し
て
造
ら
れ
た
る
規
範
を
定
立
す
る
事
の
中
に
存
す
る
の
で
あ
る
。」

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
労
働
契
約
が
そ
の
締
結
に
於
け
る
形
式
的
自
由
に
よ
つ
て
雇
傭
者
の
支
配
を
実
現
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を

率
直
に
認
め
、
雇
傭
者
の
か
ゝ
る
絶
対
権
の
代
り
に
規
範
を
定
立
し
、
契
約
の
実
際
的
内
容
に
於
け
る
自
由
の
喪
失
を
回
復
せ
ん
と
す

る
努
力
の
な
か
に
労
働
協
約
の
形
成
原
理
を
見
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
賃
労
働
者
が
雇
傭
者
の
絶
対
権
か
ら
自
己

を
解
放
せ
ん
と
す
る
階
級
的
自
覚
を
承
認
し
、
単
に
関
与
者
の
多
数
で
は
な
く
て
、
雇
傭
者
に
対
し
て
自
己
を
意
識
せ
る
賃
労
働
者
の

多
数
の
社
会
的
努
力
を
一
応
評
価
し
つ
ゝ
、
他
方
賃
労
働
者
た
る
こ
と
そ
の
事
を
も
否
定
せ
ん
と
す
る
革
命
的
態
度
に
対
し
て
は
消
極

的
な
改
良
主
義
の
〔
立
場
に
〕
立
つ
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
我
々
は
唯
、「
＊
＊
〔
多
数
？
〕
団
体

か
ら
、
立
憲
的
意
味
に
於
け
る
自
由
の
上
に
基
礎
を
も
て
る
所
の
団
体
が
発
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
言
う
彼
の
言
葉
を
思
ひ

（
7
）

（
8
）

（
10
）

（
9
）

（
11
）
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起
せ
ば
い
ゝ
。

ロ
ト
マ
ー
ル
に
於
て
は
、
労
働
協
約
を
市
民
法
的
類
型
に
よ
つ
て
把
え
る
事
が
重
要
な
る
関
心
で
あ
つ
た
の
に
対
し
て
、
上
述
の
ジ

ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
言
説
の
中
に
既
に
立
法
を
展
開
す
る
者
の
態
度
が
観
取
せ
ら
れ
る
。
彼
に
於
て
は
、
現
行
法
は
決
し
て
労
働
協
約

を
充
分
に
規
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
形
成
原
理
は
市
民
法
の
形
式
的
な
自
由
の
中
に
で
は
な
く
て
、
一
層
具
体
的
な
自
由
の
中

に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
労
働
力
の
売
買
者
の
自
由
で
は
な
く
て
、
労
働
の
実
行
者
の
自
由
が
、
契
約
締
結
の
自
由
で
は
な

く
て
、
契
約
実
行
の
自
由
が
主
た
る
関
心
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
立
法
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
市
民
法
は
、
支
配
の
仮
面
と
し

て
の
自
由
し
か
見
な
い
。
立
法
は
仮
面
の
下
ま
で
も
自
由
の
光
を
投
げ
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
労
働
者
団
体
を
承
認
し
、
改
良
主
義
的
志
向
を
以
て
立
法
政
策
を
立
て
ん
と
す
る
立
場
は
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
出

発
点
に
於
て
既
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
に
於
て
は
然
し
ロ
ト
マ
ー
ル
の
峠
を
越
す
こ
と
が
主
要
な
る
課
題
と
し
て
、
彼
の
立

法
へ
の
高
飛
び
を
押
え
て
居
る
。
彼
は
先
ず
労
働
協
約
が
現
行
法
上
如
何
に
律
せ
ら
れ
て
居
る
か
を
、
こ
の
書
に
於
て
詳
細
に
展
開

す
る
。　

（
ⅰ
）
労
働
協
約
の
内
容

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
於
て
は
、
労
働
協
約
が
如
何
な
る
関
係
を
規
制
せ
ん
と
す
る
も
の
か
、
即
ち
、
そ
の
内
容
は
如
何
と
云
う
問
題

を
吟
味
す
る
こ
と
が
出
発
点
と
な
つ
た
。
現
実
の
労
働
者
と
雇
傭
者
と
の
関
係
を
分
析
し
て
、
そ
の
関
係
の
中
か
ら
幾
つ
か
の
類
型
を

見
出
し
、
そ
れ
に
照
応
し
て
労
働
協
約
の
内
容
を
類
型
化
し
た
。
而
も
、
そ
の
場
合
、
彼
が
、
労
働
団
体
が
一
方
の
当
事
者
た
る
典
型

的
な
労
働
協
約
を
対
象
と
し
て
居
る
事
は
、
彼
の
類
型
と
し
て
具
体
性
を
担
は
し
め
、
そ
れ
故
、
歴
史
的
現
実
的
実
践
を
指
導
し
得
る

具
体
的
理
論
の
基
礎
た
る
を
得
せ
し
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
彼
の
所
謂
一
般
的
労
働
規
範
や
職
業
規
範
の
如
き
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
如

〔
マ
マ
〕

〔
マ
マ
〕
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く
当
事
者
を
個
々
の
労
働
者
な
り
と
す
る
立
場
か
ら
は
＊
追
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
然
も
、
こ
れ
ら
は
労
働
関
係
に
於
け
る
重
要

な
る
側
面
を
規
制
す
る
も
の
た
る
事
言
う
迄
も
な
い
。
さ
て
、
然
ら
ば
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
於
て
は
、
労
働
協
約
は
如
何
な
る
内
容

を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
。
彼
は
、「
労
働
協
約
に
特
有
な
る
規
定
」
を
建
て
る
前
に
先
ず
次
の
如
き
内
容
を
も
つ
も
の
を
排
除
す
る
。

即
ち
、「
特
殊
性
を
一
般
に
提
示
せ
ざ
る
も
の
、
既
に
＊
〔
報
？
〕
知
の
、
或
は
法
律
的
〔
に
〕
規
制
せ
ら
れ
て
居
る
契
約
の
型
の
特

徴
を
含
む
も
の
、
及
び
雇
傭
者
と
被
傭
者
と
の
間
の
関
係
に
直
接
的
一
般
的
に
触
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
以
下
の
ご
と
き
も
の

で
あ
る
。（
ⅰ
）
労
働
協
約
そ
の
も
の
に
関
す
る
一
般
的
規
定
。
例
へ
ば
、
労
働
協
約
の
始
期
、
継
続
、
解
除
、
更
新
に
関
す
る
規
定

で
あ
る
。
…
…
（
ⅱ
）
直
接
に
労
働
契
約
の
締
結
、
或
は
そ
の
予
約
を
含
む
規
定
、
…
…
（
ⅲ
）
雇
傭
者
と
被
傭
者
と
の
関
係
で
は
な

く
、
雇
傭
者
自
身
の
間
の
関
係
、
或
は
被
傭
者
自
身
の
間
の
関
係
に
の
み
関
す
る
所
の
規
定
で
あ
る
。」
以
上
の
も
の
を
排
除
し
て
、

そ
こ
に
得
ら
れ
る
領
域
は
、
労
働
協
約
に
固
有
な
る
も
の
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
対
象
に
従
て
二
つ
の
グ
ル
ツ
ペ

〔Gruppe

〕
に
分
け
ら
れ
る
。
一
は
、
労
働
規
範
（A

rbeitsnorm

）
の
グ
ル
ツ
ペ
で
あ
り
、
二
は
、
職
業
規
範
（Berufsnorm

）

の
そ
れ
で
あ
る
。前
者
は
、「
最
も
広
い
意
味
に
於
て
労
働
関
係
に
関
す
る
。そ
し
て
、雇
傭
者
と
労
働
者
と
の
間
の
関
係
を
規
制
す
る
。」

而
し
て
、
後
者
は
、「
雇
傭
者
（
若
く
は
雇
傭
者
団
体
）
の
、
労
働
者
職
業
団
体
或
は
そ
の
構
成
員
に
関
係
す
る
。
そ
し
て
、
労
働
契

約
の
関
係
で
は
な
く
て
、
職
業
共
同
体
（Berufsgem

einshaft

）
か
ら
生
ず
る
関
係
を
規
制
す
る
。」

労
働
規
範
は
、
労
働
契
約
を
締
結
し
得
る
労
働
者
の
資
格
を
規
定
す
る
も
の
と
、
労
働
契
約
の
内
容
を
規
定
す
る
も
の
と
に
分
け
ら

れ
、前
者
は
、「
労
働
契
約
の
特
殊
な
内
容
を
顧
慮
せ
ず
し
て
妥
当
す
べ
き〔
も
の
で
あ
る
〕が
故
に「
一
般
的
労
働
規
範
」（allgem

eine 

A
rbeitsnorm

）
と
よ
ば
れ
、
後
者
は
特
殊
的
労
働
規
範
（besonder A

rbeitsnorm

）
と
よ
ば
れ
る
。

特
殊
的
労
働
規
範
の
内
容
は
、
彼
が
労
働
関
係
を
個
人
的
連
帯
的
関
係
に
於
て
把
へ
る
の
に
照
応
し
て
、
個
人
的
規
範
と
連
帯
的
規

範
（Individualnorm

en und Solidarnorm
en

）
と
に
分
け
ら
れ
る
。

（
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）
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個
人
的
規
範
は
、
彼
が
個
人
的
労
働
関
係
を
、
交
換
関
係
、
上
下
秩
序
の
関
係
、
及
人
格
的
配
慮
の
関
係
の
三
つ
に
分
け
る
〔
の
〕

に
応
じ
て
、
そ
の
関
係
を
規
律
す
る
規
範
と
し
て
、T

arifnorm
en

、D
irektionnorm

en

及Fürsorgenorm
en

に
分
け
ら
れ
る
他
に
、

解
約
告
知
（K

ündigung

）
な
ど
の
如
く
、
関
係
一
般
の
そ
の
も
の
に
関
す
る
規
範
（Bestandsnorm

en

）
及
副
次
的
協
定
に
よ
つ

て
関
係
を
補
充
す
る
規
範
（Ergänzungsnorm

en

）
が
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

連
帯
的
規
範
は
、
二
つ
の
類
型
か
ら
成
る
。
即
ち
、「
連
帯
関
係
が
、
そ
こ
に
基
礎
を
も
つ
所
の
労
働
の
共
同
体
は
、
物
的
及
人
的

基
底
を
も
ち
得
る
。
労
働
手
段
が
、
作
業
室
や
労
働
対
象
を
も
含
め
て
共
同
な
る
（gem

einsam

）
と
き
に
は
、
物
的
で
あ
り
、
労

働
者
の
多
数
体
が
経
営
内
に
集
め
ら
れ
、
そ
し
て
こ
の
多
数
体
が
彼
等
の
労
働
に
於
て
、
或
は
情
況
に
於
て
相
互
に
依
存
し
て
居
る
と

き
は
、人
的
で
あ
る
。規
範
が
、共
同
体
の
一
又
は
他（
物
的
又
は
人
的
）の
形
態
に
関
は
る
に
応
じ
て
、経
営
規
範（Betriebsnorm

en

）

或
は
組
織
規
範
（O

rganisationsnorm
en

）
と
よ
ぶ
。」
前
者
の
「
対
象
は
、
大
抵
は
一
定
の
物
的
な
、
経
営
構
成
を
指
定
す
る
事

に
よ
る
労
働
者
の
為
の
配
慮
で
あ
り
、
か
ゝ
る
方
向
に
於
て
、
そ
れ
は
共
同
の
作
業
室
若
く
は
居
住
室
に
関
す
る
か
、
或
は
共
同
的
保

護
手
段
又
は
労
働
手
段
に
関
す
る
。」
後
者
に
於
て
は
、「
労
働
者
の
一
定
の
構
成
、
彼
等
の
間
に
於
け
る
労
働
の
分
配
、
及
労
働
規
範

即
ち
上
下
秩
序
の
関
係
、
経
営
の
行
政
的
任
務
に
対
す
る
労
働
者
の
協
動
、
又
は
官
吏
の
種
類
或
は
地
位
等
を
定
立
す
る
所
の
規
定
」

が
理
解
せ
ら
れ
て
居
る
。

職
業
規
範
を
、
労
働
協
約
に
本
質
的
な
も
の
と
な
せ
る
は
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
が
、
労
働
協
約
の
労
働
者
の
側
の
当
事
者
を
統
一
体

た
る
団
体
な
り
と
す
る
立
場
と
関
＊
〔
係
？
〕
し
て
始
め
て
充
分
に
理
解
せ
ら
れ
る
。
連
帯
規
範
が
、
近
代
的
経
営
の
機
械
的
及
空
間

的
集
中
性
に
よ
つ
て
技
術
的
に
制
約
せ
ら
れ
る
労
働
の
共
同
性
に
着
眼
し
て
〔
い
〕
る
の
と
は
別
に
、
か
ゝ
る
労
働
の
共
同
性
に
深
く

存
在
的
規
定
を
う
け
な
が
ら
、
そ
れ
自
身
社
会
的
、
経
済
的
規
範
と
し
て
の
階
級
を
意
識
し
、
か
ゝ
る
意
識
の
上
に
組
織
せ
ら
れ
る
労

働
者
団
体
の
社
会
的
活
動
の
主
体
的
意
義
を
認
め
ん
と
す
る
立
場
に
於
て
の
み
、
か
ゝ
る
職
業
的
規
範
を
本
質
的
な
も
の
と
な
し
得
る
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か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
か
ゝ
る
階
級
的
意
識
を
基
底
と
す
る
団
体
的
生
活
関
係
を
、
団
体
が
団
体
と
し
て
営
む
関
係
と
、
そ
の
構
成
者

が
単
に
労
働
者
と
し
て
ゞ
は
な
く
、
構
成
者
と
し
て
〔
経
〕
営
内
関
係
と
に
分
け
、
前
者
を
規
律
す
る
規
範
を
社
会
的
職
業
規
範
（die 

soziale Berufsnorm
en

）
と
な
し
、
後
者
の
そ
れ
を
個
人
的
職
業
規
範
（die individuellen Berufsnorm

en

）
と
す
る
。
社
会
的

職
業
規
範
の
中
に
も
、
更
に
詳
細
に
規
定
を
類
別
す
る
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
る
も
の
は
、
例
へ
ば
、
労
働
者
職
業
団
体
を
唯
交
渉
主

体
と
し
て
認
め
、
そ
し
て
交
渉
の
一
定
の
形
式
を
規
制
す
る
規
定
や
、
或
は
、
雇
傭
者
乃
至
は
雇
傭
者
団
体
の
労
働
者
職
業
団
体
に
対

す
る
関
係
に
於
て
、
闘
争
規
制
の
適
用
に
対
し
て
一
定
の
態
度
を
定
め
る
規
定
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
居
る
。
個
人
的
職
業
規
範
に
於
て
、

彼
が
本
質
的
な
も
の
と
な
し
居
る
も
の
は
、「
個
人
の
態
度
は
、
労
働
契
約
の
締
結
の
事
実
に
は
結
び
つ
い
て
居
な
い
、
す
な
わ
ち
失

業
せ
る
組
合
員
又
は
労
働
協
約
に
入
つ
て
ゐ
な
い
経
営
に
於
て
労
働
せ
る
労
働
組
合
成
員
も
亦
、
個
人
的
職
業
規
範
に
服
従
せ
し
め
ら

れ
得
る
、
即
ち
規
範
適
用
の
前
提
は
団
体
へ
の
所
属
性
の
み
で
あ
る
と
言
う
点
で
あ
る
。」

上
述
の
所
に
よ
つ
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
が
、
労
働
協
約
の
内
容
と
し
て
ゐ
る
も
の
を
一
瞥
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
、
対
象
を
近

代
的
大
工
業
に
於
け
る
賃
労
働
者
と
雇
傭
者
と
の
関
係
に
限
定
し
、そ
こ
に
近
代
的
産
物
た
る
労
働
協
約
の
典
型
的
な
形
態
を
観
取
し
、

自
由
な
る
契
約
に
な
つ
て
設
定
さ
れ
る
支
配
関
係
を
直
視
し
、
労
働
行
程
に
於
て
、
技
術
的
に
必
要
な
る
集
中
性
と
、
そ
こ
に
根
源
を

も
つ
階
級
意
識
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
表
現
す
る
労
働
者
団
体
の
主
体
的
伝
道
力
を
承
認
し
つ
ゝ
、
基
礎
的
な
、
生
産
過
程
に

於
け
る
労
働
関
係
と
の
主
体
的
構
造
に
於
て
、
類
型
化
を
試
み
て
居
る
こ
の
章
は
、
恐
ら
く
彼
の
著
の
圧
巻
た
る
部
分
で
あ
ら
う
。

（
ⅱ
）
労
働
協
約
の
当
事
者

当
事
者
〔
と
い
う
〕
地
位
の
規
定
に
於
け
る
困
難
は
、
被
傭
者
の
側
に
存
す
る
。
蓋
し
、
私
法
的
思
惟
は
概
し
て
個
人
的
契
約
の
表

象
し
か
有
せ
ず
、
法
的
交
渉
に
於
て
組
織
さ
れ
た
多
数
体
の
登
場
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
眼
を
注
が
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
な
し
て
、

（
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被
傭
者
側
の
組
織
せ
ら
れ
た
る
多
数
体
に
議
論
の
焦
点
を
＊
〔
設
？
〕
け
る
。
然
し
、
か
ゝ
る
労
働
者
団
体
が
、
協
約
締
結
の
際
に
於

て
立
つ
法
的
地
位
に
つ
い
て
三
つ
の
可
能
性
が
存
す
る
。
即
ち
、
ロ
ト
マ
ー
ル
を
代
表
者
と
す
る
代
理
説
、
ル
ン
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
を
代

表
者
と
す
る
結
合
説
、
即
ち
、「
団
体
は
自
己
の
名
に
於
け
る
と
同
様
に
、
そ
の
構
成
員
の
名
に
於
て
も
亦
行
動
す
る
。
当
事
者
は
団

体
と
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
。」
と
見
る
立
場
。
及
〔
び
〕
最
後
に
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
自
身
の
採
る
団
体
説
、
定
義
す
れ
ば
、「
団
体

は
自
己
の
名
に
於
て
行
動
す
る
。
当
事
者
は
団
体
で
あ
る
。」
と
す
る
見
地
の
三
者
で
あ
る
。
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
か
ゝ
る
三

つ
の
可
能
性
は
、
そ
れ
だ
け
と
し
て
み
れ
ば
可
能
な
る
形
態
で
あ
る
。
然
し
問
題
は
、「
疑
わ
し
き
場
合
に
於
て
当
事
者
が
欲
し
た
る

も
の
を
見
出
す
こ
と
、
そ
れ
故
、
当
事
者
が
明
文
を
以
て
、
明
確
に
別
の
協
定
を
な
さ
ゞ
る
場
合
に
は
妥
当
す
る
所
の
通
常
の
形
態

（N
orm

alform

）
を
確
定
す
る
こ
と
」
に
よ
つ
て
解
決
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
か
ゝ
る
「
通
常
の
形
態
」
は

如
何
に
し
て
認
識
さ
れ
る
か
？
そ
れ
は
協
約
の
文
言
か
ら
は
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、「
関
係
者
の
利
害
状
態
」
が
決
定
的
な
標

準
と
な
る
。
然
ら
ば
、「
関
係
者
の
利
益
状
態
は
如
何
な
る
見
地
か
ら
決
定
さ
れ
る
か
？
〔
」〕「
若
し
、
協
約
関
係
者
を
し
て
三
つ
の

協
約
締
結
形
態
の
各
々
に
特
有
な
る
法
律
効
果
を
経
営
の
利
益
に
従
て
明
瞭
に
認
識
し
て
決
定
す
べ
き
な
ら
ば
、
孰
れ
の
形
態
を
選
ぶ

で
あ
ろ
う
か
、
逆
に
言
う
事
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。」
そ
し
て
、
そ
れ
を
吟
味
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
団
体
説
を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
彼
は
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

α　

批
判

代
理
説
は
、（
ル
ン
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
の
考
へ
る
が
如
き
結
合
説
も
）「
協
約
関
係
を
個
人
の
手
に
委
ね
、
同
時
に
労
働
者
の
団
体
を
結

合
か
ら
排
除
す
る
。
然
る
に
、
か
ゝ
る
こ
と
は
労
働
協
約
を
以
て
追
求
さ
れ
る
利
益
に
応
じ
な
い
、
蓋
し
、
協
約
締
結
の
関
係
者
の
努

力
は
協
約
中
に
確
保
さ
れ
た
る
労
働
条
件
の
持
続
性
（D

auerhaftigkeit

）
と
労
働
関
係
の
平
和
化
（Befriedung

）
に
向
け
ら
れ
て

居
る
が
、
若
し
か
ゝ
る
労
働
条
件
の
確
保
を
個
々
人
の
処
分
に
委
せ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
れ
に
依
て
、
労
働
関
係
に
絶
え
ず
作
用
を

（
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）

（
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）
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及
し
て
ゐ
る
要
素
、
即
ち
労
働
者
団
体
を
法
律
関
係
の
外
に
置
く
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
目
的
は
妄
想
に
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」
か

く
て
、
代
理
説
は
、「
個
人
主
義
的
」
で
あ
り
、「
労
働
者
運
動
に
於
け
る
固
有
の
推
進
的
部
分
」
た
る
労
働
者
団
体
を
ニ
グ
レ
ク
ト

〔neglect

〕
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
労
働
協
約
の
目
的
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
断
じ
、〔
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
〕
や
が
て
、
詳
細
に

筆
を
進
め
て
代
理
説
が
如
何
に
不
合
理
な
る
か
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。

代
理
説
に
よ
れ
ば
、「
一
切
の
志
向
せ
ら
れ
た
る
法
律
効
果
は
構
成
員
の
人
格
に
帰
す
る
、（
民
法
一
六
四
条
）」そ
れ
故「
個
々
人
は
、

そ
の
欲
す
る
所
に
従
ひ
、
然
も
他
の
構
成
員
と
の
関
係
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
権
利
を
抛
棄
し
、
又
、
協
約
を
解
除
し
、
而
も

脱
退
す
る
こ
と
が
出
来
る
。」
事
に
な
り
、「
他
方
に
於
て
、
協
約
違
反
に
対
し
て
個
々
人
の
み
が
責
任
を
負
う
事
」
と
な
り
、
而
し
て
、

「
協
約
が
構
成
員
の
名
に
於
て
締
結
さ
れ
る
が
故
に
、
個
々
人
は
、
た
と
ひ
協
約
を
彼
の
為
に
単
に
媒
介
し
た
に
過
ぎ
な
い
団
体
か
ら

離
れ
た
に
し
て
も
、
尚
当
事
者
と
し
て
残
る
と
云
う
＊
〔
事
？
〕
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。」
こ
れ
ら
の
事
は
悉
く
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー

に
と
つ
て
は
不
合
理
な
事
で
あ
り
、
労
働
協
約
の
目
的
に
適
合
せ
ざ
る
も
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。

更
に
彼
は
、
代
理
説
が
技
術
的
実
行
可
能
性
を
缼
除
せ
る
事
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
多
数
決
の
理
論
や
後
の
追
認

（nachträgliche Genehm
igung

）
の
理
論
も
、
代
理
説
の
技
術
的
困
難
を
克
服
し
得
な
い
こ
と
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。

β　

主
張

団
体
説
を
採
る
積
極
的
な
理
由
と
、
そ
の
法
的
構
成
に
つ
い
て
の
彼
の
主
張
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

「
団
体
説
は
、
総
体
を
代
表
す
る
契
約
主
体
、
即
ち
労
働
者
団
体
の
み
を
知
る
が
故
に
、
協
約
を
個
人
的
関
係
の
領
域
か
ら
高
め
、

そ
の
本
＊
〔
質
？
〕
に
従
へ
る
統
一
的
秩
序
の
み
を
協
約
に
＊
〔
与
？
〕
へ
る
。
労
働
者
側
に
於
て
そ
の
団
体
が
自
己
の
名
の
下

に
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
個
々
の
利
害
の
多
量
性
に
も
拘
わ
ら
ず
、
協
約
締
結
は
一
つ
の
行
為
に
集
中
せ
ら
れ
る
。

か
ゝ
る
協
約
締
結
の
一
つ
の
行
為
へ
の
集
中
は
、
実
際
に
、
協
約
の
存
立
を
、
多
数
の
個
々
人
の
意
思
か
ら
解
放
せ
し
め
、
協
約

（
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）

（
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）

〔
マ
マ
〕
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の
形
成
の
執
行
、
拡
張
、
変
更
を
な
し
得
る
力
を
唯
統
一
体
の
み
に
握
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
技
術
的
に
も
、
こ
の
集
中
に
よ
つ

て
、
当
事
者
の
確
定
の
困
難
も
止
む
に
到
る
。」「
唯
、
個
々
の
場
合
に
於
て
法
律
行
為
を
締
結
す
る
機
関
が
権
限
あ
る
機
関
で
あ

る
こ
と
を
確
定
す
る
事
が
要
求
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。」
然
る
に
、
そ
れ
は
容
易
な
事
で
あ
る
。
更
に
、
団
体
が
主
体
で
あ
る
と
き
、

重
要
な
る
社
会
的
職
業
規
範
が
発
生
し
得
る
の
で
あ
り
、
又
、
階
級
的
意
識
に
よ
つ
て
労
働
条
件
の
決
定
が
な
さ
れ
え
る
の
で
あ

る
。
か
く
て
、
個
々
人
の
労
働
契
約
を
有
利
に
形
成
す
る
に
役
立
つ
の
み
な
ら
ず
、
職
業
法
或
は
階
級
法
（Berufs- oder 

K
lassensrecht

）
を
作
り
上
げ
る
の
に
も
亦
役
立
つ
の
で
あ
る
。

更
に
転
じ
て
、
団
体
説
に
対
す
る
反
対
論
、
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
労
働
協
約
理
論
を
論
駁
し
、
矛
を
、
シ
ャ
ー
レ
の
重
畳
的
結
合
説

に
向
け
て
之
を
破
り
、
そ
し
て
一
応
、
こ
ゝ
で
、
団
体
説
の
主
張
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
て
、
翻
つ
て
そ
の
法
的
構
成
に
論
を
進
め
る
の

で
あ
る
。

「
労
働
者
側
に
於
て
協
約
を
締
結
す
る
団
体
は
、
権
利
能
力
あ
る
事
も
又
は
権
利
能
力
な
き
＊
〔
事
？
〕
も
あ
り
得
る
。
権
利
能

力
あ
る
場
合
に
は
、
個
々
の
当
事
者
問
題
の
規
制
は
、
独
民
の
権
利
能
力
あ
る
社
団
に
関
す
る
規
定（
二
十
一
条
以
下
）の
文
言
か

ら
明
ら
か
に
な
る
。
権
利
能
力
な
き
社
団
に
つ
い
て
は
独
民
法
第
五
四
条
の
特
別
規
定
の
注
意
の
下
に
組
合（Gesellshaft

）に
関

す
る
規
定
（
七
〇
五
条
以
下
）
が
適
用
せ
ら
れ
る
所
の
、
集
団
的
組
織
を
持
て
る
合
有
的
な
『
人
的
結
合
』（
“Personenverbände

” 

zur gesam
ten W

and m
it korporaiver V

erfassung
）
で
あ
る
と
云
う
こ
と
か
ら
出
＊
〔
発
？
〕
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
か
ゝ
る
団
体
の
権
利
義
務
を
支
配
す
る
原
理
は
合
有
の
原
理
で
あ
る
。
即
ち
一
切
の
権
利
義
務
は
総
体
と
し
て
の
総
体

に
帰
属
す
る
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
団
体
は
、
＊
〔
事
？
〕
物
の
性
格
に
反
せ
ざ
る
限
り
は
一
切
の
法
律
行
為
を
引
き
う
け
る
事
が

出
来
る
。
そ
れ
故
、
労
働
協
約
を
も
確
か
に
引
き
受
け
る
の
で
あ
る
。」「
加
之
、
協
約
に
基
い
て
、
集
団
的
統
一
体
と
し
て
の
総

体
に
帰
属
す
る
権
利
義
務
は
総
体
を
構
成
す
る
個
人
に
依
存
し
な
い
。
即
ち
、
個
々
人
は
変
る
こ
と
は
あ
つ
て
も
、
総
体
は
存
続

（
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す
る
。」

権
利
能
力
な
き
社
団
は
組
合
と
本
質
的
に
異
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
独
民
五
四
条
は
「
権
利
能
力
な
き
社
団
の
本
質
と
符
合
し

な
い
規
定
」〔
で
〕
あ
る
こ
と
は
既
に
学
者
の
指
摘
せ
る
所
で
あ
り
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
が
こ
の
点
の
混
同
を
し
て
〔
い
〕
る
こ
と
は

惜
し
ま
れ
て
い
ゝ
。
む
し
ろ
、
権
利
能
力
あ
る
社
団
の
規
定
を
準
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
＊
＊
〔
欠
点
？
〕
は
、

学
界
の
通
説
は
未
だ
独
民
五
四
条
の
誤
り
を
根
本
的
に
指
摘
し
て
ゐ
な
か
つ
た
が
如
く
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
不
敏
を
責
め
る
事
は
酷
で

あ
ら
う
。
か
ゝ
る
缼
点
を
除
け
ば
、
我
々
は
、
一
応
、
彼
に
於
て
当
事
者
の
理
論
は
確
立
せ
ら
れ
た
も
の
と
観
る
こ
と
が
出
来
や
う
。

彼
の
当
事
者
の
理
論
の
各
所
に
観
ら
れ
る
如
く
、
彼
に
於
て
は
、
労
働
者
団
体
の
統
一
的
意
思
は
、
個
々
の
構
成
員
が
理
性
的
に
そ

の
優
越
を
、
承
認
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
個
別
者
の
恣
意
に
よ
つ
て
は
打
ち
破
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
労
働

者
は
、
か
ゝ
る
団
体
に
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
始
め
て
雇
傭
者
の
絶
対
権
か
ら
保
護
さ
れ
得
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
て
、
彼

に
於
て
は
、
労
働
者
団
体
は
階
級
と
し
て
の
労
働
者
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
個
々
の
労
働
者
は
そ
の
中
に
自
己
を
否
定

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
却
て
真
に
自
己
が
防
護
さ
れ
る
所
の
関
係
が
意
識
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
ロ
ト
マ
ー
ル
の
当
事
者
理
論
に
於
て

は
、
労
働
者
団
体
は
単
に
個
々
の
労
働
者
を
代
理
す
る
も
の
で
し
か
な
く
、
代
理
関
係
は
同
じ
次
元
の
関
係
で
し
か
な
い
が
故
に
、
団

体
は
個
々
の
労
働
者
の
利
益
を
直
接
的
に
代
表
す
る
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
、
解
釈
法
学
者
た
る
彼
に

於
て
は
、
労
働
者
の
法
的
人
格
者
性
が
絶
対
的
な
前
提
を
な
し
て
居
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
、
然
る
に
、
ロ
ト
マ
ー
ル
も
ジ
ン
ツ
ハ
イ

マ
ー
と
同
様
に
労
働
協
約
が
個
々
の
労
働
契
約
に
よ
つ
て
破
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
根
本
的
要
請
を
持
つ
て
居
た
。
か
く
て
彼
は

労
働
協
約
に
法
理
的
性
格
を
与
へ
る
こ
と
に
、
そ
の
要
請
に
答
へ
や
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
てLotm

ar

〔
の
〕
か
ゝ
る
法
理
的

性
格
を
認
め
る
根
底
は
、
多
数
体
の
個
人
に
対
す
る
優
越
性
の
意
識
の
中
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
ゝ
に
彼
の

代
理
説
が
原
理
的
に
は
骨
抜
き
に
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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然
る
に
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
労
働
者
を
賃
労
働
者
と
し
て
の
具
体
的
人
間
と
し
て
、
乃
至
は
階
級
的
人
間
と
し
て
把
へ
、
そ
れ
故

に
階
級
を
個
々
の
労
働
者
を
越
え
た
時
限
に
於
け
る
存
在
と
し
て
意
識
し
、
労
働
団
体
を
、
個
々
の
労
働
者
の
利
益
を
越
え
た
階
級
の

利
益
を
代
表
す
る
社
会
的
主
体
と
し
て
把
へ
た
。か
ゝ
る
社
会
的
主
体
は
社
団
に
他
な
ら
な
い
事
の
承
認
は
一
歩
の
前
進
で
し
か
な
い
。

か
く
て
、
ロ
ト
マ
ー
ル
と
同
じ
く
彼
の
根
本
的
要
請
は
団
体
説
に
よ
つ
て
一
応
、
達
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
尚
現
行
法
に
於
て
は
充
分
に

実
現
せ
ら
れ
得
な
い
事
を
明
ら
か
に
し
て
、
立
法
へ
の
途
に
出
よ
う
と
す
る
試
み
が
彼
の
第
二
巻
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

（
ⅲ
）
労
働
協
約
の
定
義

労
働
協
約
の
類
型
を
、
内
容
と
当
事
者
と
に
分
け
て
、
上
述
の
如
く
、
吟
味
せ
る
後
、
彼
は
「
労
働
協
約
と
は
、
一
の
労
働
者
団
体

と
一
人
の
雇
傭
者
或
は
一
の
雇
傭
者
団
体
と
の
間
に
締
結
せ
ら
る
ゝ
所
の
、
将
来
の
労
働
契
約
の
内
容
を
規
定
す
べ
き
規
範
に
つ
い
て

の
協
定
で
あ
る
。」
と
定
義
を
下
し
、「
こ
の
定
義
は
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
、
協
定
の
対
象
が
考
慮
さ
る
ゝ
限
り
本
質
的
な
も
の
で
あ

り
、
当
事
者
が
問
題
と
な
る
限
り
は
根
本
的
な
形
態
で
あ
る
。
現
実
に
於
て
は
、
か
ゝ
る
根
本
形
態
と
異
る
所
の
様
々
な
組
み
合
せ
が

あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
然
し
、
か
ゝ
る
事
実
は
概
念
規
定
に
於
て
は
現
は
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
定
義
の
意

義
は
正
に
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
が
終
局
的
に
は
、
そ
れ
に
＊
＊
〔
帰
属
？
〕
せ
し
め
ら
れ
得
る
概
念
を
表
現
す
る
こ
と
の
中
に
存

し
、
そ
し
て
我
々
は
、
集
団
的
労
働
協
約
締
結
の
領
域
に
於
て
現
は
れ
る
一
切
の
現
象
が
畢
竟
か
ゝ
る
両
根
本
形
態
の
中
に
解
消
す
る

こ
と
を
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
居
る
。
用
語
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
彼
が
、
根
本
形
態
に
対
象
を
限
定
せ
ん
と
す
る
態
度
は
、

恰
も
、
典
型
的
な
も
の
ゝ
認
識
こ
そ
、
萌
芽
的
な
或
は
未
完
成
な
も
の
ゝ
の
認
識
の
鍵
で
あ
る
と
す
る
弁
証
法
的
な
思
惟
方
法
に
よ
る

も
の
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
最
後
に
、
彼
は
、
労
働
協
約
を
類
似
せ
る
他
の
類
型
か
ら
区
別
す
る
が
、
そ
の
中
に
特
に
注
意
さ
る
べ
き
は
、
一
九
〇
四

〔
マ
マ
〕

（
33
）
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年
の
か
の
判
決
が
工
業
法
一
五
二
条
に
所
謂
団
結
（K

oatition

）
と
、
労
働
協
約
〔
と
を
〕
同
視
せ
る
に
反
し
、
ロ
ト
マ
ー
ル
と
同

様
に
両
者
〔
を
〕
区
別
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、「
工
業
法
の
一
五
二
条
〔
お
よ
び
〕
一
五
三
条
は
同
一
利
害
関
係
者
の
協
定

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
一
な
ら
ざ
る
利
害
関
係
者
の
協
定
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
）　

こ
の
点
に
於
て
、Sinzheim

er

はLotm
ar

に
対
し
、
方
法
論
的
に
優
越
し
て
居
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）　Sinzheim

er; a. a. O
. I Bd S.1.

（
3
）　Sinzheim

er; a. a. O
. I Bd S.2.

（
4
）　Sinz

〔heim
er

〕; a. a. O
. I Bd S.5-6

（
5
）　Sinz

〔heim
er

〕; a. a. O
. I Bd S.6

（
6
）　Sinz

〔heim
er

〕; a. a. O
. I Bd S.7.

（
7
）　Sinz

〔heim
er

〕; a. a. O
. I Bd S.15.

（
8
）　Sinz

〔heim
er

〕; a. a. O
. I Bd S.16.

（
9
）　Sinz

〔heim
er

〕; a. a. O
. I Bd S.22.

（
10
）　Sinz

〔heim
er

〕
は
何
故T
arifvertrag

と
云
わ
ず
に
、A

rbeitsnorm
envertrag

と
云
ひ
し
か
に
つ
い
て
、「
賃
金
以
外
に
労
働
関
係
一

般
に
関
す
る
他
の
規
定
も
亦
総
て
本
質
的
な
る
故
」で
あ
る
と
し
て
居
る
。（Sinzheim

er; a. a. O
. I Bd S99-100.

）然
し
、私
は
日
本〔
語
〕

訳
と
し
て
今
や
確
定
し
て
〔
い
〕
る
所
、
労
働
協
約
の
言
葉
を
、T

arifvertag

に
対
し
て
も
、A

rbeitsnorm
envertrag 

に
対
し
て
も
用

ひ
た
。
労
働
協
約
の
用
語
は
福
田
徳
三
氏
に
よ
つ
て
始
め
て
用
ひ
ら
る
。
又
、A

rbeitsvertrag

を
労
働
契
約
〔
と
〕
訳
し
、
労
働
協
約
と

区
別
さ
れ
る
事
、
今
は
疑
な
き
事
実
で
あ
る
。

（
11
）　Sinz

〔heim
er

〕; a. a. O
. I Bd S.22.

（
12
）　Sinz

〔heim
er

〕; a. a. O
. I Bd S.30-32.

こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
る
三
種
の
規
定
は
、Lotom

ar

が
労
働
協
約
に
本
体
的
な
ら
ざ
る
＊〔
も
？
〕の
と
し
て
居
る
も
の
と
大
体
一
致
す
る
が
、

例
へ
ばSinzheim

er

の
（
Ⅲ
）
の
場
合
に
あ
た
る
も
の
はLotm

ar

に
於
て
は
明
瞭
に
意
識
せ
ら
れ
て
居
な
い
や
う
で
あ
る
。（
Ⅲ
）
の
場
合

（
34
）
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と
云
う
の
は
例
へ
ば
、
雇
傭
者
又
は
被
傭
者
が
、
締
結
さ
れ
た
る
労
働
協
約
の
遵
〔
守
〕
を
自
ら
の
間
で
相
互
に
約
定
す
る
か
若
く
は
制
定

法
に
法
定
す
る
や
う
な
場
合
で
あ
る
。（Sinz

〔heim
er

〕,　

a.a.O
.S.32.

）

（
13
）　Sinz
〔heim

er

〕; a. a. O
. I Bd S.33.

（
14
）　T

arifnorm
en

―
協
約
規
範
、Direktionsnorm

en

―
支
配
規
範
或
は
＊
＊
規
範
、Fürsorgenorm

en

―
配
慮
規
範
と
で
も
訳
す
べ
き
か
。

T
arifnorm

en

に
於
て
は
、
労
賃
、
労
働
（
労
働
遂
行
の
労
働
時
間
、
労
働
形
態
な
ど
に
関
す
）
及
労
賃
の
労
働
に
対
す
る
関
係
が
規
制
せ

ら
れ
、D

irektionsnorm
en

に
於
て
は
、
誰
が
一
般
に
支
配
権
を
行
使
す
る
権
利
あ
り
や
、
等
々
が
規
定
せ
ら
れ
、Fürsorgenorm

en

は

そ
の
性
質
上solidarnorm

en

に
於
て
多
く
論
ぜ
ら
れ
る
余
地
を
も
つ
て
居
る
が
、
個
人
的
関
係
に
於
て
も
亦
例
へ
ば
「
＊
類
製
造
婦
人
労
働

者
の
＊
使
し
て
堅
牢
な
る
保
護
着
衣
（Schutzkleidung

）
を
使
用
さ
せ
る
べ
き
」
事
を
規
範
の
如
き
を
含
む
と
せ
ら
れ
て
居
る
。

（
15
）　Sinzheim

er;a.a. O
.I. Bd. S. 48-49.

（
16
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 49.

（
17
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. 50.

（
18
）　Sinzheim

er

自
身
も
言
つ
て
居
る
。「
法
的
機
構
か
ら
の
組
織
体
の
排
除
は
、
先
ず
社
会
的
職
業
規
範
に
対
し
、
契
約
の
中
に
そ
の
場
面

を
準
備
す
る
事
の
不
可
能
を
結
果
す
る
、
並
び
に
、
社
会
的
職
業
規
範
に
於
て
は
、
労
働
協
約
が
そ
の
充
全
の
意
義
を
得
る
の
で
あ
り
、
又

そ
れ
は
、
契
約
思
想
の
前
進
的
形
成
へ
、
重
要
な
る
発
展
の
献
身
を
居
る
の
で
あ
る
。」（Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. Bd.S. 46.

）

（
19
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I　

Bd. S. 59.

（
20
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 63.

（
21
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 72.

（
22
）（
23
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 73-74.

（
24
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 74-75.

（
25
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 78-80.

（
26
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 81.

（
27
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 82-83.

Sinzheim
er

の
労
働
者
団
体
に
対
す
る
高
い
評
価
は
全
巻
を
通
じ
て
伺
は
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
総
〔
て
〕
の
彼
の
全
著
作
に
於
て
増
々
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強
め
ら
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
、「
労
働
協
約
を
締
結
す
る
は
独
立
な
る
労
働
組
合
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
ゝ
る
労
働
組
合
が
、
そ
の
団
結

に
所
属
せ
ざ
る
も
の
ゝ
為
に
も
利
益
で
あ
る
べ
き
労
働
規
範
の
み
を
規
定
す
る
で
あ
ら
う
と
云
う
事
が
認
め
ら
れ
る
。」
と
言
ひSinz

〔heim
er

〕, Rechtfragen des A
rbeitstarifvertrags, （1913

）, S. 19.

）　

或
は
、「
自
力
組
織
（Selbstorganisation

）
の
精
神
は
、
労

働
協
約
法
が
生
き
た
か
の
効
果
と
を
＊
つ
な
に
組
織
体
の
活
動
に
あ
つ
て
＊
は
れ
る
事
を
要
請
す
る
。
法
が
一
切
の
側
面
か
ら
実
効
的
で
あ

り
従
て
な
＊
、
国
家
が
中
間
団
体
を
使
用
す
る
所
の
、
法
発
展
上
の
一
段
階
で
あ
る
。
…
…
組
織
体
は
大
衆
（M

asse

）
と
法
と
の
間
の
結

合
機
関
で
あ
る
。」（A

rbeits

（1916

） S. 35-36.

）

（
28
）　Sinz
〔heim

er

〕;a.a. O
.I. Bd. 84.ff. 

そ
こ
に
お
い
て
の
詳
論
は
省
略
。
後
藤
・『
理
論
史
』
九
九
頁
参
照
。

（
29
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. Bd. S. 90.

（
30
）　

石
田
〔
文
次
郎
〕
博
士
『
民
法
研
究
』〔
第
一
巻
［
弘
文
堂
書
房
・
一
九
三
四
］〕
三
六
頁
。
な
お
ド
イ
ツ
民
法
七
〇
五
―
七
四
〇
条
の
組

合
に
於
て
観
ら
れ
る
合
有
に
つ
い
て
、
石
田
博
士
の
曰
く
「
持
分
権
の
自
由
処
分
を
禁
ず
る
点
に
於
て
、
そ
れ
はRom

a

〔
ロ
ー
マ
―
原
文
、

以
下
同
じ
〕
法
の
共
有
権
の
修
正
で
あ
る
と
共
に
、
又
そ
の
範
囲
に
於
て
合
有
権
の
実
現
で
あ
る
。
元
来
、
合
有
権
の
固
有
の
形
態
に
は
持

分
が
な
か
つ
た
か
、
少
く
も
潜
在
的
に
し
か
存
在
し
な
か
つ
た
。
そ
の
合
有
権
の
形
が
、
だ
ん
だ
ん
と
崩
れ
て
遂
に
『
持
分
権
の
統
合
』
と

い
ふ
点
に
そ〔
其
〕の
残
形
を
止
め
た
。本
来
、合
有
権
と
共
有
権
と
の
間
に
は
権
利
帰
属
上
の
差
異
が
あ
つ
た
。然
る
に
現
行
民
法
に
到〔
至
〕

つ
て
合
有
権
は
持
分
権
の
自
由
処
分
を
許
さ
な
い
共
有
権
の
一
種
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。」
と
。（『
民
法
研
究
』
一
〇
七
頁
―
一
〇
八
頁
）

（
31
）　

石
田
博
士
〔
・
前
掲
〕『
民
法
研
究
』
三
六
―
三
七
頁
。

（
32
）　

か
ゝ
る
見
方
はA

rbeitstarifgesetz

に
至
つ
て
更
に
深
め
ら
れ
て
居
る
の
を
見
る
。
例
へ
ば
、「
労
働
者
側
に
於
て
は
、
団
体
の
社
会
的

意
思
へ
の
従
属
性
に
よ
つ
て
広
め
ら
れ
保
護
せ
ら
れ
る
と
の
意
識
は
、
彼
等
が
か
ゝ
る
従
属
性
と
を
も
つ
て
、
始
め
て
『
同
権
』

（Gleichiberechtigung

）
を
経
験
す
る
と
言
ふ
思
想
に
表
現
さ
れ
る
。」
な
ど
と
言
つ
て
居
る
（Sinz

〔heim
er

〕; A
rbeitstarifgesez, S.30.

）

（
33
）　Sinzheim

er; a.a. O
. S 98.

（
34
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. S. 106.

Ｂ　

労
働
協
約
の
法
律
効
果

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
一
九
〇
八
年
、『
集
団
的
労
働
協
約
論
』
第
二
巻
を
著
し
、
そ
の
中
で
、
労
働
協
約
の
法
律
効
果
を
詳
細
に
展
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開
し
た
。
労
働
協
約
の
三
つ
の
機
能
に
応
じ
て
、
三
つ
の
章
が
主
た
る
理
論
を
形
造
る
。
そ
れ
は
、
協
約
の
本
質
的
な
内
容
と
最
も
単

純
な
る
根
本
形
態
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
つ
の
機
能
と
言
う
は
、
規
範
的
、
債
権
的
、
社
会
法
的
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
、
即
ち

「
労
働
協
約
は
、
そ
の
支
配
領
域
に
於
て
締
結
せ
ら
れ
る
個
々
の
労
働
契
約
の
内
容
を
規
定
す
べ
き
規
範
を
与
へ
ね
ば
な
ら
な
い
」
事
、

「
更
に
、
労
働
協
約
は
、
そ
れ
を
締
結
せ
る
両
当
事
者
を
、
孰
れ
の
側
に
於
て
も
、
一
定
の
給
付
に
、
即
ち
労
働
規
範
の
遵
守
に
迄
義

務
付
け
る
債
務
を
も
つ
」
事
、「
最
後
に
、
労
働
協
約
は
、
そ
の
当
事
者
が
団
体
か
ら
―
―
権
利
能
力
が
あ
る
か
或
は
権
利
能
力
な
き

―
―
成
り
立
つ
場
合
、
構
成
者
と
団
体
と
の
間
の
関
係
を
確
立
す
べ
き
債
務
を
も
つ
」
事
、
で
あ
る
。
然
る
に
、
現
実
に
於
け
る
多
様

性
は
、
か
ゝ
る
本
質
的
内
容
と
単
純
な
根
本
形
態
を
有
す
る
場
合
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
多
様
な
組
合
せ
が
存
す
る
。
そ
の
中
、

特
に
雇
傭
者
側
に
於
て
雇
傭
者
団
体
が
当
事
者
と
な
る
場
合
、
即
ち
有
資
格
的
労
働
協
約
の
根
本
形
態
（Grudform

 des 

qualifizierten　

A
lbeiternorm

envertrag
）
を
論
ず
る
た
め
に
第
四
章
を
設
け
、
そ
し
て
余
論
に
於
て
協
約
期
間
に
ふ
れ
る
の
で

あ
る
。
か
ゝ
る
全
体
の
構
成
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
そ
の
中
特
に
主
要
な
る
問
題
、
特
に
労
働
協
約
がU

nabdigbarkeit

を
有

す
る
や
否
や
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

（
ⅰ
）
労
働
協
約
の
規
範
的
機
能
はU

nabdingbarkeit
を
持
つ
か
。

労
働
協
約
の
規
範
的
機
能
に
強
行
的
効
果
を
法
上
認
め
得
る
か
、〔
と
〕
言
う
問
に
対
し
て
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
そ
れ
を
肯
定
し
た
。

然
る
に
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
こ
れ
を
否
定
し
、
唯
債
権
的
に
し
か
保
証
さ
れ
な
い
も
の
と
な
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル

が
、
労
働
協
約
の
目
的
か
ら
、
労
働
協
約
の
中
に
現
は
さ
れ
て
居
る
集
団
意
思
（Gessam

tw
ill

）
の
、
個
別
的
意
思
に
対
す
る
優
越

の
必
要
を
認
め
た
功
績
は
争
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、
問
題
の
提
起
の
仕
方
に
於
て
既
に
ロ
ト
マ
ー
ル
に
反
対
す
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
問
題
の
提
起
に
於
て
出
発
点
か
ら
既
に
誤
つ
て
ゐ
た
。
蓋
し
、
問
題
は
強
行
性
が
か
ゝ
る
優
越
の
必
要

（
1
）

（
2
）
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を
如
何
な
る
手
段
に
よ
つ
て
認
め
る
か
に
存
し
、
然
も
、
そ
れ
に
は
、
労
働
協
約
にU
nabdingbarkeit

を
与
へ
る
方
法
と
、
労
働
協

約
違
反
行
為
を
か
ゝ
る
も
の
と
し
て
宣
言
し
、
そ
の
被
害
者
た
る
当
事
者
に
契
約
違
反
に
基
く
請
求
権
を
与
へ
る
と
言
う
方
法
と
の
二

つ
の
可
能
性
が
あ
り
得
る
に
も
拘
ら
ず
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
前
者
の
み
が
唯
一
の
可
能
性
な
り
と
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
次
の
如
く
問
題
を
定
立
す
る
。
即
ち
、「
現
行
法
か
ら
出
発
す
る
探
究
に
於
て
は
、
労
働
協
約
の
法
効
果
と
し
て

強
行
的
規
範
機
能
が
認
め
ら
れ
て
居
る
か
、
又
は
単
に
債
権
的
機
能
の
み
が
認
め
ら
れ
て
居
る
か
ゞ
問
題
た
り
得
る
。」
と
。

然
し
な
が
ら
、
果
し
て
ロ
ト
マ
ー
ル
は
問
題
の
把
握
を
誤
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
寧
ろ
、
ロ
ト
マ
ー
ル
に
於
て
は
、
問
ひ
方
の

み
が
唯
一
の
方
法
で
あ
つ
た
、
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
蓋
し
、
当
事
者
理
論
に
於
て
代
理
説
を
と
り
、
当
事
者
は
個
々
の
労
働
者

で
あ
る
と
す
る
立
場
に
於
て
は
、
所
謂
債
権
的
に
効
力
を
確
保
す
る
と
云
う
事
は
意
味
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
協
約
の
当
事
者
と
、

協
約
違
反
の
労
働
契
約
の
当
事
者
が
同
じ
個
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
の
契
約
―
―
労
働
協
約
―
―
が
後
の
契
約
―
―
労
働
契
約
―
―
に

よ
つ
て
裏
書
さ
れ
得
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
か
ら
。
成
程
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
協
約
の
当
事
者
と
労
働
契
約
の
当
事
者
と
は

「
同
一
で
な
い
。」
と
言
つ
て
ゐ
る
。
然
し
、
そ
れ
は
彼
の
パ
ト
ス
が
言
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
ロ
ゴ
ス
が
言
つ
て
る
の
で
は
な
い
。

彼
の
市
民
法
的
悟
性
は
代
理
説
を
打
立
て
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
て
、
彼
が
、
労
働
協
約
が
、
同
じ
当
事
者
の
労
働
契
約
に
打
ち
破
ら

れ
ざ
る
為
に
は
、
前
者
を
法
源
と
し
て
見
る
事
の
み
が
唯
一
の
途
で
あ
つ
た
。
か
く
て
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
問
題
の
提
起
は
内
在
的
に
は

当
然
で
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
こ
の
非
難
は
既
に
団
体
説
を
と
れ
る
立
場
か
ら
為

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
も
、
彼
自
身
も
認
め
る
如
く
、
代
理
説
も
そ
れ
だ
け
と
し
て
見
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
於

け
る
ロ
ト
マ
ー
ル
の
問
題
の
提
起
の
仕
方
も
一
応
可
能
な
わ
け
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
団
体
説
を
是
認
す
る
限
り
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の

言
へ
る
が
如
く
、
現
行
法
上
の
問
題
は
、「
強
行
的
規
範
的
機
能
が
、
或
は
単
に
債
権
的
機
能
が
、
孰
れ
が
労
働
協
約
の
法
律
効
果
と

し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
か
？
」
に
存
す
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
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次
に
、
一
歩
一
歩
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
ロ
ト
マ
ー
ル
批
判
の
跡
に
従
つ
て
進
む
こ
と
に
す
る
。

（
イ
）
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
が
、
獨
民
三
九
九
条
か
ら
労
働
協
約
のU

nabdingbarkeit

を
演
繹
せ
ん
と
す
る
の
に

対
し
て
、
次
の
如
く
論
難
す
る
。
即
ち
、
労
働
協
約
は
、
実
定
法
上
の
一
現
象
で
あ
る
以
上
、
現
行
法
の
下
に
於
て
認
め
ら
れ
て
居
る

法
律
的
類
型
（Rechtsfigur

）
の
一
つ
の
下
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
労
働
協
約
に
於
て
は
、
雇
傭
者
は
労
働
者
団
体
に
対
し
て
、

凡
ゆ
る
協
約
規
範
に
反
す
る
行
為
、
特
に
協
約
違
反
の
労
働
契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
を
負
う
。
所
で
、
こ
う
し
た
義
務
は
、

そ
れ
が
一
定
の
客
体
に
関
す
る
場
合
に
は
、
現
行
法
で
は
、
私
人
の
意
思
に
基
く
譲
渡
禁
止
と
し
て
認
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、

か
ゝ
る
自
ら
に
課
し
た
法
律
行
為
締
結
の
自
由
の
制
限
規
定
た
る
点
に
於
て
両
者
は
同
じ
類
型
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
、

か
ゝ
る
処
分
制
限
に
反
す
る
契
約
が
無
効
で
な
い
事
は
、
普
通
法
か
ら
の
精
神
で
あ
り
、
現
行
法
に
於
て
も
、
そ
れ
は
民
法
一
三
七
条

に
表
現
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
所
で
、
三
九
九
条
に
つ
い
て
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
如
く
市
民
法
の
普
遍
的
な
る
精
神
と
解
す
べ

き
で
は
な
く
、
却
て
法
律
自
身
が
例
外
を
明
定
せ
る
場
合
な
の
で
あ
る
。
従
て
、
一
般
的
に
は
、
処
分
制
限
に
反
す
る
契
約
は
無
効
な

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
有
効
に
成
立
し
、
唯
、
一
定
の
請
求
権
が
生
ず
る
の
み
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
ひ
百
歩
を

譲
つ
て
、
禁
止
契
約
に
反
す
る
契
約
が
無
効
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
民
法
一
三
九
条
に
よ
つ
て
、
一
つ
の
契
約
が
全
部
無
効
な
る
場

合
と
、個
々
の
協
定
の
無
効
に
も
拘
ら
ず
全
契
約
は
存
続
す
る
場
合
と
が
考
へ
ら
れ
、前
の
場
合
に
は
、「
一
般
に
契
約
法
は
妥
当
せ
ず
、

不
当
利
得
に
関
す
る
法
律
が
妥
当
す
る
」
の
で
あ
り
、
此
の
場
合
に
は
、「
無
効
な
る
為
内
容
空
虚
と
な
れ
る
協
定
の
法
的
内
容
を
充

す
も
の
は
法
律
の
補
充
的
規
範
で
あ
り
、当
事
者
が
排
除
せ
ん
と
欲
し
た
先
在
的
規
定
が
、こ
の
空
虚
を
充
す
の
で
は
な
い
。」だ
か
ら
、

譲
渡
禁
止
の
理
論
か
ら
、
労
働
協
約
のU

nabdingbarkeit

を
導
か
ん
と
す
る
ロ
ト
マ
ー
ル
は
二
重
の
誤
解
を
な
し
て
居
る
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
ゝ
に
述
べ
ら
れ
た
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
批
判
は
勿
論
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
独
民
三
九
九
条
は
、
か
く
て
労
働
協
約
の

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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U
nabdingbarkeit

を
導
く
根
拠
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
ロ
）
ロ
ト
マ
ー
ル
が
、「
当
事
者
は
労
働
規
範
の
強
行
的
効
力
を
意
識
す
る
、
従
て
、
か
ゝ
る
強
行
的
効
力
は
労
働
協
約
に
容
認

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
強
行
的
規
範
的
効
力
を
意
欲
す
る
か
、
或
は
単
な
る
債
権
的

効
力
を
欲
す
る
か
疑
は
し
い
の
み
な
ら
ず
、
大
抵
の
場
合
は
、
む
し
ろ
こ
の
点
に
つ
い
て
明
示
的
意
思
表
示
は
全
く
存
し
て
居
な
い
の

で
あ
る
、
然
も
、
た
と
ひ
か
ゝ
る
個
別
的
な
場
合
に
於
て
強
行
的
規
範
的
機
能
へ
の
意
思
が
表
現
さ
れ
て
居
た
と
し
て
も
、
問
題
は
、

当
事
者
が
如
何
な
る
法
律
効
果
を
意
欲
し
た
か
に
よ
つ
て
、
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
蓋
し
、
当
事
者
の
意
思
は
成
程
事
実
的
意

味
に
於
け
る
如
何
な
る
行
為
が
存
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
だ
ら
う
け
れ
ど
も
、
個
々
の
場
合
に
於
け
る
法
的
効
力
の
種
類
及
形
態
に
つ

い
て
は
断
じ
て
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
む
し
ろ
、
決
定
的
な
問
題
は
、
実
定
法
が
、
表
示
さ
れ
た
る
意
思
に
従
ひ
得

る
や
、
に
存
す
る
、
と
な
し
て
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
意
思
あ
り
、
故
に
法
律
効
果
あ
り
、
と
し
て
、
私
的
自
治
を
根
源
的
意
識
の
次
元
に
於
て
観
、
却
て
法
を
か
ゝ
る

私
的
自
治
に
対
す
る
制
限
と
し
て
捉
へ
て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
そ
れ
と
区
別
の
上
に
於
て
観
、
法
を
私
的
自
治

の
成
り
立
つ
地
盤
と
し
て
把
握
す
る
の
で
あ
る
。
法
的
制
度
が
、
歴
史
的
社
会
的
現
実
存
在
の
云
は
ゞ
上
部
構
造
と
し
て
特
殊
な
る
契

機
を
な
す
が
故
に
、
下
部
を
支
配
す
る
諸
原
理
に
よ
つ
て
根
本
的
に
規
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
る
に
、
近
代
法
体

系
に
於
け
る
私
法
原
理
は
、
自
由
平
等
な
る
抽
象
的
主
体
と
し
て
の
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
〔hom

o econom
ics

〕
と
、
彼
等
が
商

品
の
ト
レ
ー
ガ
ー
〔T

räger

〕
と
し
て
交
渉
す
る
自
由
な
る
契
機
と
を
要
請
す
る
市
民
社
会
の
原
理
を
根
源
と
す
る
が
故
に
、
そ
れ

に
呼
応
し
て
抽
象
的
な
る
ホ
モ
・
ユ
ー
リ
ス
〔hom

o juris

〕
と
、
契
約
自
由
乃
至
は
私
的
自
治
の
原
則
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
。
然
し
、
そ
れ
故
に
却
て
私
的
自
治
は
既
に
私
法
的
秩
序
の
中
に
措
定
さ
れ
た
る
法
的
概
念
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
、

表
示
さ
れ
た
る
意
思
は
、
法
律
制
度
に
よ
つ
て
始
め
て
法
的
意
味
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
8
）

（
9
）

（
10
）

80

獨協法学第115号（2021年８月）

― ―



（
ハ
）
ロ
ト
マ
ー
ル
が
、「
労
働
協
約
の
債
権
に
よ
つ
て
、
労
働
者
側
に
於
て
は
、
合
有
的
請
求
権
（A

nspruch zur gesam
ten 

H
and

）
を
発
生
せ
し
め
る
関
係
が
創
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
合
有
的
に
統
合
さ
れ
て
〔
い
〕
る
も
の
の
一
人
は
、
た
ゞ
独
り
に
て

労
働
協
約
に
基
く
請
求
権
を
処
分
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
し
て
居
る
も
の
と
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
解
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対

し
て
は
、（
ⅰ
）
そ
れ
は
権
利
能
力
な
き
社
団
に
つ
い
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
権
利
能
力
あ
る
場
合
に
は
妥
当
せ
ず
、（
ⅱ
）
権
利
能
力

な
き
社
団
の
場
合
に
於
て
も
、
労
働
契
約
に
於
け
る
当
事
者
の
意
思
表
示
は
労
働
協
約
に
基
く
請
求
権
の
処
分
を
包
含
す
る
も
の
で
は

な
い
、
即
ち
、「
雇
傭
者
と
労
働
者
と
は
労
働
協
約
に
反
す
る
個
別
的
契
約
を
締
結
す
る
と
き
、
労
働
協
約
を
一
般
に
変
更
せ
ん
と
欲

す
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
協
約
の
法
律
的
存
立
に
は
毫
も
触
れ
ざ
る
所
の
契
約
の
合
意
た
る
の
み
で
あ
つ
て
、
従
て
労
働
契
約
の
違

法
で
は
あ
る
が
、
そ
の
解
除
で
は
な
い
。」）
と
し
て
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
批
評
は
全
く
見
当
違
ひ
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
労
働
者
側
に
彼
の
所
謂
「
合
有
的
請
求
権
」
を
＊
〔
発
？
〕

生
せ
し
め
る
労
働
協
約
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
に
於
て
は
、
決
し
て
考
へ
ら
れ
て
居
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
成
程
、
ロ
ト
マ
ー
ル
は
多
数

体
の
意
思
の
尊
重
さ
る
べ
き
事
を
欲
求
し
〔
て
〕
ゐ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
労
働
者
の
意
思
に
よ
つ
て
多
数
の
労
働
者
が

共
同
に
着
手
せ
る
意
思
が
蹂
躙
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
法
的
確
信
を
表
現
し
て
は
ゐ
る
の
で
あ
る
、
然
し
彼
に
於
て
は
協
約
当
事

者
は
依
然
と
し
て
個
々
の
労
働
者
で
あ
り
組
合
の
規
定
の
適
用
な
ど
は
思
ひ
も
及
ば
ぬ
所
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
云
は
ば
、
団
体
説
に

於
け
る
如
く
、
法
的
構
成
に
つ
い
て
、
技
術
的
な
整
理
が
な
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
ロ
ト
マ
ー
ル
が
、「
労
働
協
約
に
反
す

る
労
働
契
約
を
有
効
と
す
る
と
き
は
、
上
〔
述
〕
の
や
う
に
多
数
者
に
よ
つ
て
締
結
さ
れ
た
契
約
の
効
力
を
剥
ぎ
取
る
こ
と
に
な
る
。

さ
れ
ば
、
か
ゝ
る
労
働
協
約
に
反
す
る
労
働
契
約
は
、
契
約
で
は
あ
る
が
、
―
―
そ
の
契
約
当
事
者
の
一
方
（
例
へ
ば
雇
傭
者
）
と
、

そ
の
相
手
方
の
仲
間
（
例
へ
ば
他
の
労
働
者
）
と
の
関
係
に
於
て
は
―
―
労
働
協
約
の
一
方
的
な
解
除
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

か
ゝ
る
解
除
は
自
由
に
な
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
＊
＊
〔
云
い
？
〕、「
労
働
協
約
が
設
定
せ
る
契
約
自
由
の
制
限
は
、
多
数

（
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者
が
共
同
的
に
建
て
た
所
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
故
に
、
か
ゝ
る
多
数
者
中
の
個
別
者
の
同
意
は
、
こ
の
制
限
を
破
壊
し
て
契
約
自
由

を
回
復
す
る
に
足
る
も
の
と
す
れ
ば
、
矛
盾
も
甚
だ
し
い
。」
と
論
ず
る
と
き
、
当
事
者
論
に
於
て
代
理
説
を
と
る
彼
と
し
て
は
、
労

働
協
約
の
法
源
性
を
基
礎
付
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
協
約
目
的
を
貫
徹
し
得
る
が
故
に
、
以
上
の
如
く
法
的
確
信
を
主
張
し
、
実
質

的
に
協
約
解
除
に
導
く
、
協
約
違
反
の
労
働
契
約
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
批
評
は
、
彼
を
深
く
理

解
せ
る
も
の
と
は
言
ひ
難
い
。
既
に
団
体
説
を
と
る
者
に
対
し
て
の
み
向
け
ら
れ
得
る
批
評
で
あ
る
。

（
ニ
）〔
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
〕
労
働
協
約
のU

nabdingbarkeit

を
従
業
規
則
か
ら
類
推
せ
ん
と
す
る
ロ
ト
マ
ー
ル
の
見
解
に
対
し

て
次
の
如
く
論
難
す
る
。

（
い
）
ロ
ト
マ
ー
ル
の
考
へ
る
如
く
、
従
業
規
則
は
、
解
釈
上
強
行
的
規
範
的
効
力
を
有
し
え
る
や
？
ロ
ト
マ
ー
ル
が
そ
れ
を
認

め
る
根
拠
と
し
て
居
る
工
業
法
の
第
一
三
四
条
の
第
一
項
及
同
条
ａ
第
三
項
は
果
し
て
ロ
ト
マ
ー
ル
の
解
す
る
如
く
強
行
的
効
力
を
認

め
た
規
定
で
あ
る
と
見
ら
る
べ
き
や
？
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
そ
れ
を
否
定
す
る
。
即
ち
、「
従
業
規
則
ノ
内
容
ハ
、
法
律
ニ
反
セ
ザ
ル

モ
ノ
タ
ル
限
リ
、
雇
傭
者
及
労
働
者
ヲ
拘
束
ス
」
と
な
せ
る
工
業
法
第
一
三
四
条
Ｃ
第
一
項
は
、
単
に
、
雇
傭
者
が
従
業
規
則
に
於
て

な
せ
る
一
方
的
処
分
に
拘
束
さ
れ
る
と
言
ふ
事
（
そ
れ
が
一
方
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
的
な
民
法
に
於
て
は
個
々
の
場
合
に
そ

れ
を
撤
回
し
得
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、）
及
、
こ
の
一
方
的
処
分
の
内
容
は
労
働
者
が
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
、
こ
れ
を
認
識
せ
る
と

否
と
を
問
は
ず
労
働
者
に
妥
当
す
る
と
云
う
事
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
ず
、
強
行
的
効
力
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
又
、「
従
業
規

則
ノ
内
容
ノ
変
更
ハ
、
追
加
規
則
ノ
発
布
又
ハ
従
来
ノ
モ
ノ
ニ
代
ハ
ル
べ
キ
新
従
業
規
則
ノ
発
布
ノ
方
向
ニ
ヨ
ツ
テ
ノ
ミ
、
之
ヲ
為
ス

事
ヲ
得
ル
」と
規
定
し
て
居
る
工
業
法
第
一
三
四
条
ａ
第
三
項
を
根
拠
と
し
て
、ロ
ト
マ
ー
ル
が
、「
そ
の
内
容
が
従
業
規
則
に
違
反
し
、

且
つ
同
様
に
充
分
有
効
な
る
所
の
労
働
契
約
が
、
総
て
の
被
傭
者
或
は
そ
の
多
数
者
と
締
結
さ
れ
る
な
ら
ば
、
労
働
契
約
に
よ
る
従
業

規
則
の
内
容
変
更
が
、
工
業
法
第
一
三
四
条
ａ
第
三
項
に
規
定
さ
れ
た
場
合
と
同
様
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。」
と
の
理
由
か
ら
、

（
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従
業
規
則
の
強
行
的
規
範
的
効
力
を
論
議
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、
従
業
規
則
の
妥
当
性
と
実
効
性
と
を
区
別
す
る
立
場
か
ら

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
批
判
す
る
。
即
ち
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
解
釈
は
、
従
業
規
則
の
二
つ
の
機
能
、
即
ち
妥
当
性
（Gültigkeit

）
と
実

効
性
（W

irksam
keit

）
と
を
区
別
し
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
両
者
は
識
別
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
従
業
規
則
は
、
そ
れ
が
規
範
と

し
て
の
意
義
を
有
す
る
限
り
は
妥
当
性
を
も
ち
、
そ
れ
が
個
々
の
場
合
に
於
て
も
事
実
上
適
用
せ
ら
る
ゝ
と
き
は
実
効
性
を
も
つ
の
で

あ
る
。」
然
る
に
、「
工
業
法
第
一
三
四
条
ａ
第
三
項
は
、
そ
の
文
言
に
見
ら
る
ゝ
如
く
、
単
に
従
業
規
則
の
変
更
は
如
何
に
し
て
可
能

で
あ
る
か
の
問
題
に
の
み
関
す
る
の
で
あ
つ
て
、
当
事
者
は
こ
の
規
範
の
適
用
に
対
し
て
如
何
な
る
容
態
を
と
り
得
る
か
又
採
ら
ん
と

欲
す
る
か
の
問
題
に
迄
及
べ
る
も
の
で
は
な
い
。」
然
る
に
、
従
業
規
則
の
内
容
に
反
す
る
労
働
契
約
は
、
従
業
規
則
の
内
容
を
変
更

す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
当
該
場
合
に
対
す
る
そ
の
実
効
性
を
排
除
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
て
、「
一
経
営
内
に
於
け

る
全
部
の
労
働
契
約
が
従
業
規
則
の
内
容
に
反
す
る
と
き
と
雖
も
、
従
業
規
則
の
内
容
を
了
け
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
事
は
、
従
業

規
則
の
内
容
に
反
す
る
労
働
契
約
が
処
せ
ら
れ
た
る
と
き
は
、従
業
規
則
の
内
容
が
、直
ち
に
再
び
規
準
と
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
判
る
。」

以
上
の
如
き
が
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
議
論
で
あ
る
。

凡
そ
、
法
律
規
定
の
解
釈
―
―
法
規
の
実
定
法
秩
序
の
中
に
於
け
る
論
理
的
意
味
構
造
の
理
解
―
―
に
於
て
、
そ
の
規
定
を
強
行
法

規
と
見
る
や
任
意
法
規
と
把
え
る
や
は
、
歴
史
的
社
会
的
人
間
た
る
解
釈
主
体
の
法
的
要
請
に
よ
つ
て
目
的
論
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
。

然
る
に
今
両
者
を
見
る
に
、
ロ
ト
マ
ー
ル
に
於
て
は
、
労
働
協
約
のU

nabdingbarkeit

を
承
認
す
る
為
の
形
式
的
妥
当
根
拠
を
こ
ゝ

に
求
め
、
両
者
に
共
通
す
る
根
本
原
則
と
し
て
、
両
者
の
強
行
的
規
範
性
が
要
求
さ
れ
て
居
る
事
を
主
張
し
、
そ
れ
が
法
的
確
信
に
よ

つ
て
支
持
さ
れ
て
居
る
も
の
と
断
定
し
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
に
よ
つ
て
否
定
さ
れ
た
労
働
協
約
の

従
業
規
則
に
対
す
る
優
位
を
肯
定
せ
ん
と
す
る
要
請
の
下
に
、
却
て
従
業
規
則
の
実
効
性
は
排
除
し
得
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
も
の

と
見
ら
れ
得
や
う
。
両
氏
の
理
論
に
つ
い
て
、
吟
味
す
べ
き
問
題
が
伏
在
し
て
ゐ
る
。

（
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第
一
は
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
如
く
、
労
働
契
約
に
よ
つ
て
従
業
規
則
の
実
効
性
を
排
除
し
得
る
と
す
る
見
解
が
支
持
し
得
ら
れ
る

や
〔
否
や
〕
で
あ
る
。
彼
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
、「
従
業
規
則
は
、
雇
傭
者
の
単
な
る
意
思
決
定
の
代
り
に
規
範
を
定
立
せ
ん
と
す
る

道
へ
の
―
―
た
と
ひ
、
こ
の
規
範
が
単
に
自
己
定
立
的
で
あ
つ
た
と
し
て
も
―
―
第
一
歩
で
あ
る
。」
然
る
に
、
そ
の
実
効
性
が
排
除

さ
れ
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
排
除
す
る
所
の
労
働
契
約
に
於
て
は
再
び
雇
傭
者
の
「
単
な
る
意
思
決
定
」
が
現
実
に
は
支
配
し

て
〔
い
〕
る
事
難
無
し
と
す
れ
ば
、
彼
が
従
業
規
則
に
認
め
ん
と
す
る
機
能
は
意
味
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
成
程
、
従
業
規
則
に
対
す
る

労
働
協
約
も
優
位
を
認
め
る
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
協
約
の
締
結
に
よ
つ
て
よ
り
よ
き
仕
方
に
よ
つ
て
「
単
な
る
意
思
決
定
」

を
排
し
得
る
と
な
す
〔
の
〕
で
あ
ら
う
が
、
協
約
無
き
場
合
に
於
て
、
或
は
存
し
て
も
限
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
存
す
る
場
合

に
於
て
、
特
に
又
未
組
織
の
労
働
者
の
場
合
に
於
て
、
彼
は
全
く
「
雇
傭
者
の
単
な
る
意
思
決
定
」
に
場
所
を
与
へ
ざ
る
を
得
な
い
。

又
、
彼
が
、
従
業
規
則
は
雇
傭
者
の
絶
対
権
行
使
の
結
果
〔
で
〕
あ
り
、
然
る
に
、
か
ゝ
る
個
々
の
絶
対
権
は
協
定
に
よ
つ
て
そ
の
行

使
が
排
除
さ
れ
ざ
る
限
り
に
於
て
の
み
作
用
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
業
規
則
の
実
効
性
は
労
働
契
約
な
る
協

定
に
よ
つ
て
排
除
し
得
る
、
と
な
せ
る
は
、
従
業
規
則
の
制
定
が
義
務
化
さ
れ
て
ゐ
る
理
由
を
全
く
理
解
せ
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
蓋

し
、
そ
れ
は
、「
単
な
る
意
思
決
定
」
か
ら
経
済
的
弱
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
協
定
が
形
式
的
自

由
平
等
主
体
の
間
に
行
は
れ
な
が
ら
、
実
質
的
不
自
由
不
平
等
の
関
係
に
於
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
反
省
せ
る
結
果
の
主
体
に
外
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、「
資
本
家
階
級
に
多
少
と
も
残
れ
る
羞
恥
心
に
訴
へ
た
も
の
」
で
あ
る
と
、
乃
至
は
漸
く
覚
え
た
恐
怖
心
に

想
へ
た
も
の
で
あ
る
と
、
或
は
本
来
具
有
す
る
彼
等
の
狡
智
を
そ
ゝ
の
か
し
た
る
も
の
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
利
害
が
義
務
付
け

ら
れ
て
居
る
。
従
業
規
則
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
の
所
謂
「
弱
き
契
約
当
事
者
の
利
益
の
為
に
」
強
行
的
規
範
性
を
要
請
す
る
も
の
と
な
す

こ
と
は
、
社
会
的
に
真
実
な
る
法
解
釈
で
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
弱
き
契
約
当
事
者
の
利
益
に
反
せ
ざ
る
限
り

は
、
必
ず
し
も
そ
の
強
行
的
規
範
性
を
要
請
す
る
も
の
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
よ
り
良
き
条
件
を
定
め
た
る
労
働
協
約
を
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も
、
従
業
規
則
に
対
し
て
劣
位
に
置
か
ん
と
す
る
ロ
ト
マ
ー
ル
の
見
解
は
支
持
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
さ
れ
ば
、「
一
度
び
、
従
業
規

則
が
為
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
に
反
す
る
規
定
は
、
労
働
者
に
と
つ
て
有
利
な
る
も
の
ゝ
外
は
、
効
力
を
有
ち
得
な
い
と
見
る
べ
き

で
あ
ら
う
。」
と
す
る
後
藤
氏
の
見
解
は
優
れ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
云
は
ゞ
従
業
規
則
を
最
低
条
件
を
定
め
た
る
も
の

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
従
業
規
則
の
強
行
的
規
範
性
か
ら
、
果
し
て
労
働
協
約
の
そ
れ
を
類
推
し
得
る
や
否
や
？　

ロ
ト
マ
ー
ル
は
、「
一
方
性
と
双
方
性
と
の
差
異
」か
ら
、よ
り
強
き
理
由
を
以
て
そ
れ
を
肯
定
し
た
こ
と
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
が
、

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
類
推
の
可
能
性
そ
の
も
の
に
就
い
て
論
ず
る
〔
と
〕
共
に
従
業
規
則
に
強
行
的
規
範
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
そ
の
上
に
立
脚
せ
る
ロ
ト
マ
ー
ル
の
一
連
の
理
由
に
対
す
る
論
駁
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
て
居
る
。
従
て
、
こ
の
問
題
に
迄
筆
を
進

め
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

凡
そ
、
類
推
が
成
り
立
つ
為
に
は
、
同
一
の
法
的
類
型
に
包
摂
せ
ら
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
法
的
類
型
の

論
理
的
構
造
た
る
法
律
秩
序
の
理
解
は
、
科
学
性
を
担
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
然
る
に
、
従
業
規
則
は
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
指
摘
し

た
る
が
如
く
、
雇
傭
者
の
絶
対
権
の
行
使
の
結
果
制
定
さ
れ
た
る
規
範
で
あ
り
、
た
と
ひ
国
家
に
よ
つ
て
そ
の
制
定
を
法
的
に
義
務
付

け
ら
れ
て
居
る
に
し
て
も
、
著
る
し
く
温
情
的
乃
至
は
上
か
ら
〔
課
せ
ら
れ
た
と
〕
の
性
格
を
濃
厚
に
有
す
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

く
、
そ
れ
を
闘
争
的
性
格
を
帯
有
す
る
労
働
協
約
と
同
じ
法
的
類
型
に
於
て
見
る
こ
と
は
抽
象
的
た
る
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
成
程
、

両
者
は
、
階
級
的
関
係
に
決
定
的
に
規
定
さ
れ
つ
ゝ
、
総
資
本
の
立
場
か
ら
の
社
会
政
策
の
要
請
に
よ
つ
て
法
的
意
味
を
担
は
せ
ら
れ

る
と
云
う
事
態
に
於
て
は
一
応
同
じ
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
従
業
規
則
に
於
て
は
、
部
分
社
会
に
於
け
る
雇
傭
者
の
支
配
的
地
位

を
認
め
、
国
家
的
に
そ
れ
を
監
督
せ
ん
と
す
る
関
係
に
於
て
法
的
意
味
を
具
有
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
た
る
に
対
し
、
労
働
協
約
に
於
て

は
、
部
分
社
会
に
於
け
る
労
資
の
勢
力
的
対
立
を
承
認
し
、
こ
れ
に
対
し
て
国
家
的
見
地
か
ら
規
準
を
与
へ
ん
と
す
る
関
係
に
於
て
ゞ

（
19
）
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あ
る
。
両
者
に
於
け
る
国
家
の
立
法
は
前
者
に
於
て
は
、
雇
傭
者
の
利
潤
に
対
す
る
渇
望
に
よ
つ
て
摩
滅
せ
ら
れ
る
労
働
力
を
保
護
せ

ん
と
す
る
総
資
本
の
立
場
か
ら
志
向
せ
ら
れ
、
後
者
に
於
て
は
、
労
働
闘
争
に
よ
る
労
働
力
の
消
耗
、
反
資
本
主
義
そ
の
も
の
ゝ
動
揺

を
考
慮
せ
る
総
資
本
の
立
場
か
ら
志
向
せ
ら
れ
る
。
ロ
ト
マ
ー
ル
が
、「
一
方
性
と
双
方
性
と
の
差
異
」
か
ら
当
然
の
類
推
を
肯
定
せ

ん
と
す
る
は
根
源
的
法
意
識
と
し
て
充
分
尊
重
す
べ
き
に
も
拘
ら
ず
、
立
法
意
思
の
実
在
た
る
実
定
法
の
形
式
的
―
―
法
典
的
秩
序
に

於
け
る
類
型
と
し
て
の
従
業
規
則
か
ら
そ
の
形
式
的
妥
当
根
拠
を
引
き
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ろ
）
以
上
の
如
き
両
氏
の
解
釈
の
差
異
は
、
工
業
法
第
一
三
四
条
ｃ
第
二
項
の
規
定
の
解
釈
の
差
異
の
基
礎
を
な
し
て
居
る
。

同
条
は
、「
従
業
規
則
並
ニ
第
一
二
三
条
及
第
一
二
四
条
ノ
規
定
セ
ル
モ
ノ
以
外
ノ
解
雇
原
因
及
離
脱
原
因
ヲ
労
働
契
約
ニ
於
テ
規
定

ス
ル
事
ヲ
得
ス
。
従
事
規
則
ノ
規
定
セ
ル
モ
ノ
以
外
ノ
罰
ヲ
労
働
者
ニ
課
ス
ル
事
ヲ
得
ス
。」
と
規
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

二
つ
の
場
合
を
ロ
ト
マ
ー
ル
は
例
示
的
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
例
外
例
で
あ
る
と
見
て
居
る
。

（
は
）
前
述
の
例
に
於
て
多
少
触
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
両
氏
に
於
て
は
、
労
働
協
約
と
従
業
規
則
と
が
衝
突
す
る
場
合
孰
れ
が

優
先
す
べ
き
か
、
に
つ
い
て
全
く
別
の
論
理
か
ら
、
全
く
別
の
結
論
に
達
し
て
居
る
。
ロ
ト
マ
ー
ル
は
、
工
業
法
第
一
三
四
条
Ｃ
第
一

項
の
規
定
を
根
拠
と
し
て
、
法
律
の
規
定
に
反
せ
ざ
る
限
り
は
、
従
業
規
則
は
労
働
協
約
と
衝
突
し
て
も
そ
の
効
力
は
妨
げ
ら
れ
な
い

と
す
る
、
と
な
し
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
従
業
規
則
の
重
要
性
と
実
効
性
と
を
分
け
る
立
場
か
ら
、「
労
働
契
約
は
、
従
業
規
則
の

内
容
に
反
し
て
締
結
せ
ら
れ
得
る
の
み
な
ら
ず
、
従
業
規
則
の
内
容
に
矛
盾
す
る
労
働
協
約
の
規
定
に
従
て
も
亦
締
結
せ
ら
れ
得
る
。

そ
れ
故
に
、
従
業
規
則
の
妥
当
性
に
も
拘
ら
ず
従
業
規
則
の
領
域
内
に
於
て
締
結
さ
れ
た
労
働
契
約
は
、
労
働
契
約
の
当
事
者
が
明
示

的
に
労
働
協
約
の
内
容
に
一
致
す
る
な
ら
ば
、
労
働
協
約
の
内
容
に
従
て
締
結
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」
と
な
し
、
唯
問
題
は
か
ゝ
る

明
示
的
意
思
表
示
が
な
く
黙
示
的
で
し
か
な
い
場
合
で
あ
り
、
か
ゝ
る
場
合
に
は
労
働
契
約
に
関
し
て
、
規
定
根
拠
の
競
合
が
存
す
る

が
、「
か
ゝ
る
競
合
は
、
従
業
規
則
の
内
容
に
非
ず
し
て
、
労
働
規
範
（A

rbeitsnorm

）
の
内
容
に
優
位
が
与
へ
ら
れ
る
と
云
う
方

（
20
）

（
21
）
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法
に
よ
つ
て
の
み
調
整
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
労
働
規
範
の
か
ゝ
る
優
越
的
地
位
は
民
法
第
一
五
七
条
か
ら
生
ず
る
。」
勿
論
工
業
法
第

一
三
四
条
Ｃ
第
二
項
に
規
定
さ
れ
る
二
つ
の
場
合
及
従
業
規
則
が
同
時
に
行
政
処
分
の
性
格
を
も
つ
場
合
は
例
外
で
あ
る
。「
そ
れ
故

か
ゝ
る
場
合
に
の
み
、
労
働
規
範
の
実
効
性
の
性
格
は
そ
の
限
界
を
見
出
す
の
で
あ
る
。」
と
断
じ
て
居
る
。

既
述
の
如
く
、従
業
規
則
は
最
低
条
件
を
規
定
せ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
範
囲
に
於
て
は
強
行
的
規
範
性
を
有
す
る
と
解
釈
す
る
我
々

の
見
地
か
ら
は
、
工
業
法
第
一
三
四
条
Ｃ
第
二
項
は
例
示
的
で
あ
り
、
被
傭
者
に
と
つ
て
、
よ
り
良
き
条
件
が
労
働
協
約
に
於
て
規
定

さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
が
同
条
の
場
合
に
於
て
も
亦
労
働
協
約
が
優
先
す
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
、
労
働
契
約
の
当
事
者
の
明
示
的
な
意
思
表
示
が
な
い
場
合
、
信
義
誠
実
の
原
則
を
採
用
せ
ん
と
す
る
論
理
的
根
拠
が
、
我
々
の

立
場
に
於
て
の
み
充
分
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
がGuten Sitten

〔
善

良
の
風
俗
〕
で
は
な
く
、T

reu und Glauben
〔
信
義
誠
実
〕
を
援
用
し
た
る
は
、
解
釈
論
上
、
よ
り
深
き
真
実
性
を
担
う
も
の
で
あ

ら
う
。

（
ホ
）
か
く
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
労
働
協
約
の
規
範
的
機
能
は
現
行
法
上
は
法
源
的
な
強
行
的
作
用
を
持
た
な
い
の
で
あ
り
、

そ
の
妥
当
は
債
権
的
に
の
み
保
障
さ
れ
て
居
る
と
な
す
の
で
あ
る
。

「
労
働
協
約
は
、
労
働
規
範
に
相
応
し
て
振
舞
う
べ
き
こ
と
を
、
そ
の
当
事
者
に
義
務
付
け
る
。
労
働
協
約
の
当
事
者
が
一
定
の
態

度
に
か
く
の
如
く
債
権
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
の
中
に
、
労
働
協
約
の
特
性
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
個
々
の
場
合
に
於
て
そ
の

適
用
が
労
働
契
約
の
当
事
者
の
自
由
な
、
そ
し
て
拘
束
さ
れ
ざ
る
意
思
に
基
礎
を
も
ち
、
且
つ
そ
の
意
味
が
補
助
的
な
る
妥
当
性
に
尽

き
て
〔
い
〕
る
が
如
き
労
働
規
律
（A

rbeitsreglem
ent

）
の
単
な
る
表
式
か
ら
、
労
働
協
約
を
鋭
く
区
別
す
る
所
の
特
性
で

あ
る
。」　

か
く
て
、
彼
の
理
論
は
、
労
働
協
約
の
債
権
的
機
能
に
移
る
。

（
22
）

（
23
）（
24
）
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（
ⅱ
）
労
働
協
約
の
債
権
的
機
能
に
つ
い
て

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
先
ず
、「
債
権
的
機
能
に
よ
つ
て
与
へ
ら
れ
る
法
律
関
係
の
外
的
状
況
に
つ
い
て
の
一
般
的
特
徴
」
と
し
て
、

（
ⅰ
）
労
働
協
約
締
結
者
が
義
務
付
け
ら
れ
る
事
、
即
ち
雇
傭
者
側
に
於
て
は
雇
傭
者
個
人
又
は
多
数
の
雇
傭
者
で
あ
り
、
労
働
者
側

で
は
労
働
者
団
体
又
は
多
く
の
労
働
者
団
体
で
あ
る
事
（
ⅱ
）
無
形
式
の
同
意
に
よ
つ
て
労
働
協
約
が
効
力
を
持
つ
と
云
う
事
（
ⅲ
）

原
則
と
し
て
労
働
協
約
の
有
効
期
間
は
協
約
そ
の
も
の
ゝ
中
に
定
め
ら
れ
て
居
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
や
が
て
、
雇
傭
者
の
義
務
、
労

働
者
団
体
の
義
務
及
協
約
違
反
の
効
果
の
三
つ
の
見
地
か
ら
、
労
働
協
約
の
債
権
的
機
能
に
つ
い
て
詳
細
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
ゝ
で
は
縷
述
を
避
け
社
会
的
に
重
要
な
る
意
味
を
も
つ
事
項
に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
を
考
察
す
る
に
止
め
る
。

（
イ
）
債
権
者
の
義
務
の
法
律
的
＊
源

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
理
論
は
、既
に
後
藤
教
授
の
詳
細
な
る
紹
介
と
、シ
ャ
ー
ル
の
見
解
に
好
意
を
示
し
つ
ゝ

な
さ
れ
た
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
対
す
る
批
判
と
が
存
す
る
の
み
な
ら
ず
、
私
の
テ
ー
マ
が
労
働
協
約
が
強
行
的
規
範
性
を
有
し
得
る
や

を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
社
会
法
研
究
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
に
存
す
る
が
故
に
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
筆
を
早
め
る
こ
と
も
一
応
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、「
雇
傭
者
が
協
約
規
定
に
従
ひ
、
労
働
契
約
を
締
結
す
る
と
言
う
事
は
協
約
の
内
容
で
は
な
く
、
労
働
協
約

に
反
す
る
労
働
契
約
を
存
在
せ
し
め
な
い
と
言
う
事
が
協
約
の
内
容
で
あ
る
。
も
し
協
約
の
内
容
が
前
者
の
如
く
ん
ば
、
そ
れ
は
雇
傭

者
に
、
協
約
所
定
の
条
件
の
下
に
人
を
し
て
労
働
せ
し
む
る
義
務
を
課
す
る
労
働
契
約
と
何
等
異
る
所
な
き
も
の
と
な
る
。」
と
し
て
、

雇
傭
者
の
協
約
義
務
の
不
作
為
性
を
主
張
す
る
。
然
し
、
こ
の
不
作
為
義
務
に
は
、
純
粋
な
も
の
と
、「
債
権
的
義
務
と
結
び
つ
け
ら

れ
た
消
極
的
義
務
」
と
を
認
め
る
。
後
者
は
、「
不
作
為
義
務
の
履
行
に
よ
つ
て
到
達
さ
る
べ
き
状
態
が
、
た
ゞ
雇
傭
者
が
先
ず
一
定

の
積
極
的
行
為
を
な
す
事
に
よ
つ
て
の
み
作
り
出
さ
れ
得
る
よ
う
な
場
合
」
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
作
為
義
務
を
認
め
る
シ
ャ
ー
ル

（
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）

（
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）

（
27
）
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を
論
駁
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
成
功
し
て
ゐ
る
と
は
言
ひ
難
い
。

彼
が
、
大
量
解
雇
（M

assen K
ündigen

）
に
つ
い
て
抱
く
見
解
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。「
結
局
、
雇
傭
者
は
労
働
者
の
傭

入
及
解
雇
に
つ
い
て
は
完
全
な
る
自
由
を
有
す
る
。
…
…
然
し
、
こ
ゝ
に
問
題
が
あ
る
…
…
雇
傭
者
の
か
ゝ
る
自
由
は
大
量
解
雇
を
処

理
す
る
権
利
を
含
む
も
の
な
り
や
、
で
あ
る
。
大
量
解
雇
が
物
質
的
な
、
私
経
済
的
な
考
量
に
基
く
と
き
は
疑
も
な
く
こ
の
権
利
は
存

立
す
る
…
…
そ
れ
故
、
問
題
は
、
唯
か
ゝ
る
理
由
か
ら
で
は
な
く
て
、
闘
争
回
避
の
為
に
行
は
る
ゝ
場
合
に
、
か
ゝ
る
大
量
解
雇
が
法

的
に
は
如
何
に
判
断
す
べ
き
か
で
あ
る
。
…
…
雇
傭
者
の
か
ゝ
る
行
状
が
、
協
約
関
係
の
要
素
中
に
は
一
切
の
労
働
闘
争
を
遠
ざ
け
や

う
と
し
て
居
る
労
働
協
約
の
目
的
に
矛
盾
す
る
事
は
争
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
唯
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
既
に
現
行
法
上
そ
れ
に
対
し
て

法
的
＊
〔
反
？
〕
動
が
可
能
な
り
や
否
や
で
あ
る
。」「
私
の
意
見
は
、
労
働
協
約
の
理
念
に
鑑
み
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
従
て
、
あ

ら
ゆ
る
労
働
協
約
に
於
て
団
体
に
対
し
て
闘
争
目
的
の
為
に
す
る
か
ゝ
る
解
雇
は
な
さ
る
べ
か
ら
ず
と
す
る
協
定
が
黙
示
的
に
行
は
れ

て
居
る
と
す
る
見
解
を
正
し
い
と
す
る
。
…
…
だ
が
、
か
ゝ
る
黙
示
的
協
定
の
意
義
は
、
労
働
協
約
に
基
く
一
の
義
務
を
創
出
す
る
の

で
は
な
く
、
寧
ろ
、
雇
傭
者
は
労
働
協
約
の
有
効
期
間
中
は
労
働
契
約
の
以
下
の
如
き
解
雇
は
為
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
内
容
の
或
る
潜

在
的
労
働
規
範
の
観
念
（V

orstellung einer latent
＊ A

rbeitsnorm

）
を
基
礎
付
け
る
と
言
う
事
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
解
雇
と
云
う

の
は
、
雇
傭
者
が
、
協
約
締
結
に
関
係
せ
る
労
働
者
団
体
に
反
対
し
て
企
て
る
所
の
処
置
の
行
使
に
於
て
の
み
起
る
も
の
を
指
す
。
以

上
の
如
き
考
方
の
帰
結
は
、雇
傭
者
が
か
ゝ
る
解
釈
を
な
さ
せ
る
場
合
に
は
、彼
は
労
働
協
約
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
が
、実
に
か
ゝ

る
潜
在
的
労
働
規
範
に
基
い
て
締
結
せ
る
個
々
の
労
働
契
約
に
違
反
す
る
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
潜
在
的
労
働
規
範
の
承
認
は
現
行
法
上

疑
な
し
と
は
確
実
に
は
主
張
さ
れ
得
な
い
。」
我
々
は
、
彼
の
所
謂
「
階
級
的
労
働
規
範
」
に
強
い
関
心
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
は
、

雇
傭
者
の
協
約
義
務
の
不
作
為
性
を
主
張
し
、「
雇
傭
者
は
只
に
協
約
に
従
て
積
極
的
に
行
動
す
る
と
云
う
方
法
に
よ
つ
て
の
み
な
ら

ず
、
一
般
に
何
等
の
行
動
を
も
な
さ
ぬ
（
例
へ
ば
一
般
に
労
働
契
約
を
締
結
し
な
い
）
と
言
う
方
法
に
よ
つ
て
も
亦
、
不
作
為
義
務
を

（
29
）

（
30
）
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満
足
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。」
と
す
る
見
解
か
ら
、
雇
傭
者
に
解
雇
の
自
由
を
承
認
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
大
量
解
雇
を
許
さ
ず
、
と

せ
ん
が
為
に
、
終
に
形
式
的
妥
当
根
拠
を
有
せ
ざ
る
、
か
ゝ
る
潜
在
的
労
働
規
範
を
導
き
入
る
ゝ
に
至
つ
た
。
労
働
協
約
の
強
行
的
規

範
性
を
否
定
せ
ん
と
す
る
と
き
、
か
ゝ
る
潜
在
的
な
る
法
的
規
範
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
一
顧
を
与
へ
な
か
つ
た
彼
が
、
今
こ
ゝ
に
到

つ
て
、
た
と
ひ
法
的
効
力
に
於
て
微
弱
で
あ
る
と
は
云
え
、
何
等
か
形
式
的
妥
当
根
拠
な
き
法
的
規
範
を
承
認
せ
ん
と
し
て
居
る
こ
と

は
、
暗
示
深
い
こ
と
で
あ
る
。

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、「
協
約
に
還
元
す
る
行
為
を
為
さ
ざ
る
の
意
義
は
、
協
約
違
反
の
労
働
関
係
の
形
成
を
阻
止
す
べ
き
義
務
に

盡
き
る
。
か
く
て
、
労
働
協
約
に
基
く
雇
傭
者
の
義
務
は
労
働
協
約
に
適
合
せ
る
現
在
の
労
働
契
約
関
係
を
契
約
の
定
め
通
り
に
履
行

す
べ
き
義
務
を
包
含
し
な
い
。」
と
解
し
て
、
ロ
ト
マ
ー
ル
と
同
様
に
所
謂
「
実
行
義
務
」
を
否
定
せ
る
は
、
抽
象
的
た
る
を
免
れ
な
い
。

（
ロ
）
被
傭
者
団
体
の
義
務
、
就
中
、
平
和
義
務
に
つ
き
て
。

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
労
働
平
和
は
二
重
の
攻
撃
を
蒙
る
。
即
ち
、〔
そ
れ
ら
は
〕
労
働
者
団
体
に
よ
る
団
体
と
し
て
の
攻

撃
（
同
盟
絶
交
〔V

ersagenklärung

〕）
と
、
労
働
者
そ
の
も
の
に
よ
つ
て
も
亦
遂
行
さ
れ
る
攻
撃
（Streik

、
同
盟
絶
交
、
同
盟
罷

工
者
の
見
張
り
、
及
同
盟
絶
交
の
遵
守
）
と
に
外
な
ら
な
い
。「
従
て
、
労
働
平
和
の
保
障
が
法
的
に
達
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、

労
働
者
団
体
が
か
ゝ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
用
ひ
得
る
闘
争
手
段
の
適
用
に
於
て
、
妨
げ
ら
れ
る
と
云
う
こ
と
で
は
充
分
で
は
な
く
、

労
働
者
そ
の
も
の
に
よ
る
闘
争
手
段
の
適
用
も
亦
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
て
、
労
働
者
団
体
は
二
重
に
約
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
即
ち
（
１
）
労
働
者
団
体
そ
の
も
の
が
、
雇
傭
者
に
対
し
一
切
の
闘
争
行
為
を
止
め
る
で
あ
ら
う
と
言
う
事
、（
２
）
そ
の
構

成
員
も
亦
雇
傭
者
に
対
す
る
凡
ゆ
る
闘
争
行
為
を
止
め
る
で
あ
ら
う
と
言
う
事
で
あ
る
。」
か
ゝ
る
平
和
義
務
を
労
働
者
団
体
の
本
質

的
な
も
の
と
す
る
事
は
、
彼
が
労
働
協
約
締
結
の
根
本
的
目
的
と
し
て
平
和
目
的
を
認
め
る
事
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
。
か
ゝ
る
平
和
目

的
は
、
ロ
ト
マ
ー
ル
に
於
て
は
未
だ
意
識
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
所
で
あ
る
。
然
し
、
当
時
の
社
会
政
策
の
指
導
的
理
念
は
産
業
平
和

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）
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―
労
働
平
和
と
同
じ
事
が
、
総
資
本
の
立
場
か
ら
呼
ば
れ
た
言
葉
で
あ
る
―
―
で
あ
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。

上
述
の
如
く
、「
平
和
目
的
と
平
和
義
務
一
般
」
に
つ
い
て
論
じ
た
る
後
、「
平
和
義
務
の
範
囲
と
法
的
関
係
」
に
論
を
進
め
、「
特

殊
法
に
於
け
る
平
和
義
務
」
を
、「
労
働
平
和
そ
の
も
の
を
確
立
す
る
義
務
」
と
、「
そ
の
構
成
員
も
亦
労
働
平
和
を
確
立
す
る
こ
と
に

対
し
て
努
力
す
べ
き
義
務
」
と
に
分
け
て
考
察
し
、
最
後
に
、
平
和
義
務
を
、「
労
働
契
約
の
履
行
を
代
り
行
う
べ
き
義
務
」
及
「
協

約
規
範
に
適
合
せ
る
労
働
協
約
の
締
結
に
影
響
を
与
う
べ
き
義
務
」
か
ら
限
界
付
け
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
か
ゝ
る
展
開
の
後
、
情

熱
的
に
、
労
働
者
の
組
織
の
自
由
を
叫
び
、
そ
れ
の
み
が
最
も
よ
く
労
働
平
和
に
役
立
つ
も
の
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
居
る
。
然
し
、

平
和
義
務
に
つ
い
て
彼
が
詳
論
す
る
も
の
ゝ
中
〔
で
〕、
我
々
の
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
問
題
は
、
平
和
義
務
の
範
囲
に
関
し
て
存
す
る

で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
こ
の
問
題
は
、
労
働
者
が
階
級
的
立
場
か
ら
要
請
せ
ら
れ
る
平
和
破
壊
（
同
情
罷
業
、
政
治
的
ス
ト
ラ
イ
キ
等
の

場
合
の
如
し
）
や
、
或
は
協
約
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
事
項
以
外
の
為
の
平
和
破
壊
、
或
は
、
企
業
の
危
機
、
生
存
の
脅
威
に
際
し
余
儀

な
く
断
行
せ
ら
る
ゝ
平
和
破
壊
の
場
合
な
ど
に
於
て
、
労
働
平
和
は
如
何
な
る
範
囲
に
於
て
義
務
的
に
保
持
さ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
提

起
さ
れ
る
限
り
、
労
働
協
約
の
妥
当
性
の
限
界
の
問
題
と
し
て
、
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
故
、
我
々
は
、
考
察
を
こ
の
点

に
の
み
限
定
し
や
う
と
思
う
。
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
以
下
の
如
く
論
ず
る
。「
平
和
義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
協
約
の
内
容

が
決
定
す
る
。か
ゝ
る
内
容
に
従
て
、凡
ゆ
る
闘
争
手
段
の
適
用
が
無
条
件
に
排
除
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
事
も
可
能
で
あ
る
。か
ゝ

る
協
約
規
定
が
存
す
る
な
ら
ば
、
労
働
協
約
は
、
労
働
者
に
と
つ
て
は
、
如
何
な
る
理
由
に
基
き
又
如
何
な
る
目
的
の
為
に
闘
争
行
為

が
行
は
〔
れ
〕
る
べ
き
か
に
拘
ら
ず
、
団
結
権
（K

oalitionsrecht

）
の
行
使
の
完
全
な
る
協
約
適
合
的
拘
束
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

共
同
的
闘
争
権
の
、
か
ゝ
る
一
般
的
に
し
て
無
条
件
な
る
拘
束
が
、
明
確
に
確
立
さ
れ
て
居
る
所
の
労
働
協
約
は
多
く
は
あ
る
ま
い
。

若
し
か
ゝ
る
拘
束
が
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
常
に
か
ゝ
る
現
実
は
、
明
瞭
確
実
に
、
そ
し
て
当
事
者
が
、
こ
ゝ
に
問
題
と

な
つ
て
居
る
文
言
の
使
用
に
際
し
て
は
、
そ
の
重
要
な
る
意
味
も
亦
充
分
に
意
識
し
て
〔
い
〕
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
得
る
程
度
に
、
表
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現
さ
れ
て
居
る
と
言
う
事
が
要
求
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
個
々
の
場
合
に
於
て
、
団
結
権
の
完
全
な
る
拘
束
は
、
極
端
な

る
拘
束
な
る
が
故
にguten Sitten

と
衝
突
す
る
も
の
に
非
ず
や
と
の
問
題
が
浮
び
出
る
。
だ
が
、
か
ゝ
る
拘
束
は
或
は
団
結
自
由
の

原
則
に
矛
盾
し
、
そ
れ
故
に
無
効
で
あ
ら
う
と
云
う
事
の
方
向
に
向
け
ら
れ
た
考
察
は
、
殆
ん
ど
成
功
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、

こ
ゝ
に
於
て
も
、
営
業
の
自
由
の
原
則
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
〔
の
〕
と
同
じ
事
が
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
公
法
的
制

限
の
否
定
で
あ
つ
て
も
、
私
法
的
処
分
は
奪
は
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

問
題
は
、
労
働
者
団
体
の
平
和
義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
の
一
定
の
答
が
協
約
か
ら
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
―
―
そ
し
て
、
か
ゝ
る
法

律
状
態
が
通
常
な
の
で
あ
る
―
―
、
如
何
な
る
法
定
規
範
が
標
準
と
な
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
存
す
る
。
疑
は
し
き
場
合
に
於
て
は
、

債
務
者
の
よ
り
少
き
拘
束
が
欲
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
言
う
原
則
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
如
き
法
定
規
範
が
正
し
い
も
の
と
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
協
約
の
存
続
中
は
、
闘
争
手
段
の
適
用
は
、
労
働
規
範
及
職
業
規
範
の
中
に
含
ま
れ
る
一
般
的
規
範
の
変
更

に
向
け
ら
れ
る
限
り
に
於
て
の
み
排
除
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
云
う
事
で
あ
る
。
従
て
、
労
働
者
団
体
の
平
和
義
務
を
承
認
し
た
か
ら

と
云
つ
て
、
そ
の
規
律
の
変
更
以
外
の
他
の
理
由
に
基
き
、
又
他
の
目
的
の
為
に
行
は
る
ゝ
所
の
闘
争
手
段
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
の

で
は
な
い
。
か
ゝ
る
も
の
と
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
事
例
に
採
る
な
ら
ば
、
防
衛
的
同
盟
罷
業
（A

bw
ehrstreik

）
即
ち
、
締
結
さ

れ
た
る
労
働
協
約
の
中
に
於
て
正
当
な
る
理
由
を
有
せ
ざ
る
雇
傭
者
側
の
何
等
か
の
要
求
を
防
止
せ
ん
が
為
に
な
さ
れ
る
同
盟
罷
業
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
又
、
協
約
規
範
に
よ
り
て
規
定
さ
れ
て
居
る
関
係
を
変
更
せ
ん
と
す
る
の
で
な
く
、
他
の
関
係
を
定
立
せ
ん
が
為
に

行
は
れ
る
同
盟
罷
業
が
考
へ
ら
れ
る
。
…
…
又
、
当
該
経
営
内
の
何
等
か
の
関
係
の
新
た
な
る
規
制
を
一
般
に
獲
得
せ
ん
と
す
る
の
で

は
な
く
て
、
か
ゝ
る
意
味
で
は
不
偏
中
立
的
（neutral

）
な
る
ス
ト
ラ
イ
キ
、
即
ち
所
謂
同
情
罷
業
の
場
合
に
も
同
じ
事
が
言
へ
る
。

同
情
罷
業
（Sym

pathiecstreik

）
は
、
親
密
な
る
経
営
内
の
労
働
者
の
闘
争
に
多
大
の
力
と
、
結
果
に
対
す
る
多
く
の
希
望
と
を
与

へ
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
最
後
に
、
政
治
的
ス
ト
ラ
イ
キ
（politische Streik

）
が
〔
は
？
〕、
労
働
組
合
的
平
和
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義
務
の
外
に
立
つ
。
蓋
し
そ
れ
は
労
働
協
約
に
よ
つ
て
規
制
せ
ら
れ
た
る
具
体
的
な
関
係
の
変
更
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、

政
治
的
目
的
の
為
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
及
政
治
勢
力
に
対
す
る
干
渉
へ
の
努
力
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

合
法
的
に
命
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
平
和
義
務
の
か
ゝ
る
制
限
さ
れ
た
解
釈
に
よ
つ
て
、
労
働
協
約
が
厚
＊
〔
く
？
〕
過
重
に

負
せ
ら
れ
て
居
る
所
の
平
和
的
使
命
は
著
る
し
く
制
限
さ
れ
る
と
言
う
事
は
疑
無
い
。
従
て
、
労
働
協
約
は
、
そ
の
存
続
中
は
雇
傭
者

に
無
条
件
的
平
和
を
保
障
す
る
契
約
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
雇
傭
者
と
労
働
者
若
く
は
労
働
者
団
体
と
の
間
の
関
係
に
於
け
る
特
定
の
点

の
み
を
争
の
外
に
置
く
所
の
契
約
な
の
で
あ
る
。
恰
も
そ
れ
は
国
家
間
の
契
約
領
域
の
外
部
に
発
生
し
得
る
一
切
の
争
点
を
排
除
し
な

い
所
の
国
際
法
的
契
約
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
で
も
尚
、
労
働
協
約
の
平
和
機
能
に
つ
い
て
の
意
義
は
、
雇
傭
者
の
立
場
か

ら
見
て
望
ま
し
く
思
は
し
む
る
に
充
分
な
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
平
和
義
務
の
下
に
立
た
な
い
左
様
な
一
切
の
場
合
は
通
常
的
で
は
な

く
て
、
例
外
的
に
の
み
起
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
加
之
、
労
働
協
約
の
締
結
に
際
し
て
、
当
事
者
は
彼
等
が
一
般
的
に
絶
対
的
平
和

義
務
を
協
定
す
る
こ
と
を
欲
せ
ず
、
又
そ
れ
が
出
来
な
い
な
ら
ば
、
雇
傭
者
と
労
働
者
又
労
働
者
団
体
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
一

切
の
問
題
の
出
来
る
限
り
完
全
な
る
規
制
に
よ
つ
て
、
少
く
と
も
、
か
ゝ
る
関
係
の
不
完
全
な
る
規
制
か
ら
生
ず
る
闘
争
的
処
置
を
排

除
す
る
こ
と
が
出
来
る
。」

以
上
が
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
見
解
で
あ
る
。

（
ⅰ
）
彼
は
、
団
結
権
を
営
業
の
自
由
な
ど
と
共
に
一
の
自
由
権
な
り
と
考
へ
て
居
る
。
然
し
、
両
者
は
一
応
固
有
な
れ
る
根
源
的

法
意
識
の
上
に
立
つ
て
居
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
原
子
論
の
体
系
た
る
市
民
社
会
の
上
部
構
造
を
な
す
政
治
社
会
の

原
理
で
あ
る
所
の
公
法
的
原
理
は
、
市
民
社
会
の
同
値
的
契
機
に
決
定
せ
ら
る
ゝ
私
法
原
理
を
承
認
す
る
社
会
的
勢
力
に
よ
つ
て
政
治

社
会
が
支
配
せ
ら
れ
、
未
だ
対
立
的
な
社
会
勢
力
が
対
立
的
な
原
理
を
担
つ
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
な
き
限
り
、
公
民
（
抽
象
的
な
る
「
市

民
」
を
原
理
と
す
る
、）
と
し
て
の
個
人
の
自
由
権
を
基
本
と
す
る
の
で
あ
る
が
、「
私
法
原
理
な
る
同
一
物
に
於
け
る
云
は
ゞ
対
立
的

（
35
）
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契
機
」
た
る
社
会
法
原
理
を
志
向
す
る
社
会
的
勢
力
が
成
長
す
る
や
、
か
ゝ
る
抽
象
的
な
る
自
由
権
に
対
し
て
、
具
体
的
な
る
自
由
へ

の
人
間
の
解
放
と
云
う
革
命
的
要
請
に
方
向
付
け
ら
れ
つ
ゝ
も
、
自
由
権
な
る
同
一
物
の
対
立
的
契
機
と
し
て
存
す
る
所
の
、
労
働
者

（
階
級
的
人
間
）
の
人
間
権
乃
至
生
存
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
一
応
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
営
業
の
自
由
は
、
恰
も
か
の
自
由
権

思
想
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
団
結
権
は
実
に
生
存
権
思
想
を
基
底
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
は
即

時
に
同
一
範
疇
に
よ
つ
て
把
へ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

更
に
又
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
団
結
権
と
そ
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
た
る
共
同
的
闘
争
権
（Recht zu gem

einsam
ner 

K
am

pfhandlung

）
を
、
法
律
制
度
上
の
権
利
と
し
て
見
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
工
業
法
第
一
五
二
条
及
一
五
三
条
の
尚
有

効
な
り
し
当
時
に
於
て
、
か
ゝ
る
断
定
は
大
胆
な
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
然
し
、
団
結
権
が
根
源
的
に
は
生
存
権
の
要
請
に
支
持
さ
れ

て
居
る
も
の
と
す
れ
ば
、
か
ゝ
る
生
存
権
思
想
の
ト
レ
ー
ガ
ー
た
る
労
働
者
階
級
の
立
場
か
ら
は
、
充
分
現
実
性
あ
る
解
釈
で
あ
つ
た

と
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ⅱ
）
さ
て
、
然
ら
ば
我
々
は
労
働
者
団
体
の
平
和
義
務
を
如
何
な
る
範
囲
に
於
て
承
認
す
べ
き
で
あ
る
か
？
先
ず
、「
共
同
的
闘

争
権
の
一
般
的
に
し
て
無
条
件
な
る
拘
束
」
を
労
働
協
約
に
於
て
「
明
確
に
」
規
定
す
る
場
合
に
於
て
、
果
し
て
そ
れ
は
如
何
な
る
効

力
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
か
。
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
協
約
意
思
に
従
て
、
そ
の
ま
ゝ
効
力
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、

労
働
者
が
経
済
的
事
情
の
変
更
に
よ
り
て
、
協
約
内
の
定
め
ら
れ
た
る
賃
銀
に
よ
り
て
は
、
惨
め
な
生
活
に
つ
き
落
さ
れ
ざ
る
を
得
ざ

る
場
合
に
於
て
、
止
む
な
く
な
せ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
も
亦
平
和
義
務
の
違
法
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
ジ
ン
ツ

ハ
イ
マ
ー
は
、
労
働
協
約
に
於
て
一
度
び
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
自
己
制
限
を
な
せ
る
に
於
て
は
、
其
所
に
規
定
さ
れ
て
居
る
事
項
の
変
更

に
関
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
排
除
さ
る
べ
き
も
の
と
な
し
て
居
る
。
成
程
、「
契
約
は
守
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
の
要
請
は
、
市
民
社

会
に
於
け
る
根
本
原
則
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
が
、
市
民
社
会
に
内
在
す
る
異
質
的
原
理
が
自
覚
さ
れ
、
自
由
平
等
な

（
36
）

〔
マ 

マ
〕

（
37
）

（
38
）

（
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）
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る
抽
象
的
人
格
者
に
対
し
て
、
具
体
的
な
る
階
級
的
個
人
が
生
け
る
人
間
と
し
て
立
ち
現
は
れ
、
意
思
非
決
定
論
に
対
し
て
意
思
決
定

論
が
認
め
ら
れ
、
然
も
こ
れ
ら
の
反
省
的
契
機
を
な
す
諸
原
理
が
、
市
民
社
会
の
支
配
的
階
級
に
対
抗
す
る
一
の
社
会
的
勢
力
を
そ
の

ト
レ
ー
ガ
ー
と
し
て
も
ち
、
か
ゝ
る
勢
力
の
成
長
と
共
に
、
反
省
的
諸
原
理
が
市
民
〔
法
？
〕
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
を
通
し
て
、
却

て
自
己
の
真
実
性
を
要
求
す
る
に
至
る
や
、「
契
約
は
守
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
の
原
則
も
何
等
か
の
限
界
を
反
省
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
つ
て
居
る
。
否
、
か
ゝ
る
原
則
を
認
め
る
根
本
的
な
市
民
法
的
確
信
そ
の
も
の
に
於
て
、
実
は
何
等
か
の
反
省
が
要
請
せ
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
市
民
法
的
確
信
に
対
す
る
根
源
的
な
る
反
省
的
契
機
を
な
す
も
の
こ
そ
、
生
存
権
思
想
に
外
な
ら
な
い
。
か

く
て
、
ヴ
ェ
ニ
ス
の
老
商
人
の
冷
酷
な
る
訴
を
退
け
た
る
市
民
的
良
心
は
、
今
や
多
数
の
労
働
者
の
飢
餓
の
ど
ん
底
か
ら
発
せ
ら
れ
る

人
間
の
声
に
耳
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
事
情
の
変
更
に
よ
り
不
合
理
化
さ
れ
た
契
約
の
履
行
が
、
経
済
生
活
を
不
安
に

陥
れ
る
こ
と
を
防
が
ん
と
す
る
総
資
本
の
立
場
に
於
け
る
要
請
が
―
―
事
情
変
更
の
原
則
―
―
、
生
存
の
問
題
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ

つ
て
、
よ
り
一
層
深
刻
な
相
を
呈
す
る
所
の
労
働
協
約
の
分
野
に
於
て
、
よ
り
強
い
理
由
に
よ
つ
て
肯
定
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
ら
う
か
。

我
々
は
、
労
働
協
約
に
よ
つ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
非
難
す
る
こ
と
の
法
的
可
能
性
を
全
く
、
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
唯
、
平
和
義
務
と

雖
も
、
多
数
の
労
働
者
を
悲
惨
な
生
活
に
追
ひ
こ
む
こ
と
を
得
な
い
こ
と
、
然
り
、
労
働
者
が
労
働
協
約
締
結
に
際
し
て
予
見
し
得
な

か
つ
た
経
済
的
事
情
の
変
更
の
為
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
手
段
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
き
に
於
て
ま
で
、
平
和
義
務
は
要
求
さ
れ
て
〔
は
〕

な
ら
な
い
と
云
う
事
を
、
法
的
確
信
に
支
え
ら
れ
た
る
真
実
な
る
法
解
釈
な
り
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
て
、
我
々
は
、
労
働
協

約
に
於
て
規
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
も
、
生
存
を
脅
威
せ
ざ
る
範
囲
に
於
て
、
云
は
ゞ
利
益
の
範
囲
に
対
し
て
の
み
、
平
和
義
務
が

妥
当
す
べ
き
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
和
義
務
は
そ
れ
故
本
来
、
か
ゝ
る
相
対
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
か
ゝ
る
限
界
内
に
於
て
、
協
約
に
示
さ
れ
た
る
意
思
が
そ
の
範
囲
を
決
定
す
る
標
準
と
な
り
、
又
協
約
に
規
定
さ
れ
ざ
る
事
項
の

為
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
協
約
事
項
を
変
更
す
る
目
的
以
外
の
目
的
の
為
に
な
さ
る
ゝ
ス
ト
ラ
イ
キ
（
同
情
罷
業
や
政
治
的
ス
ト
ラ
イ
キ

（
十
三
）

（
十
四
）

（
十
五
）
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等
）
は
、
生
存
を
脅
威
せ
ざ
る
場
合
に
於
て
も
亦
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

（
ハ
）
協
約
違
反
の
法
律
効
果
。
特
に
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
き
て
。

労
働
協
約
の
債
権
的
機
能
を
、
雇
傭
者
及
労
働
者
団
体
の
両
当
事
者
に
つ
い
て
、
そ
の
義
務
の
契
機
に
於
て
論
述
せ
る
後
、
ジ
ン
ツ

ハ
イ
マ
ー
は
、
責
任
契
機
に
於
て
更
に
協
約
の
債
権
的
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、「
協
約
違
反
の
法
律
効
果
」
を
「
雇
傭
者
に
よ

る
協
約
違
反
」
の
場
合
と
、「
労
働
者
団
体
に
よ
る
協
約
違
反
」
の
場
合
と
に
分
け
て
考
察
し
、「
現
行
の
法
律
手
段
の
意
味
と
批
判
」

と
に
迄
説
き
進
め
る
の
で
あ
る
。
尚
、
彼
は
協
約
不
履
行
の
場
合
、
両
当
事
者
に
つ
い
て
生
ず
る
権
利
を
、
い
く
つ
か
の
類
型
に
分
け

て
考
察
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
〔
で
〕、
最
も
重
要
な
る
は
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
り
、
特
に
労
働
者
側
の
違
反
に
基
い
て

生
ず
る
雇
傭
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
多
数
者
を
含
む
労
働
者
団
体
の
存
続
を
も
脅
か
す
も
の
と
し
て
、
著
る
し
く
社
会
の
関
心

を
引
く
事
で
あ
る
か
ら
、
一
応
、
問
題
を
こ
ゝ
に
限
定
し
た
い
と
思
う
。

彼
は
、
労
働
者
団
体
の
協
約
違
反
が
、
如
何
な
る
場
合
に
行
は
る
ゝ
か
に
つ
い
て
二
つ
の
場
合
に
分
け
る
。
即
ち
、「
労
働
者
団
体

自
身
平
和
を
維
持
す
べ
き
義
務
に
対
す
る
違
反
行
為
」
及
「
執
行
に
よ
つ
て
そ
の
構
成
員
を
し
て
平
和
に
止
め
る
べ
き
義
務
に
対
す
る

違
反
行
為
」
に
よ
る
場
合
で
あ
る
。
前
者
に
於
て
は
、
労
働
者
団
体
は
不
作
為
義
務
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
＊
〔
後
？
〕
者
に
於
て

は
、
積
極
的
行
為
の
義
務
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。
従
て
雇
傭
者
側
に
生
ず
る
損
害
賠
償
請
求
権
も
、
労
働
者
団
体
自
身
が
平
和
を
維

持
す
べ
き
義
務
の
違
反
か
ら
生
ず
る
場
合
と
、〔
労
働
団
体
が
〕
労
働
平
和
の
確
立
の
為
に
構
成
者
に
干
渉
す
べ
き
義
務
の
違
反
か
ら

生
ず
る
場
合
と
に
分
け
て
考
察
さ
れ
る
。

（
ⅰ
）「
労
働
者
団
体
自
身
が
、
協
約
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
て
ゐ
る
平
和
〔
義
務
〕
違
反
の
闘
争
行
為
を
と
る
と
き
は
、
こ
の
違
反

に
よ
つ
て
生
じ
た
る
損
害
の
賠
償
を
雇
傭
者
が
請
求
し
得
る
こ
と
は
難
〔
し
く
〕
な
い
。」
か
ゝ
る
場
合
は
、
雇
傭
者
は
、
か
ゝ
る
違

反
行
為
に
よ
つ
て
生
じ
た
る
全
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
得
る
。

〔
マ
マ
〕

〔
マ
マ
〕

（
40
）
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（
ⅱ
）
労
働
者
団
体
の
構
成
員
の
闘
争
行
為
が
生
起
し
ゐ
る
事
に
よ
つ
て
生
ず
る
損
害
に
対
し
て
は
、
労
働
者
団
体
は
、
そ
の
干
渉

す
べ
き
義
務
を
充
分
に
果
さ
な
か
つ
た
と
き
に
於
て
の
み
責
任
が
あ
る
。
こ
れ
は
団
結
が
一
般
に
そ
の
構
成
員
に
対
し
て
、
何
等
干
渉

し
な
か
つ
た
場
合
、
或
は
不
完
全
に
干
渉
せ
る
場
合
に
起
る
。
前
の
場
合
は
責
任
は
遅
滞
（V

erzug

）
の
見
地
か
ら
生
じ
、
後
の
場

合
に
於
て
は
独
民
二
七
六
条
か
ら
生
ず
る
。
従
て
、
労
働
平
和
を
守
ら
せ
る
為
の
一
切
の
行
為
を
盡
く
せ
る
場
合
は
責
任
は
生
じ
な
い
。

そ
れ
は
「
執
行
の
義
務
」（Pflicht zur Exekution

）
で
あ
つ
て
、「
保
障
の
義
務
」（Einstandopflicht

）
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

然
し
、
か
ゝ
る
執
行
義
務
の
不
履
行
に
際
し
て
は
、
雇
傭
者
は
民
法
三
二
六
条
に
基
き
、
全
部
的
損
害
賠
償
を
期
待
し
得
る
の
で
あ

る
。（

ⅲ
）
上
述
の
如
く
、
現
行
法
上
、
損
害
全
部
の
賠
償
が
請
求
さ
れ
得
る
と
す
る
と
、「
労
働
者
団
体
が
協
約
違
反
に
際
し
て
物
質

的
に
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
存
す
る
」
こ
と
ゝ
と
な
り
、
労
働
者
団
体
に
と
つ
て
は
、
こ
の
請
求
権
が
実
に
鋭
き
武
器
に
な
る
。
ジ
ン

ツ
ハ
イ
マ
ー
は
情
熱
的
な
文
調
を
以
て
こ
の
事
を
嘆
じ
て
ゐ
る
。
曰
く
、「
か
ゝ
る
破
壊
は
、
只
に
労
働
者
団
体
の
立
場
か
ら
の
み
な

ら
ず
、
我
が
現
代
の
国
民
経
済
及
び
社
会
生
活
が
、
供
給
能
力
を
も
つ
労
働
者
団
体
の
存
立
に
つ
い
て
有
す
る
一
般
的
利
益
の
立
場
か

ら
見
て
も
容
易
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
個
人
が
損
害
賠
償
義
務
の
結
果
、
そ
の
財
産
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
事
を
、
社
会

的
生
活
の
中
に
於
て
一
定
の
任
務
を
果
す
べ
き
全
組
織
体
が
そ
の
や
う
に
な
る
事
と
の
間
に
は
、
相
違
が
あ
る
。
前
者
に
於
て
は
、
一

般
に
国
民
経
済
と
社
会
的
生
活
と
は
、
そ
の
損
失
に
よ
つ
て
影
響
を
う
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
然
し
後
者
の
場
合
に
は
、
今
日
我
々

の
社
会
生
活
が
そ
れ
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
団
体
形
態
が
破
滅
す
る
の
で
あ
る
。」
と
。
加
之
、
労
働
者
団
体
が
、
か
ゝ
る
損
害
賠
償
の

義
務
を
虞
れ
て
一
般
に
労
働
協
約
を
好
ま
な
く
な
る
事
も
亦
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
生
じ
た
る
損
害
の
証
明
、
特
に
協
約
違
反
と
損

害
と
の
間
の
因
果
関
係
の
存
在
の
証
明
の
困
難
が
存
す
る
。「
そ
れ
は
、
文
献
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
立
法
的
提
案
に
於
て
も

亦
賠
償
す
べ
き
損
害
の
額
、
時
に
労
働
者
団
体
の
側
の
賠
償
す
べ
き
損
害
の
額
高
を
限
定
せ
ん
と
す
る
思
想
の
生
ず
る
の
は
、
理
解
し

（
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得
る
事
で
あ
る
。」
彼
が
立
法
論
へ
の
出
発
点
は
、
こ
ゝ
に
踏
み
出
さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
。

我
々
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
雇
傭
者
に
生
ず
る
為
に
は
、
前
述
の
理
由
に
よ
つ
て
、
生
存
権
を
脅
か
さ
ゞ
る
範
囲
の
平
和
義
務
（
生

存
権
を
脅
威
す
る
が
如
き
場
合
は
、
平
和
義
務
は
実
は
存
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。）
の
不
履
行
が
労
働
者
団
体
の
側
に
存
し
て
居
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
ら
ば
、
雇
傭
者
の
側
に
、
賠
償
請
求
権
が
発
生
す
る
場
合
に
於
て
、
そ
の
賠
償
額
は
現
行
法
上
果
し
て
損
害
全
部
を
賠
償
し
得

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
？
そ
こ
に
何
等
か
の
限
界
は
無
い
の
で
あ
ろ
う
か
？

ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
労
働
者
団
体
が
国
民
経
済
と
社
会
的
生
活
と
に
つ
い
て
果
す
任
務
を
高
く
評
価
し
て
居
る
。
こ
れ
は
勿
論
承

認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
、
我
々
は
、
社
会
的
、
経
済
的
生
活
に
於
て
同
様
に
重
要
な
る
機
能
を
果
し
て
居
る
団
体
の
形
態
と
し
て
、

株
式
会
社
や
、
そ
れ
ら
の
カ
ル
テ
ル
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
な
ど
を
知
つ
て
居
る
。
単
に
国
民
経
済
的
、
社
会
的
機
能
が
重
要
で
あ
る
と
言

う
事
か
ら
、
損
害
賠
償
に
よ
つ
て
団
体
の
存
続
が
破
壊
せ
し
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
言
う
法
的
結
論
は
出
な
い
。
労
働
者
団
体
を

単
に
か
ゝ
る
機
能
に
お
け
る
重
要
性
の
見
地
か
ら
の
み
見
て
居
る
立
場
か
ら
は
、
如
何
に
し
て
も
、
損
害
額
の
制
限
の
原
理
は
生
じ
得

な
い
。
我
々
は
、
労
働
者
団
体
の
特
殊
性
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
株
式
会
社
や
そ
の
カ
ル
テ
ル
な
ど
に
於
て
は
、
営
利
的
精
神
に
貫

か
れ
た
利
益
社
会
乃
至
は
「
欲
望
の
体
系
」
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
労
働
者
団
体
に
於
て
は
、
言
は
ゞ
本
質
意
思
に
基
く
所
の
、

或
は
、
労
働
者
の
全
体
的
生
活
に
根
源
す
る
所
の
、
か
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
〔Gem

einschaft

〕
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
労
働
者

は
彼
等
の
団
体
を
は
な
れ
て
、
個
々
人
と
し
て
、
生
存
す
る
な
ら
ば
、
威
力
あ
る
資
本
の
波
に
た
ゞ
や
う
＊
〔
捨
？
〕
小
舟
の
不
安
に

さ
ら
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
ひ
悲
惨
な
生
活
を
送
ら
う
と
も
、
彼
等
の
団
体
に
強
き
結
び
の
鎖
が
あ
る
間
は
、
尚
自
ら
の
生
活
を

続
け
得
る
で
も
あ
ら
う
、
し
か
し
、
こ
の
鎖
の
断
ち
切
ら
れ
る
の
日
は
、
彼
の
よ
り
良
き
生
活
す
ら
も
が
、
資
本
の
恣
意
的
温
情
に
か
ゝ

り
、
奴
隷
の
安
国
な
き
奴
隷
の
従
属
の
み
を
強
ひ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
故
、
労
働
者
団
体
の
破
滅
は
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
労

（
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働
者
達
そ
の
も
の
ゝ
破
滅
へ
の
道
で
あ
ら
う
。
か
ゝ
る
事
態
は
、
労
働
者
団
体
の
損
害
賠
償
責
任
の
限
界
に
つ
い
て
法
的
確
信
を
生
ぜ

し
め
る
所
の
物
的
基
礎
を
な
す
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
我
々
は
、
労
働
者
団
体
の
存
続
を
脅
か
す
場
合
に
於
て

は
、
生
存
権
〔
へ
〕
の
脅
威
あ
り
と
し
て
、
言
は
ゞ
真
の
多
数
者
の
権
利
に
基
い
て
、
賠
償
額
に
対
し
て
制
限
が
要
求
さ
れ
る
も
の
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
立
法
論
で
は
な
く
、
解
釈
論
と
し
て
。
蓋
し
、
法
的
確
信
〔
が
〕
あ
り
、
そ
の
ト
レ
ー
ガ
ー
が
一
定
の
社
会
的
勢

力
に
ま
で
成
長
し
て
居
り
、
立
法
意
思
を
何
等
か
の
仕
方
で
規
定
し
て
居
る
と
き
、
そ
の
法
的
確
信
に
支
へ
ら
れ
た
る
規
範
を
実
定
法

な
り
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
具
体
的
な
る
実
践
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
何
な
れ
ば
、
裁
判
は
、
か
ゝ
る
法
的
確
信
に
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
そ
の
実
効
性
が
乏
し
く
な
る
の
み
な
ら
ず
、
現
実
と
の
距
離
が
甚
だ
し
く
な
り
、
や
が
て
そ
れ
を
認
め
る
に
至
る
か
ら
で

あ
る
。
勿
論
、
立
法
に
よ
つ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
見
地
に
立
つ
解
釈
の
態
度
は
、
従
て
常
に
判
例
批
判
の

形
を
と
る
。
法
的
確
信
に
立
た
ざ
る
判
決
は
、
真
に
実
定
法
を
理
解
せ
る
も
の
に
非
ず
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
然
し
法
的
確
信
と
言
は

る
べ
き
も
の
は
、
一
の
法
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
既
に
あ
る
社
会
を
自
己
の
ト
レ
ー
ガ
ー
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
し
又
、
社
会
規
範
を
担
う
規
範
的
確
信
で
あ
る
の
み
で
は
な
く
て
、
一
の
法
的
規
範
的
確
信
で
あ
る
こ
と
が
顧
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る

に
か
ゝ
る
法
的
確
信
を
伴
へ
る
規
範
が
実
定
法
秩
序
の
意
味
構
造
内
に
考
へ
ら
れ
る
為
に
は
、
そ
の
ト
レ
ー
ガ
ー
た
る
社
会
の
全
体
社

会
に
対
す
る
何
等
か
の
圧
力
が
前
提
〔
と
〕
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
も
、
法
的
確
信
は
、
そ
れ
を
担
う
主
体
的
勢
力
が
強
く
な
る
に

従
ひ
、
却
て
そ
れ
自
身
深
め
ら
れ
、
明
確
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
今
、
賠
償
責
任
に
つ
い
て
見
る
に
、
雇
傭
者
の
「
損
害
」

が
労
働
者
の
「
生
存
」
の
不
安
に
よ
つ
て
償
は
れ
て
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
労
働
者
階
級
、
少
く
も
組
織
労
働

者
の
間
に
於
て
は
、
法
的
確
信
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
法
的
確
信
は
単
に
か
ゝ
る
階
級
に
の
み
妥
当

す
る
の
で
は
な
く
、
普
遍
性
を
も
も
つ
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
存
権
は
、
人
間
存
在
に
根
源
的
な
そ
し
て
確
実
な
る
も
の
に

根
底
す
る
が
故
に
、
人
間
で
あ
る
と
言
う
事
を
肯
定
す
る
限
り
認
め
ざ
る
を
得
な
い
根
本
的
要
請
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
正
当
性
に
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対
し
て
優
越
的
で
あ
り
、
よ
り
根
源
的
で
あ
る
。
然
も
、
か
ゝ
る
生
存
権
の
要
求
が
、
現
代
に
於
て
は
、
実
に
多
数
者
の
権
利
で
も
あ

る
と
云
う
事
に
よ
つ
て
、
要
請
は
既
に
亦
現
実
〔
的
〕
で
も
あ
る
。
か
く
論
ず
れ
ば
労
働
者
団
体
の
存
続
そ
の
も
の
を
脅
か
す
程
度
の

損
害
賠
償
に
対
し
て
は
法
の
保
障
は
拒
否
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

未
完

（
1
）　Sinzheim

er, a. a. O
. П

 Bd. S.1-2.

（
2
）　Lotom

ar
は
単
に
集
団
意
思
の
個
別
的
意
思
に
対
す
る
優
越
の
必
要
を
認
め
た
に
止
ま
ら
ず
し
て
、
か
ゝ
る
優
越
を
肯
定
す
る
法
的
確
信

の
存
在
を
認
め
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
労
働
協
約
のU

nabdigbarkeit

を
解
釈
論
上
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

（
3
）　Sinz

〔heim
er

〕, a. a. O
. П

 Bd. S.61. u. S.65 ff.

（
4
）　

独
民
三
九
九
条
曰
く
、「
債
権
ハ
ソ
ノ
内
容
ヲ
変
更
ス
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
旧
債
権
者
以
外
ノ
者
ニ
給
付
ヲ
為
ス
事
ヲ
得
ザ
ル
ト
キ
、
又
ハ
債

務
者
ト
ノ
合
意
ニ
ヨ
リ
テ
禁
止
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
譲
渡
ス
ル
事
ヲ
得
ズ
」
ト
。

（
5
）　

独
民
一
三
七
条
「
譲
渡
シ
得
ル
権
利
ヲ
処
分
ス
ル
権
能
ハ
、
法
律
行
為
ヲ
以
テ
之
ヲ
排
除
シ
又
ハ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
カ
ゝ
ル
権
利

ノ
処
分
ナ
サ
ゞ
ル
義
務
ハ
此
ノ
規
定
ニ
反
セ
ザ
ル
限
リ
妨
ゲ
ズ
。」
と
。

（
6
）　Sinz

〔heim
er

〕, a. a. O
. П

 Bd. S.76.

（
7
）　

後
藤
氏
は
次
の
如
く
に
問
題
を
発
展
さ
せ
て
ゐ
ら
れ
る
。
即
ち
、「
個
人
意
思
に
対
す
る
集
団
意
思
の
優
越
と
い
ふ
点
か
ら
こ
の
場
合
に

個
別
的
労
働
契
約
の
無
効
な
る
部
分
が
当
然
に
労
働
協
約
の
定
め
に
よ
つ
て
補
充
さ
る
ゝ
事
〔
こ
と
―
原
文
、
以
下
同
〕
を
理
由
づ
け
得
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
の
疑
問
」
が
存
し
、
然
し
「
労
働
協
約
は
唯
〔
た
ゞ
〕
一
個
の
団
体
に
よ
つ
て
創
設
せ
ら
る
ゝ
も
の
に
非
ず
し
て

雇
主
（
又
は
そ
の
団
体
）
と
被
傭
者
団
体
と
の
合
意
に
よ
つ
て
の
み
作
り
出
さ
る
ゝ
も
の
で
あ
り
、
且
つ
一
つ
〔
の
〕
団
体
の
構
成
員
と
他

の
団
体
の
構
成
員
と
の
関
係
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
事
実
を
前
に
し
て
は
、こ
の
理
由
に
訴
へ
得
な
い
。」と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る（
上

掲
書
一
二
五
頁
―
一
二
六
頁
〔
註
一
八
〕）。
こ
れ
は
、
法
典
を
根
拠
と
し
て
は
労
働
協
約
のU

nabdigbarkeit

が
導
か
れ
得
な
い
が
故
に
、

何
等
か
他
の
原
理
か
ら
そ
れ
が
認
め
ん
と
す
る
試
を
為
し
、
再
び
、
か
ゝ
る
原
理
を
批
判
し
て
、
か
ゝ
る
原
理
か
ら
は
労
働
協
約
の

（
43
）
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U
nabdingbarkeit

を
導
き
得
ざ
る
事
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
つ
て
、
如
何
に
見
て
も
実
定
法
上
の
労
働
協
約
に
強
行
的
規
範
性
は
認
め

得
ず
、
と
な
す
事
を
意
味
し
て
居
る
。
そ
れ
は
、
法
典
的
根
拠
の
缼
如
を
以
て
直
に
強
行
的
規
範
性
を
否
定
せ
ん
と
す
るSinzheim

er

に
比

し
て
、
遥
か
に
用
心
深
い
態
度
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
、
労
働
協
約
が
雇
主
又
は
そ
の
団
体
と
被
傭
者
の
団
体
の
間
に
成

立
し
た
か
ら
と
言
つ
て
、
直
ち
に
個
人
意
思
に
対
す
る
集
団
意
思
の
優
越
を
認
め
る
法
的
確
信
の
存
在
を
否
定
す
る
事
は
出
来
な
い
。
か
ゝ

る
優
越
を
認
め
る
法
的
確
信
は
、
階
級
的
人
間
が
自
覚
さ
る
ゝ
に
従
て
強
ま
る
の
で
あ
る
が
、
と
言
つ
て
単
に
一
階
級
の
み
に
よ
つ
て
承
認

さ
れ
抱
懐
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
。
却
て
普
遍
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
協
約
に
於
け
る
か
ゝ
る
優
越
は
、
根
源
的
に
は
賃
労
働

者
の
生
活
感
情
に
よ
つ
て
支
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
法
的
確
信
と
云
て
何
等
か
の
形
態
を
も
ち
、
法
的
世
界
に
於
て
原
理
的
意
味
を

担
ふ
為
に
は
、logos
の
光
に
照
ら
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
云
は
ば
、
社
会
的
一
般
性
又
は
普
遍
性
が
要
請
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
て
、
階
級

的
パ
ト
ス
は
却
て
普
遍
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
個
別
的
労
働
契
約
に
よ
つ
て
労
働
協
約
に
違
反
さ
れ
る
場
合
に
は
、
か
ゝ
る
法
的
確
信

に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
ひ
、
雇
傭
者
は
一
方
の
当
事
者
で
あ
り
、
他
の
当
事
者
と
対
等
者
と
し
て
労
働
協
約
を
締
結
す
る
も
の
と
し

て
も
、
そ
れ
は
労
働
協
約
を
個
別
的
に
見
る
か
ら
こ
そ
、
か
ゝ
る
優
越
を
認
め
る
法
的
確
信
の
否
定
に
導
く
の
で
あ
つ
て
、
社
会
的
に
こ
れ

を
見
れ
ば
、
む
し
ろ
、
通
常
は
違
反
さ
れ
な
い
と
云
う
事
態
か
ら
見
る
も
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に
於
て
か
ゝ
る
法
的
確
信
が
存
し
足
る
と
思
ふ

事
は
無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
ま
い
か
。
私
は
、
後
藤
氏
は
労
働
協
約
に
於
け
る
集
団
意
思
の
個
人
意
思
に
対
す
る
優
越
の
意
味
を
個
別
的
な

る
労
働
協
約
に
於
て
見
て
居
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
も
、
か
ゝ
る
優
越
を
法
的
確
信
の
問
題
と
せ
ず
に
問
は
れ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
か
。
表

現
は
そ
の
点
曖
昧
で
あ
る
。
然
し
、
か
ゝ
る
優
越
が
法
的
確
信
の
問
題
と
結
び
つ
け
て
問
は
れ
な
い
な
ら
ば
、
実
定
法
上
の
意
味
は
余
り
持

ち
得
な
い
で
あ
ら
う
。

（
8
）　Sinzheim

er, a. a. O
. П

 Bd. S.78.　

Sinzheim
er

は
か
く
の
如
き
、Lotm

ar

を
理
解
す
る
に
つ
き
、
引
証
と
し
て
次
の
如
き
文
章
を
引

用
し
て
居
る
。
す
な
わ
ち
、「
労
働
協
約
の
締
結
に
よ
つ
て
当
事
者
は
単
に
労
働
協
約
に
反
す
る
が
如
き
労
働
契
約
を
締
結
せ
ざ
る
点
を
収

束
す
る
に
止
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
彼
等
は
更
に
労
働
協
約
に
反
す
る
が
如
き
労
働
契
約
締
結
の
法
律
的
可
能
性
を
排
除
し
、
か
く
て
そ

の
限
り
に
於
て
個
人
的
処
分
か
ら
制
限
す
る
の
意
思
を
以
て
労
働
協
約
を
締
結
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
労
働
協
約
に
反
す
る
労
働
契

約
締
結
の
法
律
的
可
能
性
の
排
除
が
協
約
当
事
者
の
追
求
す
る
所
で
あ
る
故
に
於
て
、
労
働
協
約
に
反
す
る
労
働
契
約
を
有
効
と
宣
言
す
る

事
は
労
働
協
約
を
無
効
の
宣
言
す
る
に
等
し
い
。」（Lotm

ar, D
er T

arifverträge zw
ischen A

rbeitgerbern und A
rbeitnehm

en,

〔1900

〕, S. 110.

） 
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（
9
）　Sinzheim

er, a. a. O
. П

 Bd. S.79-80.

（
10
）　

か
ゝ
る
私
的
自
治
は
根
源
的
法
律
意
識
で
あ
る
が
〔
、〕
そ
の
定
在
は
却
て
制
度
と
し
て
の
私
法
的
法
律
秩
序
の
中
に
あ
る
。
勝
義
に
於

て
は
、
一
の
制
度
的
な
概
念
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
11
）　Sinzheim

er, a. a. O
. П

 Bd. S.81.
（
12
）　Sinzheim

er, a. a. O
. П

 Bd. S.83.

（
13
）　Lotm

ar;D
ie T

arifverträge, S. 110.

（
14
）　Lotm

ar,; D
er A

rbeitsvertrag, I Bd. S. 782.

（
15
）　Sinzheim

er, a. a. O
. П

 Bd. S.86-87.

（
16
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
.I. S. Bd. 21.

（
17
）　

後
藤
氏
、
前
掲
書
一
三
九
頁
。

（
18
）　Lotm

ar; O
. I Bd. S.21.

（
19
）　

後
藤
氏
、
前
掲
書
一
三
九
頁
。

（
20
）　

後
藤
氏
も
亦Lotm

ar

の
言
葉
を
引
用
し
つ
ゝ
、
類
推
さ
る
べ
き
に
非
ず
し
て
〔
、〕
次
の
理
由
を
あ
げ
て
居
ら
れ
る
。
即
ち
「
従
業
規
則

の
制
定
は
も
と
ゝ
ゝ
雇
主
に
よ
つ
て
一
方
的
に
な
さ
る
ゝ
も
の
な
る
が
故
に
、
も
し
こ
れ
に
違
反
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
せ
ば
、
そ
の
結

果
不
利
益
を
受
く
る
労
働
者
は
こ
れ
に
対
し
て
救
済
を
求
め
得
る
法
律
上
の
途
は
な
い
。〔
…
…
－
略
－
引
用
者
、
以
下
同
〕
従
て
〔
し
た

が
つ
て
〕
労
働
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
限
り
、
こ
れ
に
対
し
て
強
行
性
を
付
与
せ
ざ
る
を
得
な
い
。」
所
が
「
労
働
協
約
に
於
〔
お
い
〕

て
は
、
そ
れ
に
反
す
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
協
約
規
範
実
現
義
務
の
違
反
と
な
る
が
故
に
、
協
約
当
事
者
は
直
ち
に
こ
れ
に
対

し
て
対
抗
手
段
を
と
〔
採
〕
り
得
る
。」
即
ち
訴
え
に
よ
る
義
務
の
履
行
又
は
損
害
賠
償
の
請
求
、
及
団
体
的
闘
争
手
段
が
あ
る
。
か
ゝ
る

救
済
の
途
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
特
別
の
規
定
な
き
限
り
強
行
性
を
有
せ
ず
、
と
解
す
べ
し
。
又
「
多
く
の
本
質
的
差
異
」
が
あ
る
か
ら
〔
後
藤
〕

教
授
は
妥
当
で
な
く
と
し
て
居
る
（
前
掲
書
一
四
〇
頁
）。
問
題
は
む
し
ろ
＊
＊
＊
「
多
く
の
本
質
的
差
異
」
と
せ
ら
る
ゝ
も
の
が
何
で
あ

る
に
存
す
る
。
救
済
の
有
無
は
直
ち
に
強
行
性
の
否
定
す
る
根
拠
に
は
な
る
ま
い
。
然
し
こ
の
点
は
他
日
の
考
察
に
待
ち
た
い
。

（
21
）　Sinzheim

er;a.a. O
.П

. S. Bd. 87-88.

（
22
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 89. ff
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（
23
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 92-93.
（
24
）　
「
成
程
、Lotm

ar

は
労
働
協
約
の
特
殊
な
債
権
的
側
面
は
認
識
す
る
。
然
る
に
労
働
規
範
に
強
行
的
効
力
を
認
め
る
際
の
根
本
的
見
解
の

結
果
、
こ
れ
を
完
全
に
貫
徹
す
る
を
妨
げ
て
い
た
。
蓋
し
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
労
働
協
約
の
債
権
的
権
能
は
如
何
な
る
余
地
を
も
持
た

な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
か
ゝ
る
機
能
は
彼
に
於
て
は
（
労
働
契
約
の
中
に
入
り
込
ま
な
い
所
の
）
非
本
質
的
規
定
に
関
す
る
限
り
に

於
て
の
み
、
又
従
業
規
則
に
あ
る
労
働
協
約
の
違
反
及
本
質
的
規
定
の
非
組
織
の
労
働
者
へ
の
適
用
に
関
す
る
限
り
に
於
て
の
み
妥
当
す
る

の
で
あ
る
。」
とSinzheim

er

は
言
つ
て
居
た
（Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 93. A
nm

.2.

）

（
25
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 100-104.

（
26
）　

後
藤
氏
前
掲
書
一
四
三
頁
以
下　

（
27
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 104

（
28
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 117.

（
29
）（
30
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 111.

（
31
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 110.

（
32
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 115 ff.

（
33
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 149.

（
34
）　
〔
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
は
〕
労
働
協
約
の
平
和
目
的
を
主
張
す
る
態
度
は
常
に
見
ら
れ
る
。
例
へ
ば
、A

rbeitstarifgesez

に
於
て
曰
く
、

「
凡
ゆ
る
労
働
協
約
の
根
本
的
意
向
は
労
働
権
と
労
働
平
和
と
の
共
同
体
の
構
成
で
あ
る
。」（a.a. O

 S.39

）
又Grundzüge des 

A
rbeitsrechts

に
於
て
「
平
和
義
務
は
労
働
協
約
に
と
つ
て
本
位
的
（w

esentlich

）
で
あ
る
。
そ
れ
な
し
に
は
労
働
協
約
は
存
し
な
い
。」

と
云
う
。（a.a. O

 S. 264-265.

）

（
35
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 151-154.

（
36
）　

加
古
〔
祐
二
郎
〕
氏
「
近
代
法
体
系
の
多
元
的
構
造
に
つ
い
て
」
法
と
経
済
第
四
巻
〔
同
『
近
代
法
の
基
礎
構
造
』〈
日
本
評
論
社
・

一
九
六
四
〉
二
一
六
頁
以
下
に
収
録
〕

（
37
）　

労
働
協
約
令
が
出
た
後
一
九
二
七
年
にSinzheim

er

はGrundzüge des A
rbeitsrecht

を
公
け
に
し
て
居
る
が
、
団
結
権
の
問
題
に
つ

い
て
詳
論
し
て
い
る
。（a.a. O

. S. 67. ff

） 
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（
38
）　

解
釈
に
於
て
も
問
題
と
な
る
は
実
体
表
現
性
（w

ahrheit

）
で
は
な
く
て
、
却
て
主
体
的
な
真
実
性
（W

arhaftigkeit

）
で
あ
る
。「
然

る
に
、
そ
の
や
う
な
真
実
性
は
実
を
云
へ
ば
こ
の
根
本
的
な
『
事
実
的
な
真
理
』
も
し
く
は
『
存
在
論
的
真
理
』ontologishe W

ahrheit

の

い
は
ゆ
る
主
観
的
な
、
即
ち
意
識
に
於
け
る
規
定
を
現
ら
わ
す
の
で
あ
る
」。（
三
木
清
『
危
機
に
於
け
る
人
間
の
立
場
』〔
鉄
塔
書
院
・

一
九
三
三
〕
の
な
か
「
危
機
意
識
の
哲
学
的
解
明
」〔
八
―
九
頁
〕
三
木
氏
に
於
け
る
事
実
的
は
単
に
存
在
的
で
は
な
く
同
時
に
存
在
論
的

で
あ
る
）
然
し
て
一
方
主
体
的
な
も
の
に
於
け
る
主
体
は
歴
史
、
の
主
体
で
あ
り
、
単
な
る
個
人
で
な
く
て
、
一
定
の
歴
史
的
性
格
を
も
て

る
現
実
的
社
会
で
あ
る
。

（
39
）　Sinzheim

er

の
か
ゝ
る
考
へ
方
はA

rbeitstarifgesez

に
於
て
も
、Grundzüge

に
於
て
も
書
か
れ
て
居
る
。（A

. T
. G. S 137 ff. G. d. A

. 
S.265.

） 
一
九
一
五
年
一
月
二
九
日
のReichsgerihit

の
判
決
は
相
対
的
平
和
義
務
を
当
事
者
の
推
量
的
意
思
と
し
て
承
認
し
、
個
々
の
場
合

に
於
て
は
、
絶
対
的
な
り
や
相
対
的
な
り
や
は
当
事
者
の
意
思
に
か
ゝ
る
事
を
宣
言
し
て
居
る
。（G.T

.G. S.139.

）

（
40
）　
「
例
へ
ば
労
働
者
団
体
が
雇
傭
者
を
ボ
イ
コ
ツ
ト
せ
る
場
合
に
は
、
労
働
違
反
の
結
果
雇
傭
者
が
生
産
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
或
は
＊

＊
＊
＊
に
よ
つ
て
商
品
販
売
を
全
然
又
は
単
に
減
少
さ
せ
た
る
ゝ
量
に
於
て
し
か
、
為
し
得
な
か
つ
た
事
に
よ
り
生
じ
た
る
全
損
害
の
賠
償

を
雇
傭
者
は
期
待
す
る
事
を
得
る
。」（Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 213.

）

（
41
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 214 ff.

（
42
）　Sinz

〔heim
er

〕;a.a. O
. П

. Bd.. S. 224. 

賠
償
す
べ
き
損
害
額
を
限
定
し
、
損
害
発
生
の
証
明
を
免
除
せ
る
立
法
例
と
し
て
伊
太
利
〔
イ

タ
リ
ア
〕
及
濠
太
利
〔
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〕
の
立
法
を
あ
げ
て
い
る
。

（
43
）　Sinzheim

er, Rechtsfragen

に
於
て
曰
く
、「
今
日
は
職
業
団
体
は
必
要
な
る
社
会
的
機
能
を
果
し
て
居
る
。
進
歩
せ
る
社
会
政
策
に
と

つ
て
、
職
業
団
体
のW

irksam
keit

は
最
早
缼
く
事
を
得
な
い
。
そ
れ
故
、
少
く
も
そ
の
維
持
は
公
け
の
利
益
の
中
に
存
す
る
。
事
情
に
よ

つ
て
は
、
こ
の
職
業
団
体
が
、
そ
れ
が
支
払
う
べ
き
高
き
損
害
額
に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ
得
る
事
を
ゆ
る
す
法
律
は
、
か
ゝ
る
公
け
の
利
益
を

犯
も
の
で
あ
る
。
恰
も
個
々
の
債
務
者
に
彼
の
生
存
に
必
要
な
る
財
産
が
＊
＊
し
去
ら
れ
る
を
許
す
事
が
債
権
法
を
犯
す
と
同
様
で
あ
る
。」

と
。（Rechtsfragen S.28

）

（
結　

語
）

問
題
を
散
在
さ
せ
た
ま
ゝ
、
こ
ゝ
で
一
応
筆
を
止
め
ざ
る
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
ゝ
ま
で
を
第
一
編
に
し
て
、
次
の
篇

〔
マ
マ
〕
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に
於
て
、
問
題
の
論
理
的
な
構
造
を
吟
味
し
、
そ
し
て
他
方
、〔
こ
れ
を
〕
第
二
篇
と
し
た
い
。

（
ミ
ネ
ル
バ
の
梟
戦
場
の
白
昼
に
と
び
こ
む
の
前
夜
。）

一
九
三
九
．
一
．
八
．
夜
更

〔 

翻
刻
者
注
記 

〕

（
一
）　

第
一
頁
の
右
上
・
欄
外
に
「
貧
し
き
研
究
報
告　

一
冊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
漢
数
字
を
も
っ
て
示
す
注
記
は
、
翻
刻
者
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

（
二
）　

原
文
に
は
、
こ
の
よ
う
な
目
次
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
翻
刻
者
が
原
文
の
な
か
か
ら
見
出
し
語
を
抜
き
出
し
て
作
成
し
た
。
翻
刻
に
当
っ
て
、

漢
字
旧
字
体
は
現
行
の
も
の
に
あ
ら
た
め
た
が
、
送
り
仮
名
等
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

（
三
）　

三
月
革
命
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
八
四
八
年
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
月
革
命
の
影
響
を
う
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
・
各

地
で
革
命
運
動
が
発
生
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
（
一
八
一
四
―
五
年
）
後
の
復
古
的
・
保
守
的
な
体
制
へ
の
反
発
や
産
業
革
命
後

に
生
ま
れ
た
労
働
者
階
級
の
不
満
や
民
族
解
放
へ
の
希
求
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
市
民
と
学
生
ら
に
よ
る
暴
動
が
発
生
し
、
こ
れ
を
鎮
圧
し

よ
う
と
し
た
軍
隊
と
衝
突
し
て
、
革
命
へ
と
発
展
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
高
ま
っ
た
統
一
の
機
運
と
相
ま
っ
て
、
同
年
五
月
、
ド
イ
ツ
統
一
と
自
由

主
義
的
な
憲
法
制
定
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
が
招
集
さ
れ
た
。
し
か
し
同
じ
く
一
〇
月
ウ
ィ
ー
ン
お
よ
び
一
一
月
ベ
ル
リ
ン
で
反

革
命
が
成
功
し
、
翌
年
、
議
会
は
解
散
さ
せ
ら
れ
て
革
命
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
成
瀬
治
・
山
田
欣
吾
・
木
村
靖
久
〔
編
〕
世
界
歴

史
大
系
『
ド
イ
ツ
史
』
２
一
六
四
八
年
～
一
八
九
〇
年
（
山
川
出
版
社
・
一
九
九
六
）
第
七
章
「
一
八
四
八
革
命
」（
川
越
修
）
二
七
九
―
三
三
八

頁
を
参
照
。

（
四
）　

本
文
に
付
さ
れ
た
傍
線
は
、
沼
田
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
も
、
同
じ
）。
ま
た
亀
甲
カ
ッ
コ
〔　

〕
を
付
し
た
箇
所
は
、
翻
刻
者
が

付
し
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
も
、
同
じ
）。

（
五
）　

沼
田
が
戦
後
『
生
産
管
理
論
』（
日
本
科
学
社
・
一
九
四
六
）
の
ち
に
同
・
著
作
集
第
四
巻
『
労
働
争
議
法
論
』（
労
働
旬
報
社
・
一
九
七
六
）

七
七
頁
以
下
に
収
録
に
続
い
て
、
執
筆
・
刊
行
し
た
『
日
本
労
働
法
論
』
中
巻
（
同
前
・
一
九
四
八
）
の
ち
に
同
前
著
作
集
第
一
巻
『
日
本
労
働

法
論
』（
同
前
・
一
九
七
六
）
の
な
か
（
二
三
八
頁
注
三
。
引
用
は
、
同
前
書
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。）
で
、
沼
田
は
大
学
院
に
進
学
し
た
と
き
、

（
十
六
）
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ロ
ト
マ
ー
ル
の
同
書
を
指
導
教
授
で
あ
り
、戦
後
は
そ
の
岳
父
と
な
っ
た
石
田
文
次
郎（
一
八
九
二
～
一
九
七
九
）か
ら
貸
与
さ
れ
て
読
ん
だ
と「
記

し
て
同
教
授
に
謝
意
を
表
し
た
い
」
と
の
べ
て
い
た
。

（
六
）　

日
本
で
初
め
て
ド
イ
ツ
の
労
働
協
約
法
制
を
紹
介
し
た
民
法
学
者
の
石
坂
音
四
郎
（
一
八
七
七
～
一
九
一
七
）
が
「
賃
率
契
約
」
法
学
新
報

二
〇
巻
二
号
（
一
九
一
〇
）
の
ち
に
同
『
民
法
研
究
』
第
一
巻
（
有
斐
閣
・
一
九
一
五
〔
訂
正
三
版
〕）
四
四
七
頁
以
下
で
“Tarifvertrags

”と
い

う
ド
イ
ツ
語
を
「
賃
率
契
約
」
と
直
訳
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
内
容
が
必
ず
し
も
賃
金
に
か
ぎ
ら
れ
ず
、
広
く
待
遇
に
係
わ
る
労
働
条
件

に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
法
的
意
義
も
契
約
と
も
異
な
る
と
し
て
、「
雇
主
と
労
働
者
と
が
任
意
に
各
自
団
体
組
織
の
下
に
労
働
雇
傭

関
係
に
関
し
一
般
共
通
の
条
件
を
協
定
し
て
個
々
の
労
働
契
約
の
基
礎
と
為
す
の
意
思
を
公
表
す
る
集
合
的
約
束
を
云
う
」と
し
て
、「
労
働
協
約
」

と
邦
訳
し
た
の
が
福
田
徳
三
（
一
八
七
四
～
一
九
三
〇
）
―
―
同
「
労
働
協
約
一
班
」『
商
業
大
辞
書
』
補
遺
〔
一
九
〇
八
〕
の
ち
に
『
経
済
学

研
究
』
後
編
〔
同
文
館
・
一
九
二
〇
〕
四
一
四
頁
以
下
お
よ
び
同
「
労
働
協
約
」『
経
済
学
考
証
』〔
佐
藤
出
版
部
・
一
九
一
八
〕
一
六
八
頁
：
い

ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
収
蔵
書
を
利
用
し
た
―
―
で
あ
り
、
以
後
わ
が
国

で
は
、
そ
れ
が
当
該
事
象
お
よ
び
概
念
を
表
わ
す
文
言
と
し
て
定
着
し
た
と
さ
れ
る
（
吉
川
大
二
郎
『
労
働
協
約
法
の
研
究
』〔
有
斐
閣
・

一
九
四
八
〕
一
―
二
頁
）。
た
だ
し
石
坂
・
前
掲
書
四
四
八
頁
は
「
賃
率
契
約
」
に
つ
い
て
「
一
人
又
ハ
多
数
ノ
企
業
者
ト
多
数
ノ
労
働
者
間
ニ

於
テ
将
来
締
結
セ
ラ
レ
ル
ヘ
キ
個
々
ノ
労
務
契
約
ノ
基
礎
ト
ナ
ル
ヘ
キ
賃
銀
其
他
ノ
労
働
条
件
ヲ
定
メ
ル
契
約
」
を
い
う
と
し
、「
或
ハ
之
ヲ
労

働
協
約
（Collectiver A

rbeitsvertrag
）
ト
称
ス
」
と
も
の
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
同
前
書
四
四
八
―
四
四
九
頁
は
「
賃
率
契
約
ト
称
ス
ル
ハ
適

当
ニ
ア
ラ
ス
、然
レ
ト
モ
賃
率
契
約
ナ
ル
名
称
ハ
最
普
通
ニ
用
ヒ
ラ
ル
ゝ
カ
故
ニ
今
ハ
之
ニ
従
フ
」と
の
べ
る
こ
と
に
よ
り
、同
人
が「
賃
率
契
約
」

な
る
訳
語
が
必
ず
し
も
適
訳
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
七
）　

沼
田
が
傍
線
を
付
し
た
文
章
は
戦
後
、
沼
田
・
前
掲
『
日
本
労
働
法
論
』
中
巻
二
三
三
頁
（
注
３
の
箇
所
）
で
、
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
八
）　

工
業
法
一
五
二
条
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（
後
藤
清
『
労
働
協
約
理
論
史
』〔
有
斐
閣
・
一
九
三
五
〕
一
七
頁
〔
注
13
〕
に
よ
る
）。

一
項
「
工
業
主
、
工
業
的
助
手
、
職
人
又
ハ
工
場
労
働
者
ガ
良
好
ナ
ル
賃
銀
条
件
及
ビ
労
働
条
件
獲
得
ノ
為
メ
ニ
、
約
定
又
ハ
結
合
ヲ
ナ
ス
コ
ト
、

特
ニ
コ
ノ
目
的
ノ
タ
メ
ニ
同
盟
罷
業
又
ハ
労
働
者
解
雇
ノ
手
段
ニ
出
ヅ
ル
ガ
如
キ
約
定
又
ハ
結
合
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
禁
止
シ
、
又
コ
レ
ヲ
処
罰
シ

タ
ル
従
来
ノ
規
定
ハ
ス
ベ
テ
コ
レ
ヲ
廃
止
ス
」。

二
項
「
良
好
ナ
ル
賃
銀
条
件
及
ビ
労
働
条
件
獲
得
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
約
定
又
ハ
結
合
ニ
加
ハ
リ
タ
ル
者
ハ
、
ス
ベ
テ
自
由
ニ
コ
レ
ヨ
リ
脱
退
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
ベ
ク
、
又
斯
カ
ル
約
定
又
ハ
結
合
ヲ
理
由
ト
ス
ル
訴
ハ
許
サ
レ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
」。
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（
九
）　

工
業
法
一
五
三
条
は
「
身
体
に
対
す
る
強
制
、
脅
迫
、
名
誉
の
侵
害
又
は
同
盟
絶
交
等
の
手
段
に
よ
つ
て
他
人
を
し
て
第
一
五
二
条
い
は
ゆ
る

約
定
に
加
は
ら
し
め
又
は
約
定
に
従
て
一
定
の
行
為
を
な
さ
し
む
る
行
為
の
既
遂
・
未
遂
を
罰
し
、
又
同
様
の
手
段
に
訴
へ
て
約
定
よ
り
脱
退
せ

ん
と
す
る
者
を
妨
ぐ
る
行
為
の
既
遂
・
未
遂
を
罰
し
た（
三
か
月
以
内
の
禁
固
。但
し
刑
法
上
よ
り
重
き
刑
罰
に
該
当
す
る
と
き
は
そ
れ
に
従
ふ
）」

（
後
藤
・
同
前
所
）
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

（
十
）　U

nabdingbarkeit

と
い
う
文
言
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、
沼
田
稿
一
Ａ
の
注
記
の
七
に
お
け
る
説
明
を
参
照
。

（
十
一
）　

一
九
世
紀
後
半
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
よ
り
ド
イ
ツ
帝
国
と
し
て
国
内
統
一
が
な
さ
れ
、
本
格
的
に
資
本
主
義
が
発
展
す
る
な
か
で
、
旧
中
産
階

級
は
没
落
し
、
労
働
者
の
生
活
は
困
窮
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
。
自
由
放
任
政
策
を
支
持
し
た
「
ド
イ
ツ
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
」
に
対
し
、「
歴

史
学
派
」
の
経
済
学
者
ら
は
一
八
七
三
年
、
社
会
政
策
学
学
会
を
設
立
し
、
国
家
の
社
会
改
良
政
策
に
よ
っ
て
社
会
問
題
の
解
決
を
実
現
で
き
る

と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
そ
れ
は
社
会
主
義
者
ら
の
有
害
思
想
と
何
ら
変
わ
り
は
な
い
と
批
判
し
、
大
学
の
講
壇
に
立
つ
者
に
よ
る
社
会
主
義

と
の
意
味
の
蔑
称
が
与
え
ら
れ
た
。
講
壇
社
会
主
義
に
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
代
表
さ
れ
る
右
派
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
ら
の
左
派
そ
し
て
シ
ュ
モ
ラ
ー

ら
に
よ
る
中
間
派
の
三
つ
の
分
派
が
見
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
学
派
に
対
抗
す
る
「
講
壇
社
会
主
義
」
の
生
成
・
発
展
・
終
焉
の

全
体
像
を
描
い
た
の
が
、
刊
行
当
時
、
菊
版
七
〇
〇
頁
に
お
よ
ぶ
、
大
河
内
一
男
の
大
著
『
独
逸
社
会
政
策
思
想
史
』（
日
本
評
論
社
・

一
九
三
六
）
で
あ
っ
た
（
戦
後
一
九
四
九
年
、
再
刊
さ
れ
、
ま
た
同
『
著
作
集
』
第
一
、
第
二
の
両
巻
〔
青
林
書
院
新
社
・
一
九
六
八
、

一
九
六
九
〕
に
上
・
下
と
し
て
分
け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
）。
沼
田
は
大
学
院
在
学
時
に
、
風
早
八
十
二
『
日
本
社
会
政
策
史
』（
日
本
評
論
社
・

一
九
三
七
）
と
と
も
に
、
こ
れ
を
「
感
激
を
も
っ
て
読
ん
だ
」
と
回
顧
し
て
い
る
（
同
「
一
労
働
法
学
者
の
服
部
英
太
郎
像
」『
行
人
有
情
』〔
勁

草
書
房
・
一
九
七
九
〕
一
三
七
頁
）。

（
十
二
）　

こ
こ
で
も
、「
一
齣
」
稿
の
文
章
が
前
掲
『
日
本
労
働
法
論
』
中
巻
二
三
三
頁
（
注
４
が
付
さ
れ
た
箇
所
）
で
送
り
仮
名
を
訂
正
し
て
、
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
十
三
）　

近
代
市
民
法
上
「
人
」
は
、
抽
象
的
な
「
権
利
能
力
」
の
主
体
と
し
て
の
法
的
地
位
が
承
認
さ
れ
て
い
る
（
日
本
民
法
典
三
条
参
照
）。
こ

れ
に
対
し
労
働
法
に
お
け
る
人
間
と
は
、
具
体
的
な
「
労
働
者
」
で
あ
り
、「
使
用
者
」
で
あ
る
（
日
本
の
労
基
法
九
条
、
一
〇
条
、
労
組
法
三

条
お
よ
び
労
働
契
約
法
二
条
参
照
）。
ラ
ー
ト
ブ
ル
フGustav Radbrucf（
一
八
七
八
～
一
九
四
九
）
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
正
教
授

就
任
講
演
で
あ
る
“Der M

ensch im
 Recht

”（1927

） 

／
「
法
に
お
け
る
人
間
」（
桑
田
三
郎
・
常
盤
忠
助
允
〔
訳
〕
同
著
作
集
題
第
五
巻
〔
東

京
大
学
出
版
会
・
一
九
六
二
〕
五
―
七
頁
）
で
「
社
会
の
中
な
る
人
間
」「
集
合
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
ナ
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チ
ス
に
追
わ
れ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
亡
命
し
、
一
九
三
三
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
教
授
就
任
に
際
し
行
な
っ
た
講
演
で
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
と
同
じ

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
（
“Das problem

 des M
enschen im

 Recht

”／
「
法
に
お
け
る
人
間
の
問
題
」〔
清
正
寛
〈
訳
〉
九
州
工
業
大
学
研
究

報
告
書
一
五
号
〔
一
九
六
七
〕
三
六
頁
）。
そ
の
な
か
で
同
人
は
「
階
級
的
存
在
と
し
て
の
人
間
」
と
称
し
て
い
る
。
本
「
一
齣
」
稿
執
筆
当
時
、

沼
田
は
お
そ
ら
く
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
論
稿
（
講
演
録
）
を
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
そ
れ
を

も
目
を
通
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
敗
戦
直
後
の
時
期
、
沼
田
は
、
前
掲
『
日
本
労
働
法
論
』
上
に
お
い
て
「
労
働
法
学
上
の
法
的

人
格
者
の
性
格
」
を
論
じ
て
い
る
（
前
掲
書
四
〇
―
四
三
頁
）。
そ
の
な
か
で
沼
田
は
「
時
代
精
神
を
そ
の
人
間
像
か
ら
み
る
文
化
科
学
の
立
場

の
陥
り
易
い
偏
向
は
運
動
す
る
現
実
的
社
会
関
係
の
弁
証
法
的
発
展
を
捨
象
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、「
労
働
法
が
資
本
主
義
社
会
の
法
で

あ
る
限
り
、
労
働
者
が
社
会
的
有
用
労
働
と
し
て
の
没
個
性
的
労
働
力
の
ト
レ
ー
ガ
ー
と
し
て
、
か
か
る
一
面
性
に
お
い
て
社
会
関
係
を
結
ぶ
こ

と
を
余
儀
な
く
し
て
い
る
資
本
主
義
の
原
理
を
飛
越
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
の
べ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
理
解
に
つ
い
て
批
判
的
に
言
及
し

て
い
る
（
同
前
書
四
〇
―
四
一
頁
）。

（
十
四
）　

こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
沼
田
が
従
軍
に
際
し
、

唯
一
持
参
し
た
（
拙
稿
・
前
掲
「
沼
田
稲
次
郎
の
青
春
」
六
九
（
四
一
〇
）
頁
（
注
）
一
三
八
を
参
照
）
と
い
う
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
『
権
利
の
た

め
の
闘
争
』
の
原
書
（kam

pf uns Recht
）
に
お
け
る
記
述
内
容
（
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
れ
、
同
人
は
ベ
ニ
ス
の
市
民
と
同
じ
く
、

ベ
ニ
ス
の
法
に
基
づ
き
自
ら
の
権
利
を
行
使
〔
主
張
〕
し
て
い
る
）
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
十
五
）　

自
ら
の
利
益
追
求
に
の
み
関
心
を
払
う
個
別
資
本
に
対
し
、
資
本
主
義
経
済
体
制
の
維
持
・
発
展
を
実
現
す
べ
き
、
支
配
階
級
と
し
て
の
「
総

資
本
」あ
る
い
は
、そ
れ
を
体
現
す
る
国
家
は
、労
働
者
が
担
う
労
働
力
の
摩
滅
を
防
止
す
る
た
め
に
、労
働
力
の
維
持
・
培
養
と
し
て
の
労
働（
者
）

保
護
政
策
の
実
現
に
意
を
用
い
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
沼
田
は
そ
の
よ
う
な
発
想
を
、
大
河
内
一
男
の
著
書
か
ら
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

か
。
な
お
田
中
良
一
「
大
河
内
一
男
に
お
け
る
『
社
会
的
総
資
本
』
概
念
」
ソ
シ
オ
ロ
ゴ
ス
三
四
号
〔
二
〇
一
〇
〕
一
―
二
四
頁
参
照
は
、
上
記

課
題
に
関
す
る
最
新
の
論
稿
と
思
わ
れ
る
。

（
十
六
）　

ヘ
ー
ゲ
ル
「
法
哲
学
要
綱
」（
一
八
二
〇
）
の
「
ま
え
が
き
」
の
末
尾
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
（
長
谷
川
宏
〔
訳
〕『
法
哲
学
講
義
』

〔
作
品
社
・
二
〇
〇
〇
〕
六
二
〇
頁
）。

「
世
界
を
思
考
す
る
哲
学
は
、
現
実
が
そ
の
形
成
過
程
を
終
了
し
、
確
固
た
る
形
を
得
た
の
ち
に
、
は
じ
め
て
こ
の
世
に
あ
ら
わ
れ
る
の
だ
。

歴
史
は
、
必
然
の
過
程
と
し
て
示
し
て
い
る
の
で
、
現
実
が
熟
し
た
と
き
は
じ
め
て
理
念
的
な
も
の
が
現
実
の
対
極
に
あ
ら
わ
れ
、
現
実
世
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界
の
本
体
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
知
的
王
国
の
形
態
へ
と
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
ミ
ネ
ル
バ
の
梟
は
、
せ
ま
り
く
る
夕
暮
れ
と
と
と
も
に

は
じ
め
て
飛
び
た
つ
の
だ
」。

知
恵
の
神
の
使
い
で
あ
る
梟
が
一
日
の
終
る
夕
方
の
空
へ
と
飛
び
立
つ
の
と
は
異
な
り
、
沼
田
は
世
の
動
向
も
定
ま
ら
ぬ
白
昼
、
し
か
も
戦
場

へ
と
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
思
い
、
未
完
の
ま
ま
に
終
え
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
沼
田
は
自
ら
の
学
問
の
世
界
へ
の
惜
別
を

慨
嘆
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
沼
田
は
戦
後
も
、
自
ら
を
、
又
は
労
働
法
学
に
つ
い
て
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ

て
、
表
わ
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
そ
れ
は
労
働
法
学
も
ま
た
、
現
実
世
界
の
展
開
が
終
っ
た
あ
と
に
、
そ
れ
を
理
解
・
構
成
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
認
識
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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